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20．回想


ジェラルドは悩んでいた。


公爵であるジェラルド・フォン・エルンストは、魔術省・薬術省・医術省の三省を束ねる三省長の役職にあり、多忙な日々を送っている。そして、数ヶ月前に二人目の娘が生まれ妻のオクタヴィアも育児に専念しているため、長女のリュディアにあまり構ってやれないのだ。


家族第一のジェラルドにとって、これは由々しき問題である。家の者から、愛娘の様子を報告してもらっているが、少々気が立ちやすくなっており時折使用人に当たるようなことがあるらしい。


愛娘は自分たちのことを気遣って、淋しいなどの甘えを言ってこない。公爵家に生まれた重圧もあるだろうが、甘え頼ってもらえないのは親としては淋しい限りである。ただ、その代わりにやり場のない不満が使用人に向いてしまっているようだった。


己が原因であることに自覚がある以上、愛娘の行動を叱しかることに気が引けた。その為、強く言えずにいる。使用人たちには、八つ当たりをさせて申し訳ないと、折に触れて謝罪をしているが根本的解決にならないと解っている。


父親として不甲斐ない限りだと、思い悩んでいたところで看過できないことが起こった。


「こんな無礼なメイド、クビにしてください！」


出勤前に新しく入った使用人に挨拶をしていたところだった。愛娘が見送りにきてくれたことを嬉しく思っていたら、これまでのツケが回ってきた。


今の愛娘は傲慢さと気位の高さを履き違えている。それを修正できなかったのは、放置した自分の責任だ。


流石に窘たしなめなければならないか、と胸が重く感じたところで予想外の声が降った。


「お前、すっげぇ性格ブスだな」


聞き慣れない表現にも驚いたが、内容に反して悪意などない冷静な響きだったのが意外で怒りが湧かなかった。娘への罵倒といえばそうだが、指摘が的を射ているのも事実だった。


ジェラルドの反応が追い付かない内に、重く鈍い音が響く。専属庭師のデニスが自分の息子を殴ったのだ。


「い……っ!?」


「謝れ」


息子がいないため、ジェラルドは男家族とはここまで容赦がないものだろうか、という感想を持った。だが、ジェラルド自身は厳しく育てられたものの、父親に手を上げられた記憶がない。バウムゲルトナー家がこうなのだろう。


相当痛いのか、声すら出ない様子で息子のイザークはうずくまっている。


銅あかがね色の瞳を見れば、不服が滲にじんでいた。だが、怒りを持っている様子はない。彼は、自分なりの正しさを持っているようだった。どういう考えを持っているのか、ジェラルドは少し興味が湧いた。


「い、ま、なんて言いましたの……っ!?」


「お前、そんなチビのときから性格ブスだとでっかくなったときにゃ顔もブサイクになるぞ」


「な……っ!?　わたくしを誰だと思っていますの!!」


癇癪かんしゃくを起こして怒っている姿も我が娘は愛らしい、そんな感想を持ちつつもジェラルドは静観することに決め、再び拳こぶしを構えるデニスを手で制した。様子を見たい意思が伝わり、デニスは渋面ながらそれ以上拳を振り上げるのを止めた。


その間にも、少年は愛娘に静かに問いを重ねる。彼は、良くないと思ったことをそのまま伝えた後は、自身の正義を押し付けも責めもせずただ訊きくだけだった。


ただ、今まで盲信していた通りにではなく、徐々に自身で考えて答えないといけない状況に追いやられた愛娘の方は、きっと責められている心地だろう。


「──けど、お前はなんで偉いんだ？」


「わ、わたくしはエルンスト公爵家の……」


「メイド一人、クビにするにも父親頼りの奴がほんとに偉いのか？」


「……っ」


ついに愛娘は、盲信した価値観だけでは言葉が継げなくなった。口惜しそうに少年を睨にらむ様子も、可哀想ではあるが大変愛らしい。


どうするかと思ったら、弱々しい平手打ちが少年の左頰ひだりほほを打ぶった。


愛娘なりに、どうにか太刀打ちできない状況に抗あらがいたかったのだろうが、既に後悔が表情に浮かんでいる。悪手だと理解できるほどには癇癪が鎮まったようだ。


これまで暴力など振るったことのない愛娘は、相手の反応に怯えている。だが、少年はそれでも落ち着いていた。


「暴力に訴えるのは負けを認めたようなもんだぞ」


「っ!!」


利発そうな眼をした少年だと思っていたが、口論の果てに力に訴えることの愚かさを、僅か七歳で理解しているとは。身分が上とはいえ、年下の少女に打たれるなど、本来なら屈辱くつじょくを感じて然しかるべきだ。


言葉遣いに難はあるが、相手の眼を見て侮辱ぶじょくせずに真っ向から話す姿勢は潔いさぎよい。どこまでも落ち着いた様子の少年に、ジェラルドは感心する。


愛娘が羞恥しゅうちか怒りかに頰を染め去って行ったのを見送り、娘の非礼について詫わびようとデニスの方を見遣ると、デニスは黙して首を振った。エルンスト家への忠義が厚いためか、それとも息子の扱いが雑なのか、気にしなくてよいという意図が伝わった。言外にそう言われては、謝罪する訳にもいかない。


話し終えてからデニスに叱られる可能性を思い出したらしい少年は、そろりとジェラルドたちの方を見上げた。不思議そうに見上げてくる銅色の瞳に、ジェラルドは苦笑しか浮かばない。嫌な役回りを会ったばかりの少年にさせてしまった。


「ありがとう、イザーク」


だからこそ、感謝を伝えた。


「いえ……、むす……ご令嬢に好き勝手言ってすみませんでした」


言葉遣いが雑という自覚があるようで、謝られた。だが、彼には学ばせてもらった。こちらが既に知る正しさを伝えるのではなく、自身で振り返り正しさを考えさせる。正す場合は叱らねばならない、という思い込みがあったジェラルドには光明を得た心地だ。


ジェラルドにとってリュディアが初めての子供なのだから、育て方が手探りなのは仕方がない。それでも、まさか幼い少年に育児を学ぶとは思わなかった。男親としての不甲斐なさを恥じるばかりだ。


今後の参考にさせてもらう旨を伝えたところで、執事から出勤を促うながされてしまった。ジェラルドは、愛娘の本来の可愛さを補足して、デニスと息子のイザークに別れを告げた。


きっとこの出来事は、愛娘には成長するよいきっかけになるだろう。この機会を活かさなければ、とジェラルドは出勤する馬車の中で思った。






だが翌日、既に変化が表れた。


「おはようございます。お父様」


「おはよう、ディア。今日は早起きだね」


ジェラルドの出勤が早い日にもかかわらず、リュディアは玄関ホールで待っていた。昨日の強気な様子と打って変わって、緊張した様子で勢いがない。


「少しだけでいいので、お時間をいただけませんか……？」


不安そうに見上げる同じ色の瞳に、ジェラルドはふんわりと微笑み返す。


「構わないよ」


「あの、昨日のカトリン……メイドの件なんですけど……」


一度、視線を落としてから、小さな手をぎゅっと握り締めてリュディアは顔を上げる。


「わたくしの申し出は取り下げます……！　ただ、もしカトリンが望むなら、わたくし付きのメイドから外して他に就けてください」


冷静になったリュディアは、自分の父がメイドをクビにすることはないと解っている。それでも、自身の過ちを父に申告しておきたかった。


ジェラルドは瞠目どうもくする。微かに震えつつも見上げてくる瞳は、決意が籠っている。変化があるとは思っていたが随分と早い。


「わかった。カトリンを悪いようにはしないよ。安心してくれるかい？」


「はい」


ジェラルドの言を得て、ようやく安心したリュディアはほっと息を吐つくように表情を綻ほころばせた。


愛娘の反応に、ジェラルドは目を細め淡い金糸の髪を撫でた。


「ディア、偉かったね」


叱責しっせきされる覚悟を決めていたリュディアは、眼を丸くして固まる。しばらくして、自身の過ちに向き合った勇気を讃えてくれたのだと解って、嬉しさとも安堵とも付かない感情と、昨日の行動を恥じる感情がせめぎあって体温が上がった。


「……困らせて、ごめんなさい」


「ディアはいい子だよ。それに、ディアになら困るのも嬉しいさ。私こそ、淋しい想いをさせてすまないね」


潤む瞳に愛しさが湧き、ジェラルドは愛娘を抱き締めた。リュディアは、そろりと父の背に手を伸ばし、ぎゅっと掴んだ。そして父の謝罪に、腕の中で静かに首を横に振る。


「……ジェラルド様」


久しぶりの父娘おやこの抱擁ほうようを、ジェラルドが堪能たんのうしていると、控えていた執事から声がかかる。出発の時間に、惜しみながらもジェラルドは愛娘を腕の中から解放した。


「じゃあ、行ってくるよ。ディア」


「いってらっしゃいませ」


はにかむ愛娘に、また抱き締めたくなる衝動を必死に抑え、ジェラルドは正門で待つ馬車へ向かう。


扉を出たところで、背後から声がかかった。


「っお父様！　またお見送りしてもいいですか……!?」


足を止め、笑顔でジェラルドは振り返る。


「勿論」


必死の想いで希望を伝えたリュディアは、父の返事に表情を輝かせる。


閉まる扉の向こうにいたリュディアは知らない。その直後、感極まったジェラルドが崩れ落ちたことを。






──それから一年後、


「ありがとう、イザーク！」


「いぇ……!?　あの、公爵様、今日は一体どうしたんですか!?」


感謝の抱擁という奇襲きしゅうを受け、相変わらず礼を言われる理由が解らない、庭師見習いの少年は悲鳴混じりに問うた。


「ディアが、今日も可愛いんだ!!」


眩しい満面の笑みで告げられた内容に、庭師見習いの少年は呆気にとられる。


「はぁ。よかった、ですね……？」


「ああ」


君のお蔭だ、とジェラルドは何度目かの礼を告げる。彼がいてくれたから、今の幸福な日々がある。


そんなつもりなどなく彼が思うままに、ただ行動していると解っている。だからこそ、ジェラルドは何度でも感謝を伝えるのだ。







21．ハンカチ


日本人の前世の記憶を持った俺が庭師見習いになって一年が経った。


「お嬢、どうしたんだ？」


公爵令嬢、リュディア・フォン・エルンストことお嬢は少し微妙そうに、庭仕事をしている俺のところに来た。後ろには一歳児のお嬢の妹を抱っこしたメイドのカトリンさんがいる。お嬢の妹の小さな手には、お嬢の薄い金の髪が一房握られている。


「フローラが、離してくれなくて……」


弱り顔で言うお嬢。ここが乙女ゲームの世界でお嬢がそのライバル令嬢らしいが、今はただ妹に懐かれて困っているお姉ちゃんだ。あ、ちなみに俺はモブですらないからゲームには登場しない。


しかし、お嬢はたまに俺のところに来るのを変に優先するよな。離してくれないなら、そのまま妹に構っていてもいいだろうに。定期的に会うのが習慣化しているせいだろうか、何というか妙に律儀だ。


今日はお嬢が来たら、俺の自習用の庭につれて行こうと思っていたが、このままでは無理そうだ。とりあえず親父に外す許可をもらってお嬢たちの元に戻る。お嬢の妹は楽しそうにお嬢の髪をぶんぶん振っている。


俺はそんなお嬢の妹に近付く。


「フローラ、今日も元気だな。たまにしか会ってないけど俺、覚えてるか？」


自分を指差して訊くと、フローラはこてんと首を傾げる。お嬢の母親のオクタヴィア様ことオク様に誘われるお茶会で数度会った程度だ。覚えているかは怪しい。数秒考えて、桃色の瞳が俺を凝視しながら声をあげた。


「ざーく？」


「そうだ、イザークだ。よく覚えてたな、偉いぞ」


褒められたのが何となく解るのか、フローラはにぱっと笑って喜ぶ。


俺が笑いかけると、フローラも応えるように笑う。試しに口を大きく開けて見せると、フローラもかぱりと口を開けた。今度は口を真一文字に閉じると、フローラもきゅっと口を閉じる。


「じゃあ、これはできるか？」


フローラの前に両手を出して拳を握って、手を開いてみせた。すると、ぎゅっと小さな手を握ってからぱっと開いて掌てのひらを見せた。するり、と握られていた薄い金の髪が落ちた。


「よくできました」


頭を撫でて褒めると、フローラはきゃあ、と喜んでいるであろう鳴き声をあげた。


「姉ちゃんの髪が綺麗なのは分かるが、あんまり困らせるなよ」


強く叱る代わりに少し雑めに頭を撫でてみたが、伝わらなかったようで喜んだ鳴き声があがるだけだった。仕方ない、と俺は苦笑する。


「……お上手ですね」


フローラを抱っこしているカトリンさんから、そんな感心した声がかかる。どうやらカトリンさんも、どうにか離させようと試みていたらしい。


「こんぐらいのときは、なんでも真似するんですよ。お嬢、大丈夫か？」


どれぐらい握られていたのか判らないから、疲れてないかお嬢の方を見ると頰を赤くして押し黙っていた。


「どした？」


「……っ何でもありませんわ」


俺が訊くと、ちょっとだけむっと剥むくれたような素振りを見せてそっぽを向かれた。それ以上、追及しない方がいいだろうと俺は一つ提案する。


「今日はフローラもつれて行くか？」


「え、いいんですの？」


「別にいいぞ。フローラもまだお嬢と遊びたいみたいだし」


一歳児に秘密の場所をリークされる心配はないだろう。ただ抱っこしながら行くには距離があるから、俺はお嬢が入り口の垣根を潜るとき用の大きい布の一辺を一定の幅で裂いた。


いきなり布を裂いた俺を見てお嬢は驚く。


「何を……っ」


「背負えるようにするだけ」


端的に答えて、俺はカトリンさんからフローラを受け取り、背中から両脇の下に布を通して背負い、前で布を捻って後ろに回し、下半身がしっかり安定するように布を巻いてから、腰で余りの布を結んだ。


「よし、行くか」


後ろでフローラが安定しているのを確認して声をかけると、お嬢は眼を丸くして、カトリンさんが拍手していた。


「お見事ですね」


「へ？　下町のおばちゃんたちの方がもっと早いですよ」


カトリンさんが手品でも見たみたいに褒めてくれるが、おばちゃんたちの方が早くてしっかり固定できる。時々しか手伝っていないから、熟練の技には劣る。あとやり方知ってるけど、コレの名前知らない。


「あの……よかったら、そのやり方を教えていただけませんか？　オクタヴィア様が近頃腕がお疲れになりやすいようで……」


それでも子供と一緒にいる時間を持とうとするオク様が凄い。貴族って、使用人任せで子育てする方が普通だろう。


「じゃあ、前抱きのやり方も今度教えます」


母親の顔が見えないのは、子供が嫌だろう。


「ありがとうございます」


カトリンさんは安心したように笑った。すると、お嬢が負けじと挙手する。


「わたくしも覚えますわっ」


「妹のために何かしたいのは解るけど、使用人メイドさんの仕事を取ったらダメだろ」


オク様以上に力の弱いお嬢には難易度が高いし、そもそも令嬢に要るスキルじゃない。ちゃんとお嬢の納得できる理由で注意すると、ぐっと言葉を詰まらせて引き下がった。少し悔しそうだ。


「お嬢はお姉ちゃんなんだから、お姉ちゃんにしかできないことしてやればいいだろ」


「お姉ちゃん……」


その響きにお嬢は瞳めを輝かせた。うん、解る。ちょっと違うかもしれないが、前世で妹が小さかった頃はお兄ちゃんって役目が自分だけの特別に感じて誇らしかった。まぁ、そのうちお兄ちゃんだから、と妹に譲る機会が増えて不貞腐れたけど。お嬢はそうならないといいな。まぁ、公爵様とオク様なら大丈夫か。


支度ができたので、お嬢と自習用の庭に向かう。カトリンさんが、フローラも食べれるクッキーを持たせてくれた。たぶん前世でいうたまごボーロみたいなもんだろう。


景色が変わるのが楽しいのか、時折フローラが後ろできゃっきゃと鳴く。向かいながら俺が思い付くままに歌を口ずさんでいると、お嬢に叱られた。


「フローラに変な歌を教えないでくださる？」


「えー、クラシックとか寝るときでいいじゃん。それに、俺そんなん歌えないし」


「まず歌わなければいいのでは？」


「ピクニックとかは楽しい方がいいだろ。なー、フローラ」


「なー」


解っているのかいないのか、フローラは嬉しげに俺の語尾を繰り返した。言葉が解るかどうかの子供を預かるときは、よく歌を歌う。こうした移動中でも子供が楽しめるし、それだけで遊んで構ってることになる。前世の保育園のときを思い返すと歌の時間が必ずあったし、そういうもんだろう。


「お嬢はこーゆーの嫌い？」


「き、らい、では……」


ただ訊いてみただけだが、何故か怯ひるんだようになったお嬢は躊躇ためらいがちにそう返した。


「そっか」


よかった。俺は安心する。音楽は合う合わないが感覚的なものだから、お嬢がアップテンポな歌が苦手なら流石に控えるしかない。合わない曲を聴くのは苦痛だからな。


前世でも妹と一部趣味が合わなかったな。なんだっけ、キャラソン？　ひたすら気障キザな科白セリフが歌詞の。全部がそうじゃないらしいが、妹が持っていたのは乙女ゲームの攻略キャラのだからそうなるらしい。自分の部屋にいるときだけにしてくれてたから平気だったけど、そういやこの世界の元になっているっぽい君星にもキャラソンがあったりしたんだろうか。一人知り合いがいるだけにあったら、うわぁって感じだ。うん、これ以上深く考えないでおこう。


自習用の庭は少し距離があるけど、歌を口ずさみながらだと気分が楽しくなり気付いたら着いた。後ろでフローラも調子を合わせて声を出していたから、退屈はしていなかっただろう。フローラほど元気な声ではなかったが、後半はお嬢もこっそり口ずさんでいた。言ったら止めそうな気がしたから黙っていたけど。


入り口の垣根を潜る前に、フローラを前抱きに変えて葉っぱや枝に当たらないように気をつけて潜る。お嬢には布を被ってもらって防御して潜ってもらう。


「わぁ」


被っていた布を取ったお嬢が思わず感嘆の声をあげた。


「前のときは咲く時期じゃなかったから、もう一度したんだ」


白詰草しろつめくさの綿毛のような白い花が一面に太陽を浴びていた。梟の噴水の周まわりは花の白と三葉の緑の二色で埋め尽くされている。白詰草は陽当たりのいいところでしか育たないから、この陽溜まりは絶好の場所だった。


俺は布をシート代わりに敷いて、そこにフローラを下ろし、お嬢にも座るように促す。座ってからも、白い花に近付いて表情を綻ばせる。


「葉っぱだけじゃなく、花も可愛らしいのですね」


気に入ってもらえて、俺も嬉しい。花畑の方が喜ぶと思っていたけど、前は時期じゃなかったからできなかったんだよな。あのときは踏ませないといけなかったから、咲いていない方が、お嬢が心を痛めなくてよかったかもしれない。あのときも、俺が育てたからって躊躇ためらっていたからな。


お嬢が花を見つめているから、フローラも気になったらしく近くの白い花に手を伸ばして、口を開けた。


「こーら、なんでも口に入れようとしないっ」


フローラを抱き寄せて、胡坐あぐらの上に座らせる。取ろうとした白詰草は摘んで、フローラの手の届かない高さに掲げる。


「やぁー」


「コレは食べたらダーメ！」


口に入れるものじゃないと注意しても、意図が伝わらないようでフローラは手をぱたぱたと伸ばしてくる。俺は嘆息たんそくして、仕方なくお嬢に頼む。


「お嬢、ハンカチ持ってる？」


「持っていますけど……」


「洗って返すから、貸してほしい」


汚れること前提で頼む俺を不思議に思いつつも、お嬢は白いレースのハンカチを貸してくれた。手触りからして上質な生地だと判る。けど、背に腹はかえられないから、申し訳なく思いながらもそのハンカチを一度広げて折った。


折ったハンカチをフローラの眼の前に、跳ねさせながら持っていく。


「ほーら、フローラ。コレ、なんだか分かるか？」


「う。うーさっ」


「そうだ、うさぎさんだ。欲しいか？」


「う」


桃色の瞳を輝かせて、フローラは大きく頷いた。ぱたぱたと手を伸ばす対象が替わったのを確認して、ハンカチで作った兎うさぎを渡すとすぐさま耳の部分を銜くわえた。


「フローラ!?　はしたないですわよっ」


「気に入ってる証拠だから、許してやって」


お嬢は妹の行動に焦るが、口に入れて問題ないものだから許容範囲だと伝える。お嬢は戸惑いながらも、フローラの様子をしばらく見てこの方がいいと納得してくれたみたいだった。


「ザクは、本当に子供の面倒を見るのに慣れているんですのね」


「下町なんて助け合ってなんぼだからな」


俺も、もっと小さい頃は近所の兄ちゃん姉ちゃんたちやおばちゃんたちに世話してもらったらしい。その分を、自分より後に生まれた奴らに返しているだけだ。


「それに引き換えわたくしは、姉として何もしてあげられていませんわ……」


しょんぼりと落ち込むお嬢を見て、俺は首を傾げる。


「してるじゃん」


「え……」


「フローラが一緒にいたいって甘えたら応えてやって、心配したり叱ったり、もうお姉ちゃんしてるじゃん」


少ししか会っていない俺といても平気なのは、お嬢が一緒にいるからだ。お嬢が側にいるから、フローラは安心して今知らない場所で遊んでいられる。


「そう、かしら……」


「そうだって。なぁ、フローラはお姉ちゃん大好きだよなー？」


「う。すきぃー」


俺が訊くと、フローラは速攻で肯定した。この反応からして、好きの意味はちゃんと解っているみたいだ。流石、公爵様に溺愛されているだけある。


妹の言葉を聞いて、お嬢はぶわっと顔を赤くした。若干、薄い青の瞳が潤んでいる。


「フローラ……」


「よしっ、フローラ。お姉ちゃんにぎゅってしてやれ」


「ぎゅ??」


「こうやって、大好きだぞーって伝えることだ」


苦しくないように気をつけながら、フローラを抱き締めると嬉しそうな鳴き声があがって小さな手が抱き返してくれた。やり方が解ったのを確認した俺は、フローラを後ろから両脇を持ちあげてお嬢の方へやる。


「ほい」


「ねーしゃ、ぎゅーっ」


「っ！」


フローラが抱き着く力の強さを感じて、お嬢が少し眼を見開いて、最初はおずおずと、そして最後にはしっかりと抱き返した。


目一杯の力で抱き着くってことは、それだけの気持ちがあるってことだからお嬢にもちゃんと伝わっただろう。スキンシップって言葉の通じない時期には、家族で大事なコミュニケーション手段の一つだ。お嬢には初めての妹だから自信がなかったのかもしれない。これで、少しは妹に好かれている自信を持ってくれればいい。


腕の中が気持ちいいのか、フローラはずっとお嬢に抱き着いていた。お嬢もそれが嬉しいのだろう、しばらくフローラを抱き締めていた。


どれくらい経ったか、お嬢がふと顔をあげる。


「……ところで、先程から何をしていますの？」


「ん？」


手元で作業していた音が気になったらしく、お嬢が俺に訊いた。ちょうど出来上がったそれを、お嬢の頭に載せる。


「ほい、お姫様」


「ひめしゃー」


白詰草の花で作った白い花冠を見て、フローラが桃色の瞳を輝かせた。


「うん。花の精霊とかいたらこんな感じだろうな」


今日のお嬢は偶然、白が基調のドレスだったから白詰草の花畑に嵌はまっていた。属性精霊以外に精霊がいるかは知らないが、精霊が視みえたらこんな感じかもしれない。薄い金の髪をしているから、陽溜まりの中だと輪郭りんかくが薄くて透けそうだ。


「～～っ！」


お嬢は急に口を真一文字に引き結んで、紅潮した。怒る直前みたいに、眼を見開いている。


「ざーく、らーもっ」


どうしたのか、とお嬢に訊こうと思ったら、フローラに強請ねだられた。


「お揃いがいいんだな。待ってろ」


俺は早速、一回り小さい花冠を作り始める。結局、お嬢の様子については訊けず仕舞いだったが、お嬢からは何も言われず、ただフローラを抱き締めて花冠ができるのを待っていた。


サイズが小さいのと、慣れたのもあって、さっきよりは早く花冠ができた。それでも、フローラは待ちくたびれたらしく、ハンカチの兎の耳をまた食はんでいた。


「待たせたな、お姫様」


ぽんと濃い金髪の上に花冠を載せると、フローラは見えないながらも頭の上に手を伸ばして花の感触を確かめた。それから、確認するようにお嬢を見上げる。


「ねーしゃ」


「ええ。お揃いですわ」


フローラと同じように花冠を持ってみせて、お嬢は微笑みかけた。その答えに、フローラの顔一面に嬉しさが満ちる。


「ひめしゃっ」


はしゃぐフローラを見て、お嬢が可笑おかしそうに小さく笑う。


「本当に可愛いお姫様ですわ」


「かわいー」







    
  
  




「ええ」


「お嬢、違う」


「え」


急に俺が否定の言葉を割り入れたから、お嬢がきょとんと首を傾げる。


「フローラはお嬢に可愛いって言ったんだ。な」


「う。ねーしゃ、かわいー」


フローラは褒めてもらえて嬉しかったから、同じようにお嬢に返したかったんだろう。けど、お嬢は褒めてもらえているかの確認だと誤解していたから、それだけは訂正させてもらった。


妹からの称賛を理解して、お嬢は嬉しいのか恥ずかしいのか真っ赤になる。


「……っ何なんですの、二人して」


何で、俺も？


口惜しそうに呟かれる対象に俺まで含まれている理由が解らなかった。






その後、小腹を空すかせたフローラに持ってきたクッキーを少し食べさせると、うとうとし始めた。なので、邸やしきに戻ることになった。


「わたくしも背負ってみたいですわ」


背負う準備をしようと思ったら、お嬢が挙手してそんなことを言ってきた。まだ諦めていなかったのか。


「いや、でも」


「少しで、いいですから……！」


「……わかった。じゃあ、その端に座って」


敷いた布の端、すぐ立ち上がれる位置に座ってもらい、脇の下に布帯を通したフローラをお嬢の背中に乗せる。


「ちょっとじっとしててな」


布帯を持ったまま、俺はお嬢の前に回り前で数度縒よる。そして、布帯の両端をお嬢の向こうのフローラまで回して、下半身が安定するように巻いて交差させてから、お嬢の前まで持ってきて腰の位置で結んだ。


「よし。これでいいぞ、お嬢。……お嬢？」


返事がないから、結び目から顔をあげるとぎゅっと眼を瞑つむって、息を詰めたお嬢がいた。酸欠なせいか顔が赤い。耐えるように拳も握り締めている。


どうしたのか、と少し考えて、息を止めている理由に一つ思い当たった。そういえば俺、庭の作業した後だから汗臭いかもしれない。もしかしてスメハラというやつをしたのだろうか。ヤバい、どうしよう。お嬢からは言いづらいだろうし、俺から確認した方がいいよな。


「ごめん、お嬢。俺、臭かった？」


「へ？」


俺が申し訳なく訊くと、お嬢は眼を丸くした。とりあえず、息をしてくれてよかった。


「いえっ、ななな何でもありませんわ！」


そして、全力で首を横に振った。そんなに慌てて首を振って、首痛くないのか。


「でも……」


「何でもないったら、ないんですのっ！」


「わか、った」


強く言われたので、俺は首を縦に頷くしかなかった。


お嬢は気を取り直して、フローラを背負った状態から立ち上がろうとする。


「ふ……っ」


けど、何度力んでも重心が後ろに固定されて立ち上がれない。だから、言ったのに。自分の半分ぐらいの体重がある妹を背負うのは無茶だろう。


それでも、一生懸命立ち上がろうとぷるぷるするものだから、なんだか可愛くて俺は噴き出してしまった。すぐさま、お嬢から恨みがましい睨みで見上げられたから、苦笑しつつ謝る。


「ごめんって。オク様も抱くの大変になってるんだから、お嬢が背負うのは無理だって」


「うーっ」


できないことが普通だと説明しても諦めきれないらしいお嬢は、珍しく言葉もなく唸った。もしかしたら、フローラのが伝染うつったのかもしれない。


今度は俺がぷるぷると震える番だった。


「どうして笑うんですの……!?」


「いや、お嬢。可愛すぎ」


お嬢の抗議に、馬鹿にしているわけではないと感想を伝えるも、その後、結局怒られてしまった。


フローラを背負うのを代わる間も、怒りが収まらないらしく無言でぽかぽか叩かれた。たぶん無言だったのは、眠そうにしているフローラを気遣ってのことだろう。


邸に着いてカトリンさんに迎えてもらう頃には、ぐっすり眠るフローラとすっかり剝れたお嬢を引き渡すことになった。






こうしてここが乙女ゲーの世界だと気付いてからも、俺の生活に変わりはなかった。


──ただ数日後、フローラに抱き着き癖が付いたことで、俺が公爵様にハグの奇襲に遭あった。







22．薔薇ばら


ぞくり、と背筋せすじに悪寒が走った。


何だ？


薔薇の剪定せんていを手伝っていた俺は一瞬手を止める。原因を探ろうと、ぐるりと周囲を見回すも親父と視界いっぱいに咲き誇る薔薇しかなかった。


首を傾げていると、親父に注意されて手元を誤らないように気を付けて切っていく。薔薇は花が集まり過ぎていると、栄養が分散して花が大きく咲かない。もさっと咲いているより、凜と一輪咲いている方が好まれる。俺はどっちでも綺麗だと思うが。


たぶん俺の考え方のせいで、なかなか剪定の基準が判らず、覚えられない。親父に確認しながら間違えないように切る。親父が剪定するのを見てからやっているけど、切っていいか指して訊くと五割以上の確率で駄目出しされた。


しかし、咲いている時期の薔薇園にいると場違い感がすごい。親父も俺も花が似合う人種ではないが、薔薇だとそれを余計に感じる。貴族のイメージが強いからかな。いやここ、貴族ん家だから薔薇があるの当たり前なんだけど。


昼前に剪定作業が終わり、俺は切った薔薇を入れた籠を抱えて中庭を抜けていた。せっかく咲いて勿体もったいないから、メイドさんたちに何かに使えないか持っていく。きっとポプリとかには使えるはずだ。親父は厨房に飾り用で使うか確認に行っている。ついでに、賄まかないのお裾分けをぜひもらっといてほしい。


ふと俺は足を止める。


中庭に面した廊下の硝子戸が開いていて、そこに知らない人がいた。


中庭を眺めているはずなのに、見てない感じの眼をしたおっちゃん、いや兄ちゃんだ。おっちゃんだと思ったのは、影が薄いっていうか、雰囲気が暗いっていうか。うん、暗い。初夏のいい天気なのに、顔色も若干悪い。


特に隠れる必要もないから、そのまま通り過ぎようとした。


けど、俺の足音にも無反応な兄ちゃん。試しに、近くまで寄ってみたが、これまた反応がない。


俺、幽霊視えたっけ？


エルンスト家で働くようになって一年経つけど、この兄ちゃんは見たことがない。それに格好が貴族っぽいけど、エルンスト家の人たちみたいな金髪じゃなくて茶髪だ。


悪寒の原因はこの兄ちゃんだろうか。けど、幽霊ってこんなはっきりくっきり見えるものだっけ。前世含め霊感があった記憶がない。


「兄ちゃん、生きてる？」


「え……？」


幽霊かどうか本人に訊いてみた。声をかけたら、兄ちゃんはようやく俺に気付いた。


新緑の若葉みたいな色の瞳なのに、生気があまり感じられない。枯れ葉みたいだと思った。


少しぼんやりと俺、というより俺の方を見ていた兄ちゃんは、ゆっくりと俺に焦点を合わせた。あ、やっと眼が合った。


俺の存在に気付いた兄ちゃんは、驚いたように眼を見開いたと思ったら、なんだか哀しそうに微笑んだ。けど、少しだけ瞳に光が戻っている。


「ああ……、大丈夫だよ」


「大丈夫じゃないときに笑わなくていいんじゃない？」


どう見ても無理に笑ってる感がある。こんな知らない子供にまで気を遣わなくていいのに。


兄ちゃんはどう反応すればいいのか判らないようで、固まってる。


会話ができたのを確認した俺は、籠から黄色い薔薇を一輪取って、兄ちゃんに渡した。


「はい」


兄ちゃんは反射的に受け取って、咲きかけの黄色い薔薇を見つめる。


「よかったら、あげる。生けたら咲くから」


黄色ってなんか元気出そうな色だし、薔薇の中でも黄色いのは一番いい香りがするような気がする。


「ありがとう」


花を見て和んだらしい兄ちゃんは、さっきより若葉っぽい瞳を細めた。うん、今は自然に笑ってる。


さて、どうしよう。幽霊かどうか判らない兄ちゃんをこのまま放っておいていいんだろうか。幽霊なら、明らかに成仏できない系だ。そういうときって身の上話を訊けばいいんだっけ。


「なんでそんなに元気ないんだ？」


幽霊なら生気がないのがデフォルトだから訊き方が変かもしれない。でも、気になることってこれぐらいだし。


「妻がずっと病気でね……」


あ、話し出した。やっぱり幽霊かな。


「治らない病気？」


自分で言って、一瞬前世での絶望感が過よぎった。余命宣告の直後に事故に遭ったけど、余命三ヶ月まで生きてたら、俺もこんな生気のない表情カオになっていたんだろうか。


「そうだな。治らない……、心の病気だから」


若葉色の瞳が陰る。精神的な要因なら薬なんてない。日本でも軽減する程度の薬が副作用付きであるだけだった。


「このまま身体からだまで崩して、妻まで失ったらと思うと……っ」


ぱんっ！


俺が花籠を置いて両手を叩くと、薔薇を持っていない方の手で髪を掻かき毟むしろうとしていた兄ちゃんが弾かれたように顔をあげた。


「兄ちゃん、飯一人で食べてる？」


「……ああ」


「ちゃんと食べてないだろ」


「……あまり、食欲がなくて」


「兄ちゃん、貴族なら友達いっぱいいるだろ」


貴族は社交が仕事に含まれているから、基本的にコミュニケーション能力が高いはずだ。知り合いなんていっぱいいるだろう。


「いっぱい、かは分からないが……」


「じゃあ、時々でいいからダチとかと食べなよ」


俺が訊くことに素直に答えた兄ちゃんは、俺の提案にぽかんとする。


「一人で食べるから、飯美味うまくないんだよ。それに奥さんが具合悪いなら兄ちゃんを心配してくれる家族がいないってことだろ。なら、兄ちゃん自身がちゃんと自分の心配をしないと」


一人きりで家族の看病する人は、自分を追い詰めやすい。誰かに頼るって選択肢を忘れるから。忘れてる人に周りが頼るようにいくら言っても、聞き入れてくれるか判らない。だから、誰かが近くにいることに気付くだけでもいい。あと、自分に構う余裕も作れればなおいい。


まぁ、いきなり知らない子供に言われたことを鵜呑うのみになんてしないだろうけど、気付くきっかけぐらいになれば御おんの字だ。


庭、緑を見てたってことは、少しは癒されたい気持ちがあるはずだ。


景気悪い顔するなとか、元気出せとか、抽象的に応援したって、これからも奥さんの看病するのは兄ちゃん自身だ。兄ちゃん自身が心のスタミナつけなきゃやってける訳がない。


兄ちゃんは瞠目して、もう一度手元の薔薇を見た。そして、顔に近付けて香りを嗅ぐ。様になるその様子を見て、やっぱり貴族なんだと実感する。


「私は……、花を愛でることも忘れていたんだな」


情けなさげに微笑む兄ちゃん。成仏しそうなことを言ってるけど、きっと生きてる人だ。今は生気ある眼してるし。


ん？　とゆーことは……。


「ダニエル、ついて来ていないと思ったらこんなところに迷い込んでいたのか」


少し焦った声で名前を呼ぶ公爵様。兄ちゃんの姿を認めて、安心したような声音に変わる。


「ジェラルド」


ダニエルと呼ばれて反応した兄ちゃんは、公爵様をじっと見る。急に凝視された公爵様は、首を傾げる。


「なんだい？」


「そうか……」


ふっと、兄ちゃんは可笑しげに笑った。


「それで君は私を邸に誘ったのか」


喉を鳴らす兄ちゃんを見て、公爵様は少し考える素振りを見せた後、気まずそうに微笑んで俺の方に向いた。


「……イザーク、バラしたのか」


「へ。何をですか？」


一体何の話だ。公爵様とこの兄ちゃんが知り合いとは知らなかったし、公爵様の話なんてしていないから何もバラしようがないんだが。あ、薔薇はあげた。


思いっきり首を傾げる俺に、公爵様は仕方なさそうに微笑した後、紹介してくれた。


「ダニエル、このコはイザーク。我が家の庭師見習いだ。イザーク、彼は私の友人のダニエルだ」


公爵様のダチってことは身分の高い貴族ってことだ。ヤバい、めっちゃタメ口で話しかけてた。俺は即座に頭を下げて謝る。


「イザーク・バウムゲルトナーです。さっきは失礼な口きいてすみませんでした！　ぬぼーっと立ってたから幽霊かと思ってっ」


下げた頭の上で、噴き出す音が聴こえた。思わず頭をあげると、口元を拳で押さえつつも可笑しそうに喉を鳴らす公爵様と苦笑を浮かべる兄ちゃん、いやダニエル様がいた。


「知らないコに幽霊と間違われるなんて、相当だな。ダニエル」


「流石に自覚したよ……」


ダニエル様の答えに、公爵様は僅かに眼を見開いて柔やわらかに微笑んだ。そうか、ダチがこんなだったら心配するよな。事情は判らないけど、公爵様が安堵したのならちょっと大丈夫になったんだろう。


唐突にぐう、と俺の腹が鳴った。メイドさんに薔薇届け終わったら昼飯だった。そういえば、基本飯の話題しか浮かばなかったのは腹が空いてたからかもしれない。


くすり、とダニエル様が笑った。


「いい音だな。こっちまでお腹が空きそうだ」


「あの、えっと……」


「仕事の途中だったんだろう。戻って、早く昼食をとるといい」


「はいっ」


上司の公爵様に外す許可をもらったので、花籠を抱え直して失礼しました、と会釈えしゃくする。


「イザーク」


名前を呼ばれて踏み出しかけた足を止めると、ちゃんと若葉色した瞳とかち合った。あげた黄色い薔薇はその胸元で咲いていた。それを指して、ダニエル様は言う。


「ありがとう。綺麗に咲いたら妻にも見せるよ」


花を大事にしてくれると言ってくれて嬉しい。俺は笑顔を返して、その場を去った。






メイドさんたちに薔薇を届けて昼飯を食べた後は、離れに繋がる渡り廊下の池と東屋あずまやの手入れだ。俺は東屋を囲むミニバラの剪定、親父は睡蓮すいれんと水の手入れだ。


ミニバラはある程度まとまって咲いていても大丈夫だから、あまり切らなくて済んで俺も気が楽だ。切るのを勿体ないと思うのは貧乏性だからかもしれない。腰に下げた籠に、剪定したミニバラを入れていく。


「お待ちください、エラ先生！」


「お嬢？」


えらく切羽詰まったお嬢の声がした。お嬢の声がすること自体不思議に思いながら声の方に向くと、渡り廊下の母屋側の入り口からお嬢が出てきた。誰かを必死に追い掛けている。その誰かは、お嬢より先をずんずんと競歩並の速度で歩いている。歩幅の差もあって、お嬢が全然追い付けない。


誰だろう、あのおばさん。髪を全部後ろでひっつめて結んでいるポニーテールのおばさんは、何だか気迫が凄い。


おばさんは渡り廊下の中腹で一度足を止めると、ぐるりと俺のいる東屋の方に向いた。なんだか俺と眼が合ったような気がして、思わずびくりと身が竦んだ。


東屋の方に一直線で来るおばさんは、気のせいではなく俺の方に向かってくる。俺の前まで来たおばさんは、俺を睨むように見下ろしてくる。


いきなり知らない大人に睨まれるのめっちゃ怖い。


「貴方がお嬢様のシャドウですね」


「は？」


断定で言われた言葉の意味が解らない。影じゃなくて俺、人間ですけど。


「エラ先生っ」


お嬢が慌てた様子でおばさんを呼んで、言葉を遮さえぎろうとする。けど、エラ先生と呼ばれたおばさんは、お嬢に構わず俺をガン見しながら言いたいことを言う。


「貴方の質が低いせいでお嬢様にも悪影響が出ています。お嬢様のシャドウならば、相応しいレベルになっていただきます！」


言うが早いか、エラ先生とやらは俺の首根っこを掴んで拉致した。


「えええっ？」


状況がさっぱり判らない俺はそのまま連れ去られる。去り際、あまり表情は変わらないものの呆気にとられた親父とまた必死に追い掛けるお嬢が見えた。






連れ去られたのは結構な広さに反して家具がほとんどない部屋だった。途中、強制的に着替えさせられた。人に手伝ってもらって着替えるなんて嫌だったから、自分で着替えた。けど、スカーフを着ける必要性が解らず着けなかったら、メイドさんに着けられてついでに髪も梳かされた。


「ココ、何するところですか？」


何だろう、格好といい嫌な予感がする。想像つきそうだが、考えるのを拒否してるから俺をここに拉致った人に訊く。


「ダンスの練習室です」


事もなげにエラ先生は言った。マジか。


「で。コレ、誰の服ですか？」


すごく生地の質がいい。いつもと違うから着心地いいのが、逆に気持ち悪い。あと、めちゃくちゃ服に着られてる感がある。


「私の子供の頃のだよ」


練習室のドアの方を見遣ると、公爵様が楽しそうに微笑んでいた。へぇ、公爵様、意外とシンプルな服着てたんだ。もっとレースとかビラビラした服を着せられてると勝手にイメージを持っていた。いや、美形だから服を派手にする必要がなかったのかもしれない。


「いや、自分の服を子供に着てもらえるのはいいね。イザーク、どうだい。ウチの息子にならないかい？」


「冗談は止よしてください」


冗談だとしても無茶がある。美形と肩を並べれる訳がない。


「それは残念だ」


そう軽く肩をすくめる公爵様。その隣でお嬢が棒立ちになってる。練習室入ってからずっと無反応だけど、どうしたんだろう。


「お嬢、走り疲れたのか？」


顔を覗き込むと、びっくりしたお嬢が仰け反るように距離を取られた。そこまで驚かせるようなことしてないけど。


お嬢はあわあわと視線を泳がせた後、ぷいっとそっぽを向いた。


「ま……まぁ、マシになったんじゃないですの？」


「え？　ありがとう」


明らかに似合ってない格好を褒められてもな。お嬢なりのフォローだと思い、礼を言った。


「よかったらあげるよ」


公爵様がさらりと言ってくるから、俺は驚く。


「えっ、もらえませんよ！」


要らない。こんな高価な服、着る機会ないし。いや、今何故か着てるけど。


「それじゃあ、誕生日プレゼントということでどうかな。もうすぐだろう」


「え……」


「どうしてお父様が、ザクの誕生日を知ってますの!?」


「我が家の使用人だからね」


わたくしは日付も知りませんのに、と悔しがるお嬢を笑顔で見返す公爵様。公爵様、俺なんかの誕生日でどや顔しなくても……。


まだ、狡ずるいだ、本人に訊けばいいだ、やいのやいのしている。何で使用人の誕生日ごときで上司とその娘が言い争うんだ。


「無駄話はそこまでにしていただけますか」


カッとヒールで床を踏む音に、思わず背筋が伸びた。また目の前まで来られて見下ろされる。怖いからそれ止めてほしい。


「イザーク、と言いましたか。貴方には今後、お嬢様のダンスの時間には同席いただきます」


「ハ、イ……」


有無を言わさない威圧の中で、それ以外の答えを言えようか。自分に言われているわけじゃないのに、お嬢まで怯えて首を縦に振っている。


悪寒の原因を俺はようやく思い知った。


「キューネルト夫人は実に教育熱心だな。さて、もらってくれるかい？　イザーク」


「せめてレンタルでお願いします」


俺とお嬢がビビる空気の中で、ずっとにこやかな公爵様。マジで尊敬します。







23．青空


ドアをノックする音がした。


「入れ」


書類に眼を通しながら、ロイが入室を許可する。それに合わせて、従者がロイの執務室のドアを開けた。


「もうロイ兄様、こんないい天気にまた書類と睨めっこして……」


「フィリーネ」


心地良い声に、ロイはやっと顔をあげ微笑む。視線の先にはロイと同じ癖のない煌々きらきらしい金糸の髪を持つ少女が、腰に手を当てて剝れていた。腰を過ぎるほどに長い髪は毛先を緩ゆるく巻いている。


「今日は早起きなんだな」


「いつの話ですかっ。私、ちゃんと起きれます」


笑顔で言われた指摘に、フィリーネは先程とは別の意味で剝れる。


「一人で？」


「……侍女に起こしては、もらっていますが」


兄の追加の質問に、フィリーネはうぐっと言葉に詰まり、渋々白状した。素直な妹に、ロイはくすくすと喉を鳴らす。まだ五歳なのだからよく寝るのは悪くはない。だが、兄のロイが朝きちんと自分で起きるので、フィリーネも同じ時間に起こしてもらっているらしい。


アーベントロート国の第一王子、ロイ・レオナルト・フォン・ローゼンハインの妹であるフィリーネは同腹のため顔立ちもよく似ている。二人で並んでいると天使の絵画のようだと称賛されることも間々だ。二人が天使とよく称されるのは、外見だけでなく二人の有する属性にも拠よる。


「ロイ兄様、笑いすぎです」


「我が妹は拗すねていても愛らしいな」


そんな世辞には誤魔化されないと、フィリーネはぷくりと頰を膨らませた。


「すまない。それで、どうしたんだ」


一応の謝罪を得たフィリーネは、殊更ことさら表情を輝かせて話す。


「薔薇園の薔薇が咲き始めたので、一緒に見に行きましょう」


「ああ」


兄の答えに喜んだフィリーネは、早く行こうと兄の手を取る。が、引こうとして一度止まった。ロイが首を傾げると、フィリーネは躊躇った後おずおずと切り出した。


「あの……、クラウス兄様も誘っていいですか？」


妹の提案に蜂蜜色の瞳を僅かに見開いた後、ロイは苦笑した。


「僕は構わないが、僕を見て逃げ出さないか？」


フィリーネは少し考える素振りを見せた。兄同士を会わせたらどうなるか、と想像してみているのだろう。すると、弱ったように眉が下がった。


「……クラウス兄様とは今度にします」


行くこと自体は諦めていないようだ。妹の残念そうな様子に、ロイは申し訳なくなる。


妹からすればどちらも慕う兄だが、母親が異なるため勝手が違う。男子であり王位継承権を持つため既に城内の勢力抗争に巻き込まれて、ロイを目の敵にしている。彼の母親が嫉妬深いのも少なくない要因だろう。


どこまで妹が理解できているかは定かではないが、兄同士が不和であることを気にしているようだ。それでも、気持ちの切り替えが早く、フィリーネはすぐに笑顔になって薔薇園へと急かす。謀略が巡る城内で、この無邪気な笑顔がロイの癒しだった。


薔薇園の中の東屋でお茶をしながら、嬉しそうな妹を眺める。


「フィルは、薔薇が好きなんだな」


「いえ？」


あまりにも嬉しそうだから好きなのかと思ったら、否と返されてロイは眼を丸くする。なら、何故薔薇の開花に敏感だったのか。


「薔薇が兄様たちに似合うから、兄様たちと一緒に見るのが好きなんです」


あっさりとした様子で言い切る妹をロイは不思議に思う。自身も十二分に華やかな花が似合う容姿をしているというのに、自分は二の次なのか。


「ロイ兄様は白、クラウス兄様は赤が髪の色に映えて綺麗で……」


「フィルは？」


「はい？」


「フィルの方がどんな花も似合うだろう」


兄のにこやかな賛辞に、フィリーネは微妙な表情を浮かべる。


「ロイ兄様、それはナルシストと誤解されません？」


「何故？」


妹を褒めて何故自分がナルシストになるのか。逆に褒められて喜ぶ様子がないことが不思議だ。


兄の解っていない様子に、フィリーネは嘆息して話す。


「私、自分の顔が好きです。瞳の色を除けばロイ兄様と同じ顔ですから。容姿を褒められたら、ロイ兄様が褒められているようでとても誇らしいです」


ロイは少し驚く。慕われているとは感じていたが、自身の容姿を兄のものと誤解するほどとは思っていなかった。素直に喜んでいるとばかり思っていたが、これまで受けた賛美の数々が彼女の中で曲がって受け入れられていたことを、今知った。


「確かに造作は似ているだろうが、フィルは僕にできない表情ばかりするだろう」


違う人間だ、と理解してほしいロイの言葉にフィリーネは首を傾げる。


「例えば？」


「拗ねたときに上手に膨らませる頰とか」


「膨らませてませんっ」


言ったそばからぷくりと丸く頰を膨らませて、フィリーネは反論した。それだ、と可笑しそうに笑うロイにその頰をつつかれて、フィリーネは両頰を手で押さえる。手で覆っていても頰が赤いことが窺えた。


「そういうところを愛らしいと感じるのは、自己愛か？」


「…………ロイ兄様はそんな変な表情カオしません」


むぅと唸りながらも、兄ではなく自身を指す言葉だと認めた妹に、ロイは満足げに微笑む。


「上げているのか下げているのか分からない褒め方をしないでください」


「素直に褒め言葉を受け取らないフィルが悪い」


兄の指摘通りなので、フィリーネは難しい表情になって黙り込んだ。やはり兄には敵わない。怒られたり喧嘩などをしたことはないが、言い負かされることは間々ある。その度に二歳差だけでは済まない差を感じる。


「称賛に言い返してくるのは、リュディア嬢とフィルぐらいだ」


責めるように、というより心底可笑しげに別の女性の名前と自分の愛称を並べる兄に、フィリーネはぴくりと反応した。


「……リュディア様、とはロイ兄様の婚約者候補の方ですよね」


「フィルが関心を持つとは珍しいな」


政治が絡む話題はあまり好まないフィリーネが、政略結婚の候補を気にするとは。


「珍しいのはロイ兄様です。他の婚約者候補の方は話題にも出さないじゃないですか」


そうだろうか、とロイは首を傾げる。醜聞しゅうぶんになるような話題を、妹には避けていたら自然とそうなっただけだ。


「私、リュディア様がどんな方なのか気になります」


にっこりと微笑むフィリーネ。その碧あおい瞳にどのような思惑があるのか、ロイには解らない。ただの純粋な興味なのか。だが、会いたいと言い出さない辺りは立場を弁えている。未だ城の中しか知らない妹とリュディアを会わせるとなれば、城へ招待するしかない。理由を知らない者に変な勘繰りを与える要因となってしまう。


ロイはふむ、と一考して、それからどう話すか考える。そういえば、友人のことを家族に話すのは初めてだ。その事実に気付くと面映おもはゆい心地になった。


兄が話すのを待つフィリーネを見て、ロイは微笑み、友人について話すのだった。薔薇園での休息はそうして過ぎた。






午後は、ちょうど話題にのぼったリュディア嬢へ会いに行く予定だった。エルンスト邸に訪れると、リュディアが出迎え、今日は庭のどこに行くかという話になった。妹と城の薔薇園に行ったことを受け、リュディアは別の場所へと案内した。


「では、青空の庭に行きましょう」


「青空？」


恐らくだが、本当は薔薇園へ案内する予定だったことだろう。時期の花だ。なのに、それを噯おくびにも出さずに、すぐに別の案を提示できるとは。リュディアの対応に、ロイは感心する。


しかし、空を指す庭とはどういったものか。ロイは想像が及ばずとても気になった。


「あれ？　お嬢、なんでコッチいんの？」


言外に薔薇園に行くのでは、とちょうど進行方向からやって来た庭師見習いの少年が小さく驚いた。隣の彼の父親が会釈し、その大きな手で彼自身も頭を下げさせられた。


仕方なさそうに小さく笑ったリュディアは、問題ない旨を専属庭師に目線で伝え、庭師見習いの少年を彼の手から解放した。


「王城の薔薇園のあとで、また薔薇はないでしょう」


「あー、なんか凄そうだよな。城のって」


リュディアの言葉に、庭師見習いの少年は納得した。


「青空のトコ、手入れ終わったぞ」


「ちょうどよかったですわ。ロイ様をお連れしようとしていたんですの」


庭師見習いの少年の報告に、リュディアは喜ぶ。それを見て、彼も表情を和らげた。


「よかったな。遊歩道だからって候補から外して残念そうだったもんな」


「今それを言わなくてもいいでしょう！」


毎度、ロイに庭のどこを見せるか悩んでいることを、本人の前で露呈ろていされリュディアは顔を上気させた。だが、ロイは知れてむしろ嬉しいと思う。本音を明かしていることもあって、他の婚約者候補の令嬢のような媚びではなく、純粋にロイを喜ばせようという心遣いが嬉しい。


「見せられないのを惜しむほどとは、余計楽しみになったよ」


「本当に素敵ですのっ」


「親父の造る庭はすげーぞ！」


ほぼ同時に瞳を輝かせて返された。それを受けて、ロイは小さく眼を見開き、庭を造った当人は明後日の方向を向いた。


そして、可笑しくなってくすくすとロイは喉を鳴らす。庭に関して意気投合した二人は、何か変なことでも言ったかと互いを見合わせた。


「後で敷くもの持って行こうか？」


「ええ、お願いしますわ」


座る場所のない辺りのようで、庭師見習いの少年の提案にリュディアは頷いて別れた。専属庭師と庭師見習いの少年が詰まった麻袋を背負って去ったところからすると、雑草抜きでもしていたのだろう。


敷物を敷くにしても一国の王子を道に座らせる件については、その王子本人が身分を隠して下町に視察に行くような人物だと二人は知っているため、気遣うだけ無駄だ。


リュディアの案内でしばらく歩くと、遊歩道の幅が狭まり花壇の面積が広い場所にたどり着いた。


淡い青のニゲラ・丁字草ちょうじそうに瑠璃苣るりぢさが広がる中に白い大手毬おおでまりが雲のように点在している。煉瓦れんがなどではなく青紫の矮鶏丁香花ちゃぼはしどいが区切りとなっており、水面に写る空のようだ。またその中に遊歩道が通っているため、歩くと空を歩いているような気分にもなる。


「これは楽しいな」


「でしょう？」


ロイの反応に満足げにリュディアは笑う。愛でる、というよりは遊び心をくすぐられる花の配置だ。ロイはエルンスト家の専属庭師を先程初めて見たが、見た目に反して随分柔軟な感性を持っているようだ。


「この庭はザクの案なんです」


「そうなのか」


「は？　俺??」


ロイが振り向くと、ちょうど巻いた敷物を抱えた庭師見習いの少年が来たところだった。何故か、本人に身に覚えがない様子だ。


「この季節は空の色の花が多い、と言っていたのはザクでしょう」


「え。あれで？」


庭師見習いの少年は記憶を辿るように考え込んだ。該当する記憶を思い出したようで、僅かに瞠目した。


「……魔法で空は飛べないよな、って言ったからか」


「専属庭師とはいえ、我が家の庭を誕生日プレゼントに使うなんて……、そういうところはザクと血の繋がりを感じますわね」


自分も気に入っているから構わないが、とリュディアは態わざとらしく嘆息する。彼女の言葉を受けてか、庭師見習いの少年はずるずるとうずくまる。その頰は歓喜に染まっていた。


「やべぇ、すっげぇ嬉しい」


まだ見習いの立場の彼が直接造園に携わることはできない。案と呼べないほどの呟きにもかかわらず、造園の案として採用されたのだ。自身で造園できるようになりたい彼が喜ばない訳がない。


「…………デニスは毎度ザクを喜ばせすぎですわ」


少し面白くなさそうにリュディアが呟いた言葉は、どうやら庭師見習いの少年には届かなかったようで父親に礼を言わねばと意気込んでいる。


ロイは微笑ましい光景だと思いつつ、彼の誕生日が近い事実を自分も祝うべきかと悩んだ。リュディアの言葉通り、彼の父親以上に彼が喜ぶ贈り物を用意するのは至難の業だろう。そして、自分から物品を受け取らない気が大いにする。


そんなことをぼんやりと考えていたら、庭師見習いの少年はリュディアに場所を確認して敷物を敷いてしまっていた。彼の役目は終わり、リュディアに終わったら声をかけるように言って去ろうとする。


どうするか考えていると、彼の方が思い出したようにロイに訊いた。


「そういや、レオはシャドウって何か知ってるか？」


「シャドウ？　ダンスのか？」


「それ」


「ちょっと、ザクっ。どうしてロイ様に聞きますの!?」


「だって、お嬢、いくら聞いても教えてくれねぇじゃん」


ロイが唐突な質問に首を傾げると、リュディアが焦って声をあげた。


「相手を想定して練習することだが、何故イザークがそんなことを訊くんだ？」


平民で使用人の立場の彼らしからぬ質問内容を不思議に感じつつ、ロイは素直に答える。ロイが解答を与えたことに、リュディアは肩を跳ねさせて被せるように言い募つのる。


「違いますわよ!!　ただ一緒に練習してザクの方が機会が多かっただけで、ロイ様とは一度だけの夢のような出来事だったので想像しづらかったですし……っ」


庭師見習いの少年は理由に納得はしたが、リュディアの焦った様子を心配し、ロイは練習で二人が踊っていた事実を知ってきょとんとしている。


言い募っていたリュディアは、それぞれの眼差しを受け居たたまれなくなり、先程とは別の意味で顔を赤くし俯いた。ロイを前に言わなくてもいいことまで言ってしまった気がする。


「エルンスト家の庭師は多才なんだな」


「お前と背恰好近いのが俺しかいなかっただけだっての」


ズレた感想を言うロイに、庭師見習いの少年はげんなりと返した。ここまで苦い表情をする彼が珍しく、ロイは訊く。


「イザークはダンスが苦手なのか？」


「苦手っつーか……。根本的に間違ってるらしい。めっちゃダメ出しくらう。お嬢があんなに自信なかったの、よく分かった」


「けど、技術的な指摘は減ってきているじゃありませんの。わたくし、ザクより前から教わっているのに、未だに褒められたことないですもの……」


「いや、お嬢のはもっとよくなるようにって感じじゃん」


話すほどに遠い目になる二人の様子に、師事している人物はそれほど厳しいのか、とロイは思う。


「僕はリュディア嬢が一番踊りやすかった。そのリュディア嬢に練習と言えどついて行けているのなら、イザークも悪くはないと思うが」


「ロイ様は、エラ先生をご存じないから……」


「うん」


正当な評価を伝えたつもりだが、リュディアは何とも言えない表情をし、彼女の言葉に庭師見習いの少年は力強く頷いた。エラ先生とやらに一体何があるというのか。判らないが、妙に疎外感を感じた。


「しかし、技術面での指摘が減っているというのに根本的誤りがあるとはどういうことだ？」


「黒子くろこなんだと」


「クロコ？」


「目立とうとしろって言われんだけど、性に合わないんだよなぁ」


どうしたものか、と頭を搔く庭師見習いの少年にロイは驚く。


「凄いな。どうやったら目立たなくできるんだ？」


ロイの発言にリュディアと庭師見習いの少年は固まった。


「……お前には絶対に無理」


「そうですわね」


眩しさに眼を眇すがめる庭師見習いの少年の返答に、リュディアも同意した。ロイの場合は人の注目を集める要因がありすぎて、気持ちや技術でどうこうできるものではない。


自身でもその自覚のあるロイは残念に思いつつ、二人の意見に反論はできなかった。代わりに別の案が浮かぶ。


「イザークもパーティーに出たらどうだ？　そうすれば、実際に人目があるから改善もしやすいだろう」


「は??」


何を言っているんだ、と庭師見習いの少年がロイに不可解な眼を向ける。リュディアも想定していない案に呆気にとられている。


「僕はまだ婚約者を定めていないから、候補者全員と踊るより、決まるまで誰とも踊らないようにしようと思っていたんだ。だが、それだと歳の近い親族のいないリュディア嬢が困るだろう？」


ちょうどいい、とロイは微笑む。ロイ自身で前例を作ってしまったので、今年も誕生日パーティーが催されることになるだろう。現段階では婚約者候補全員と平等に踊るべきだろうが、踊る順番だけでも揉める要因になりえる。そういった事態を避けるためには、誰とも等しく踊らなければいい。


「ロイ様は誠実でいらっしゃるんですね」


「……いや、面倒なだけだろ」


肯定的な意見を持つリュディアに対して、使用人の自分まで担ぎ出そうとする強引な案に庭師見習いの少年は半眼になる。


「よく分かったな」


「ロイ様……」


煌々しい笑顔で肯定するロイに、リュディアは小さく驚いたあと何とも言えない表情になった。


「挨拶回りだけでも随分な労働だろう」


「確かにそうですが……」


リュディアも経験があるので否定はできない。ロイに至っては王子なので出席者のほとんどが挙こぞって挨拶にくる。それはとても大変だと、リュディアの想像に難かたくない。


「検討、いたしますわ」


「助かるよ」


「俺の意見は」


参加しないといけない空気に、庭師見習いの少年は心底嫌そうな表情をする。ただ練習相手をするのと貴族の公式の場に出るのとは訳が違う。リュディアが王子であり友人のロイを気遣う気持ちは彼も解らなくもないが、流石に了承しかねる。


「ザクは参加しなくてもいいですわ、お父様に頼みますから。お忙しいでしょうけど……」


ロイの誕生日パーティーは参加必須だろうが、それ以外の子供向けのパーティーとなると時間帯が早いため多忙なジェラルドに毎回付き添いを頼むのは難しいだろう。だが、元々自分のダンスの向上のために練習にも付き合わせているのであって、彼がしたくてしていることではない。それを解っているリュディアは、これ以上無理強いなどできなかった。


ただ彼のここまで嫌そうな表情を見るのは初めてで、そんなに嫌だったのかとリュディアは内心落ち込み、肩を落とした。


そんなリュディアの様子を眼にし、庭師見習いの少年は怯む。あーやうーと唸り、悩みだした。そして、腹を括る。


「お嬢、ホントに付き添いが見つからなかったときは、俺なんかでよけりゃ行くよ。まぁ、公爵様が許可してくれたらだけど」


「いいんですの……？」


「お嬢を一人にできないしな」


そう庭師見習いの少年が苦笑する。リュディアは父親に許可を取る、と喜んだ。彼女の反応に安堵し、庭師見習いの少年は表情を和らげた。


一連のやり取りを見ていたロイは、楽しそうに喉を鳴らす。


「リュディア嬢には弱いんだな」


「お前に嵌められた感がすげーんだけど」


リュディアに聞こえない声量で指摘すると、隣から同じ声量で渋面になりながら不服の言葉が返ってきた。


「誕生日プレゼントだと思って受け取ってくれ」


「うわぁ、今までで一番嫌なプレゼントだ」


それはそれで印象に残っていいかもしれない、とロイは感じた。せっかく練習をしているのなら披露の場を、との善意だったが、彼にとっては悪意に近いものだったようだ。


庭師見習いの少年は嘆息したあと、呆れ混じりに付け足した。


「大体な。そういうのはおめでとうって言うだけでいいんだよ」


無理に何かを渡そうと回りくどいことをするより祝う気持ちだけでいい、と。


ロイは眼を丸くする。だが、多くの品を貰う身として言祝ことほぎだけの方が理に適かなっていると感じた。


面食らったままロイは言葉を紡ぐ。


「いつかは分からないが、誕生日おめでとう」


「おう、ありがとな」


先程まで渋面だったのが噓のように晴れやかに笑って庭師見習いの少年は礼を言った。なるほど、この清々しさに青空の庭はよく似合う。


「ロイ様にまで先を越されましたわ……」







    
  
  




庭師見習いの少年が去ったあと、がっくりとリュディアが項垂うなだれた。どうやら悩みに悩んでまだ彼にプレゼントを渡せていないようだ。


その様子を愛らしく感じロイは笑った。詫びにプレゼントの相談に乗ることにする。


清々しい青空の庭で、ロイは友人としてリュディアと語らうのだった。







24．金糸梅


庭で作業をしていたら、執事のハインツさんこと師匠が来た。体術の稽古で俺から訪ねることはあったが、師匠一人で来るのは初めてだ。いつもなら公爵様に追従している。


「師匠、どうしました？」


一瞬、僅かに眉を寄せる師匠。俺が師匠を呼ぶときに必ず見せるから、クセだと思う。


親父に用だとしても、つい俺が先に訊いてしまう。親父が寡黙なせいか、同じエルンスト家の同僚とはいえメイドさんとかは話しかけづらいらしい。だから、俺から先に声をかければ話が進みやすい。


同じノリで、思わず師匠にもそうしたが、師匠なら平気だったから、余計なことだったかもしれない。


「ジェラルド様がお呼びです。ついてきてください」


「え、俺？」


これまた初めてだ。公爵様に呼ばれた。てっきり親父に用事だと思ったら、俺にだった。


俺、何やらかしたんだろう？


驚きながらも、師匠についていく。ついていきながら、呼び出される可能性を考える。


ダンスの練習のときに借りている服を、汚すか破やぶくかしてしまったんだろうか。それとも借りるなら、自分で洗って返せってことだろうか。でも、あんな質のいい服、俺が洗濯するよりプロメイドさんに任せた方がいいしなぁ。はたまた、自習用の庭の存在がバレたのだろうか。いや、それならバウムゲルトナー家の問題だから親父も呼ばれるはずだ。


呼び出しなんて、教師に職員室か生徒指導室に呼び出されるぐらいしか前世でも記憶がない。


だから、呼び出し、となると叱られるとしか思えない。けど、特にいいこともしていないが、すごい悪いこともしてないと思う。思いたい。


通されたのは来客用の応接室だった。埃一つなくて調度品も上品で高そうなものばかり。一応土汚れはできるだけ落としたけど、作業着のまま入っていいんだろうか。


「つれて参りました」


「失礼します」


師匠に通してもらって、お辞儀して入るとちょうど向かいのソファに座る公爵様と眼が合った。


「仕事中に呼び立てて済まなかったね、イザーク」


「いえ」


相変わらず花を背負っていても違和感のない微笑みで、公爵様は迎えてくれた。公爵様の反対側、俺に背を向ける位置のソファにもう一人座っている。来客中だから応接室だったようだ。けれど、来客中に俺を呼ぶ理由が判らない。


俺が不可解に思っていると、背を向けていたその人が立ち上がって振り向いた。知っている人だった。


「久しぶりだな、イザーク」


覚えているだろうか、と少し自信なさげに微笑む貴族の兄ちゃんを俺は忘れてなかった。


「ダニエル様っ」


以前、幽霊と間違えてしまったときよりは血色がいい。そのことに少し安堵する。また会えるとは思っていなかったので、どうしてるのか気がかりだった。


ダニエル様にまた会えたのは俺としてはよかったが、呼ばれた理由は結局判らない。


公爵様に、二人の間にある一人用ソファへ促されたので、前の方に座って膝に手を置いた。さりげなく控えていたメイドさんが俺の分の紅茶を淹れてくれて、下がっていった。


「あの……内緒の話ですか？」


飲んでいいと言ってもらったので、ティーカップを持ち上げながら俺は訊いた。公爵様とダニエル様は、僅かに眼を見開く。何に驚いているんだろう。メイドさんを下がらせて、控えているのは絶対に口が堅い師匠だけだ。状況的に内密にしないといけない内容なのだろうと判る。


ずぞーとお茶を飲んでいると、公爵様が肯定した。


「そうだよ。ディアたちにも秘密にしてもらいたいんだ。できるかい？」


「内容によります」


珍しく苦笑しながら訊く公爵様に、素直に答える。何も聞いていないのにできるかどうか判らない。俺の答えに、公爵様は可笑しそうに眼を細めた。


「その通りだ。では……」


「ジェラルド、私から話す」


ダニエル様の申し出に、公爵様は説明する権利を譲った。


「イザーク、私の妻が病であることは話しただろう」


「はい」


「その妻の病を治すために、君の力を借りたい」


予想外の内容に俺は閉口する。俺みたいな子供が、心を病んでる人に何ができるっていうんだ。前世だってただの馬鹿やってた学生だ。カウンセラーの資格も取っていないし、そういった勉強をしたことすらない。


「どう、いう……？」


「私の息子のフリをしてほしいんだ」


益々解らない。ダニエル様の眼は真剣そのもので切実さも感じる。けど、なんでわざわざ庶民の俺に頼むんだ。


俺が混乱しきっているのを見てとったダニエル様は、申し訳なさげに眉を下げた。


「無理を言っているのは承知の上だ。だが、私一人では妻に現実を見てもらえそうになくてね……」


「現実？」


「私たちの息子は、去年に亡くなっているんだ」


ひやりとした感覚が、俺の胸を過った。若葉みたいな瞳が影を落とし、生きてれば俺と同じ歳だと教えてくれた。


「元々、子供の産み難い身体だった妻にとって、息子は奇跡のようなものだった。病弱だが明るく笑う子で、妻も私も大切にしていたんだ。その息子を失って、妻は息子がもういないことを受け入れられずにいる」


それがダニエル様の奥さんの心の病気だと。ダニエル様の息子が産まれたときに、もう次は無理だと医者から宣告されていたこともあって、奥さんには相当なショックだったらしい。


それまで拳を握り締め、苦痛に耐えるように話していたダニエル様は、俺の方を見て表情を和らげた。


「イザークを見たときは驚いたよ」


「え……」


「面影が息子に似ていたから」


俺の髪と目の色がダニエル様の息子と同じらしい。そっくりという訳ではなく、どことなく雰囲気が似ているそうだ。


確かに俺とダニエル様の髪色は同じだが、一般的な髪色だから何も不思議じゃない。目の色だって珍しいものじゃなく、よくある色だ。


否定できる言葉は浮かんだが、そういう表面的なものじゃないと解るから言えなかった。懐かしさと哀しみが混ざった瞳が向けられて、俺はどうすればいいのか判らなくなる。


そんな俺に気付いたのか、ダニエル様は一度視線を外した。


「息子に似たイザークが話し相手になってくれれば、少しずつでも違和感を認めて回復に向かうのではないか、と思ったんだ」


正気でない相手と話すのは辛いことだから無理強いはしない、とダニエル様は俺を安心させようと笑いかける。その辛いことをダニエル様は毎日逃げずにしているのか、と思ったら胸が痛んだ。


けれど、俺も相応の覚悟をしないと受けれない話だ。


きちんと考えて、一呼吸吐いた。ダニエル様の眼を見据えて言う。


「俺、息子さんのフリはできません」


俺の答えに、ダニエル様は落胆と仕方なさを声に滲ませる。


「そうか……」


「けど、ダニエル様の奥さんのお見舞いには行きたいです」


ダニエル様は眼を丸くする。公爵様も驚いているようだった。


俺は俺で、誰かの代わりになんてなれない。けど、もしかしたら家族以外の人と話すことで、何かの足しになるかもしれない。ダニエル様が辛い状態なのをここまで知って、何もしなかったらお嬢の前で笑えなくなりそうだ。


息子のフリをしなくていいなら会う、という俺の提案にダニエル様は心許なさそうに聞き返す。


「いいのかい……？」


「俺が、このまま何もなかったことにするの嫌なんです」


先に幽霊みたいだったダニエル様に近付いたのは俺だ。自分の行動には責任を持たないといけない。


「……ありがとう」


ダニエル様は泣き出しそうな表情カオで笑った。


黙って優雅に紅茶を飲んでいた公爵様は、ティーカップをソーサーに置いて、おもむろに俺の方を見る。


「それで、秘密にはしてくれるかい？」


「はい」


俺はしかと頷いた。きっと醜聞を周囲に洩もらさない方がいいとかの対外的な思惑もあるんだと思うけど、何より公爵様が大事な家族に哀しい想いをさせたくないのだと解るから。


俺もお嬢に泣いてほしくないから、絶対に言わない。


その後、お見舞いの頻度を月一に決めて、辛くなったり嫌になったらすぐに言うようにと公爵様とダニエル様に約束させられた。






数日後、俺は教えてもらったダニエル様の邸の前に来ていた。ダニエル様は馬車で迎えを寄越そうとしてくれたが、丁重に断った。場所がエルンスト家だろうと、俺の家の近くだろうと悪目立ちしかしない。


ダニエル様は気のせいじゃなければ、優しすぎてたまにうっかりしてしまうタイプみたいだ。


正面玄関の門で名乗ったら、話が通っているらしく使用人の人が丁寧に中へ案内してくれた。


迎えてくれたダニエル様は、優しげな笑みで俺をまず息子さんの部屋へ案内した。ダニエル様の指示で使用人の男性がクローゼットを開けると、そこにはずらりと服が並んでいた。


「病気がちだったからあまり着てないものばかりなんだ。よかったら着てくれないか？」


「あの、聞き忘れていたんですが、ダニエル様の爵位って……」


「侯爵だが？」


「着ます」


やっぱり公爵様のダチだけあって、上位貴族だった。俺の即答に、ダニエル様は不思議そうに首を傾げる。


侯爵夫人と会うのに、ざ・庶民な格好は失礼だろう。エルンスト家では、俺が庭師見習いだって知ってるし敷地内だからいいけど、他人の家で失礼なことしたらエルンスト家に迷惑がかかる。


使用人の男性が測り紐で俺のサイズを測ると、少し渋い表情になった。どうしたのかと思っていると、ダニエル様の元へ行きそっと耳打ちをした。若葉色の眼が瞠目したから、俺は気になる。


「どうかしたんですか？」


「いや、息子が着ていた物がイザークには少し小さいようだ。子供の成長速度を見誤っていたよ」


俺の服じゃないからそういうこともあるだろうが、服が小さいというのは、なんだか身長がぐんと伸びたみたいで嬉しい響きだ。けど、そうか、一つ下のレオも俺よりは少し背が低いもんな。


「俺、このままお会いしても失礼になりませんか？」


「いや、邸内だから構わないんだが……」


服がないならそのまま会う許可をもらうしかないと思って訊いたら、ダニエル様は構わない旨を言いかけて何かに思い当たったようだ。使用人の男性に何事かを言って、息子さんのクローゼットから一式の服を用意させた。


その真新しい服を俺の前に持ってきて、ダニエル様が申し訳なさげに微笑む。


「妻が用意したものなんだ。袖そでを通す者がいないから、このまま処分するしかないと思っていたんだ……」


「勿体ないです」


リサイクルという概念が貴族にはないのか、と一瞬思ったが、誰かに譲ることになったらその理由を詮索される要因になると気付く。この服を仕立てるときも、その辺りの情報規制が大変だったかもしれない。


「借りてもいいんですか？」


「ああ。実用品は使われなければ意味がないからね。無駄に終わるより余程いい」


ダニエル様は貴族だけど、物を大事にする人みたいだ。庶民の俺には好ましい価値観だ。邸の中の調度品は落ち着いた色合いのものが多いし、絵画などの装飾も最低限で優しい風合いの風景画などが多い。内装からもダニエル様の人柄が窺える。


俺はお言葉に甘えて、服を借りて着る。そのまま息子さんの部屋で着替えたが、部屋にある写真立てを見つけて、しばらく見る。ダニエル様と奥さんらしい女性と俺と歳が変わらなそうな少年が写っている。部屋をぐるりと見回すと、部屋の主がいつ戻ってもいい状態に保たれているのが判る。


俺が死んだ後もしばらくはこんな感じだったのかな。


前世で日本人の田中太一だった俺。突然死んだから、家族は少なからず驚いただろう。自分が死んだ後のことなんて確認しようもないが、家族がいなくなった場所を眼にしてこういうことだと感じる。


胸に何かが詰まる想いがした。もう一度、似てるとは思えない写真の中の穏やかそうな少年を見る。


「こいつも、俺と同じなのか」


家族を置いて逝った。そこだけ、髪と眼の色以外で共通していると思った。


「お待たせしました」


着替え終わって部屋を出ると、待っていたダニエル様が少し驚いた。


「……よく似合っているよ」


別の言葉を言いかけたが、のみ込んでそう言いながらダニエル様は、紐タイの若葉色の宝石が嵌め込まれた留金をそっと持ち上げた。


「ありがとうございます」


若干フィルターがかかった感想だとは思ったが、礼を言った。公爵様のおさがりと同様、高そうな服だ。どうしたって服に着せられている。


ダニエル様の奥さんの部屋は、息子さんの部屋から程なくして着いた。ダニエル様がノックして、声をかける。


「アニカ、入るよ」


数拍の間待って、否の返事がないのを確認したダニエル様はドアを開ける。部屋の中にはベッドに座る女の人がいた。庭に面した硝子戸の方を眺めていた横顔が、ゆっくりとこちらに向いた。


「エリ、アス……？」


ぼんやりと夢現にあるような眼差しで呟かれる名前。きっと息子さんだろう。


「エリアス！　貴方、いつ帰って来たの？」


俺にしっかりと焦点が合って、瞳を輝かせた。嬉しげな声は俺に向いていない。瞳に映っているのも俺じゃない。


自分ではない誰かの存在を上塗りされる感覚に、ぞわりと恐怖を感じた。けど、心配そうに俺を窺うダニエル様を見て、堪こらえる。大丈夫、ダニエル様は俺を俺だと知っている。


一度だけ深呼吸をした。


「初めまして、俺、イザーク・バウムゲルトナーって言います。これ、お見舞いですっ」


ベッドの側まで行って、頭を下げる。そして、背後に持っていた黄色と白の百日草ひゃくにちそうと橙だいだいの提灯百合ちょうちんゆりで作った花束を差し出す。霞草かすみそうの代わりに薄荷はっかの花を添えてある。


「まぁ、綺麗ね。けれど、こんな花、家に咲いていたかしら」


「これは俺が働いている邸で咲いているものです。親父に頼んで、少し分けてもらいました」


「やだわ、ダニエルをそんな呼び方するなんて、悪ぶりたいお年頃なのかしら」


ころころと笑うダニエル様の奥さんのアニカ様。うん、絶妙に会話にならない。


メイドさんが座る椅子を俺とダニエル様に用意してくれたので、そこに座りながら話す。


「少し顔色よくないですけど、め……ご飯ちゃんと食べてます？」


「わたしの心配なんてしなくていいのよ。エリアスは育ち盛りなんだから、沢山食べて体力つけなさい」


「俺はよくく……食べるんで大丈夫です」


労るように髪を撫でられるが、俺はそんな柔じゃない。親父に乱暴に撫でられるぐらいで丁度いい。


しかし、敬語をずっと喋るのムズい。アニカ様のノリに負けじと気合い入れて話しているせいで、タメ口になりそうになる。ダニエル様は、俺が喋るのにつんのめっているのを少し可笑しそうに見ている。


「あのっ、苦手だったら食べなくてもいいんですけど、人参のパウンドケーキも作ってきたんです。よかったら……」


「まぁ、エリアスが料理をしたの？　火傷しなかった!?」


「大丈夫なんで、一口でもいいんで食べてみてください！」


俺はちゃんと味見してあるから、と取り出したパウンドケーキの一切れをアニカ様に持たせた。受け取ったアニカ様はきょとんとしながらパウンドケーキをしばらく見つめて、口に持っていくと少し食べた。


「美味しいわ」


ただの感想だ。けれど、俺はその感じたままの言葉が聞きたかった。


「よかった」


味覚がなくなっているわけではなかったようで、俺は安堵して笑う。事前にダニエル様から食事も残すようになっていると聞いていたから、腹持ちのいいパウンドケーキを用意した。


「母さんに教えてもらったんです。お口に合って嬉しいです」


笑う俺を見て、アニカ様はフリーズしたみたいに固まる。少しして瞬きをしたと思ったら、またころころと笑い出す。


「コックに手伝ってもらったのね。それなら安心だわ」


くそう、やっぱ駄目か。不都合な情報は改竄かいざんされるみたいだ。そんな簡単に行くわけないと解っていたが、少しも会話にならないのが悔しい。


悔しがっていても仕方ないので、俺は気を取り直してパウンドケーキのもう一切れをダニエル様に差し出す。


「ダニエル様もよかったらどうぞ」


「いいのかい……？」


「勿論です。あ、俺も食べていいですか？」


「ああ、構わないよ」


「じゃあ、いただきますっ」


ダニエル様が受け取ったのを確認して、俺は両手を合わせてから、自分の分を頬張った。しっかり咀嚼そしゃくしてから、ぼやく。


「やっぱ、焼きたての方が美味いな。アニカ様も焼きたての方が美味しいですよね」


「ええ、そう、ね……」


アニカ様はきょとんとしながらも、反射的に答えた。あ、ちょっと会話っぽかった。アニカ様はぽやっと呆けながらも、少しずつだがパウンドケーキを食べる。その様子が、なんだかハムスターの食事をスロー再生したみたいだと思った。


そんなアニカ様の様子を、ダニエル様は瞠目して見つめる。そして、何かが緩んだように微笑んだ。ダニエル様はパウンドケーキを一口食べると、俺の方を向く。


「美味しいよ。ありがとう」


「お粗末様ですっ」


俺はにかっと笑う。食べ物を食べて美味しいと思える。それは小さいけど幸せなことだ。こうした幸せを積み重ねていけば、生きる力が溜まるかもしれない。まぁ、俺ができるのがこれぐらいなだけだけど。


その後、一貫して俺をエリアスとして扱うアニカ様と一時間ほど会話にならないながらも話し、元の服に着替えたら、ダニエル様が応接室でお茶をご馳走してくれた。


パウンドケーキを食べたときもメイドさんが紅茶を淹れてくれたが、気合いを入れて話していたから喉が渇いていたのでありがたい。ミルクティーが喉に優しい。


「イザーク、報酬は何がいいかな」


「はい？」


「私の無茶な依頼を聞いてもらっているんだ。見習いとはいえ君はもう働いているし、相応の報酬を支払いたい」


確かに半日休日が潰れている。けど、俺がしたくてしていることだ。俺は、嫌なことはしない。


別に報酬はいらないと思ったが、少し考える。長期戦になるなら、アニカ様の話し相手をするバイトだ、と思った方が気持ちの切り替えが楽かもしれない。


ダニエル様のお言葉に甘えることにする。


「じゃあ、お邸の庭を見せてください！」


「庭？　我が家の庭はジェラルドのところほど広くもないし、珍しい花も咲いていないが……？」


「見たいですっ。親父以外の庭師が手掛けた庭を見れる機会なんてそうそうないんで！」


さっきアニカ様の部屋から少し見えた庭も、硝子戸で切り取られることを想定して、風景画みたいに緑が配置されて綺麗だった。他の人が造った庭に興味がある。


せっかく他の貴族の邸に訪ねる機会を得られたんだ。この機会を活かさない手はない。じっとダニエル様の眼を見つめる。


「イザークは欲があるのかないのか、よく分からない子だね」


根負けしたみたいにダニエル様は微笑んだ。


庭に案内してもらった俺は眼を輝かせる。ゆっくりと、だけど思わずあちこちを見てしまう。


「ダニエル様っ、金糸梅きんしばいが咲いてますよ。月橘げっきつもいい香りです！」


ダニエル様の言ったとおり緑が多い印象のある庭だった。けれど、要所要所に花が咲いており、一つの場所で季節の移り変わりを感じることができるようになっている。


落ち着く感じの庭に興奮する俺は変かもしれない。けど、テンションあがる。他の人が造った庭って、勉強になって面白い。


「月橘を見ながら月見できるようにこの配置かな。ここなら部屋に香りが届くし……、そういや、実で作ったジャムも美味いんだよな。ダニエル様は月橘のジャム好きですか？」


振り向くと、ダニエル様はぽかんと呆気にとられていた。やべ、めっちゃ一人で喋ってた。素直に調子に乗ったことを謝る。


「すみませんでした」


「いや、いいんだ……、庭に何が咲いているかなんてすっかり忘れていたよ……」


思い出しただけだ、とダニエル様は屈んで金糸梅に手を添えた。懐かしむような眼差しが金糸梅の花に降る。


「エリアスが今何が咲いているか、よく私たちに教えてくれていた」


「花が好きだったんですか？」


「どうかな。あの子が自由に歩き回れたのは、我が家の庭と本の物語の中だけだったから」


致し方なく我慢していたのかもしれない、とダニエル様は辛そうに表情を歪める。


「明るく笑う子だって言ってたじゃないですか」


それなら噓はないだろう。限られた中でも楽しむことが上手だった奴なんだろう。


「ああ……最期まで笑って、すぐ元気になるからと……」


「へぇ、すげーカッケーですね」


俺の感想に、ダニエル様は眼を丸くした。


「かっこ、いい……？」


「え。笑って死ぬなんて誰でもできることじゃないですよ。しかも、最期まで生きること諦めてなかったんでしょ？　超カッコいいじゃないですか」


本当にすごいと思う。


前世の俺は余命宣告を聞いた時点で笑えなかったし、それでも頑張って生きようなんて気も起きなかった。ただただ怖かった。


それに引き替え、ダニエル様の息子さんのエリアスは強い。最期までしっかり生ききれた人間だ。尊敬する。


「…………ああ、そうだ……」


呟きとともに若葉色の瞳から一筋の涙が零れた。


「エリアス・フォン・ヴィートは、私たちの誇りだ」


自慢げに微笑んだ後、ダニエル様は嗚咽おえつした。俺は、少しびっくりしたけど、ダニエル様が泣き止むまで彼の頭を撫でた。それぐらいしかできることがなかった。きっと奥さんを支えてばかりで、ずっと泣けなかったんだろう。


泣いてるダニエル様を見て、胸がぎゅっと苦しくなった。前世の自分がどれだけ馬鹿なことしたのか思い知らされる。最後まで足搔けばよかった。お袋に相談するとか誰かに頼ろうとすぐに浮かばなかったのは、馬鹿みたいに意地を張ってたからだ。いや、みたいじゃなくほんとの馬鹿だ。


ダニエル様たちは、前世の俺が逃げて見ようとしなかったものだ。今度は眼を逸らさず向き合いたい。それで前世の贖罪しょくざいになるとは思わないけど。


エリアスはカッコよすぎるな。


両親に誇りと思ってもらえるなんて、前世の俺と雲泥うんでいの差だ。あの頑固親父に、人様に迷惑をかけた恥さらしと言われてそうな気がする。


なんだか情けなさすぎて、笑いたくなった。


ひとしきり泣いたダニエル様は、少し恥ずかしそうに笑って礼を言った。大したことをしていない俺は首を横に振った。


そうしてダニエル様の邸、ヴィート侯爵邸を後にし、家に着いた頃には夕方になっていた。銀梅花ぎんばいかの鉢植えが挟む玄関のドアを開ける。


「母さん、ただいま」


「おかえり、ザク」


俺を俺だと映す母さんの瞳に、ほっと安心する。ずっと気を張ってたみたいだ。今になってそのことに気付く。


夕飯の仕度をしていた母さんは、その手を止めて俺のところまでくると、膝を突いて目線を合わせた。


母さんの意図が解らなくて首を傾げる。むしろ、俺が母さんの方に行って夕飯の手伝いをしないといけないのに。


俺の眼を見た母さんは、俺を腕の中に入れた。


「どうかした？」


「んー？　なんか、頑張ってきたみたいだから」


不思議に思って訊いたら、そんな答えが返ってきて、背中に回った掌がぽんぽんと撫でる。その掌も、包む腕も、伝わる心音もぜんぶが温かくて、俺は母さんの肩口に顔を埋めた。


なんだかすごく悔しい気持ちでいっぱいだった。


「……母さん」


「ん？」


「俺、今度は絶対長生きする……っ」


「そう」


肩口が濡れるのも気にせず、母さんはしばらくそのままでいてくれた。







25．フォーク


「構わないよ」


「ほんとですのっ」


公爵様が笑顔で了承すると、お嬢が表情を輝かせた。マジか。


俺は手で顔を覆った。いくら公爵様が娘に甘いとはいえ分別のある人だ。却下してくれるのを期待していたのに。


「あの……、俺、踊り方変らしいんですけどいいんですか……？」


「私は、イザークの踊り方は面白くて好きだよ。それに変な虫を宛あてがうより、イザークの方が余程安心だ」


「そうですか」


公爵様の笑顔が眩しい上、迫力がある。親バカな理由に妙に納得した。ただ一緒に踊るだけなのにそんなに嫌なのか。


ダンスの練習中、見学に来ていた公爵様にお嬢がパーティーの代打を俺にしていいか打診したら、あっさり許可が出た。


少し前にレオの誕生日パーティーの招待状が届き、婚約者候補であるお嬢宛てには二枚目があった。他の婚約者候補にも同様の内容で届いているだろう、レオが誰とも踊らない旨の断り。俺とお嬢は事前に知っていたけど、本当に実行するとは、恐ろしく行動力のある奴だ。


「まぁ、王子殿下の代行で踊るならば、このレベルで甘んじてはなりませんね！」


「ひぇっ、お手柔らかにお願い、します……」


エラ先生の明らかに火がついた声に、俺は身が竦む。ただでさえガッツある人だ。特訓させられそうで怖い。既に確定事項な気もするが。


「それ以前の問題があります」


控えたまま一言も発していなかった師匠こと執事のハインツさんの声が割って入った。よく通る師匠の声に、一同の視線が集まる。


「師匠？」


師匠は俺の前まで来て、質問をした。


「イザーク。君は、貴族のパーティーをどういうものだと思っていますか」


「美味い飯があるのに腹いっぱい食べちゃダメなところ？」


質問に答えたら、師匠は頭痛がするかのように額を押さえ、公爵様は後ろを向いて震えだし、お嬢からは残念そうな眼を向けられた。


「ザク……」


「え。なんかそんな勿体なさそうな感じじゃん」


食レポの、後でスタッフが美味しくいただきました的な感じで、残った分を使用人とかが食べているかもしれないが、賞味期限ギリギリな状態より美味しい状態のときの方がいいだろう。


「合っていなくもないですが、着目するところが限定的すぎますわ」


お嬢が呆れた様子でそう言うのと、師匠が溜め息を吐くのはほぼ同時だった。


「……君にはまず、その言葉遣いを直して、従者として最低限の礼儀作法を身につけてもらいます。取り急ぎ、稽古の時間をそちらに宛がいましょう」


「えっ!?」


体術の稽古が中断することにショックを隠せないでいると、師匠の鋭い視線が俺を刺す。


「基礎鍛練を欠かさなければ問題ありません。時間がないんです」


解りますね、と暗に言われて、俺はしっかり頷いた。


「はいっ、ありがとうございます！」


元々忙しい時間を割いて、師匠に稽古をつけてもらっていたんだ。頭のいい師匠が、逆算して稽古の時間をすべて使わないと間に合わないと判断したのなら、従うより他ない。


「稽古??　そういえば、どうしてザクはハインツを師匠と呼びますの？」


きょとんとするお嬢を見て、師匠に体術の稽古をつけてもらっていることをお嬢に隠していたのを思い出した。隠しているというより、訊かれないから言ってないだけだけど。


どうしよう。カッコ悪くて自分から言わないようにしてただけで、特にバレても困らないんだよな。


お嬢を守りたいと思って自分の不甲斐なさを自覚したのがきっかけなだけだし。けどなぁ、実力が伴ってない状態で守りたいとか思うこと自体押し付けがましいし、俺が勝手に思ってるだけでお嬢に頼まれた訳でもないからなぁ。どちらにせよ、お嬢を下町に誘えるようになるまで先は遠そうだ。


俺の中だけで起こったことをどう説明するか悩みながら口を開こうとしたら、パンパンと手を叩く音が練習室を占めた。


「もう私語はよろしいでしょう。時間は有限です。練習に戻りますよ」


「「はい！」」


エラ先生の一声に、お嬢は背筋を伸ばし、俺は敬礼をした。


練習中はエラ先生に逆らわないように、俺もお嬢も条件反射が染みついていた。それ以上は私語はせず、俺たちは練習に戻ったのだった。


数日後、オク様からお茶会の誘いがあり、俺は久しぶりに会うお嬢の妹のフローラを膝に乗せてお菓子をいただいていた。


場所は、睡蓮が絵画のように咲き誇る池の中にある東屋だ。離れの近くで遠いのに、オク様はこの時期には必ず一度はこの東屋をお茶会に使ってくれる。やっぱり見てくれる人がいる方が、庭を手入れする身としては嬉しい。


「イザーク君、ディアとパーティーに行くんですって？」


「あ、はい」


フローラにせがまれてフィナンシェを取ってやりながら、返事をした。俺にはフィナンシェがマドレーヌとどう違うのか、よく判らない。形以外だと、なんかちょっと味が違うかもぐらいにしか感じない。とりあえず美味いから、それでいい。


「オク様は行かないんですか？」


「イザーク君が行くなら行かないわ。フローラが淋しがるもの」


何で、俺??


後者の理由は解るが、何故俺を基準で判断するんだろう。俺が首を傾げると、フローラもフィナンシエを食べながら同じ方向に頭を傾けた。


「懐いているイザーク君が面倒を見てくれるなら、安心してパーティーに行けるんだけど」


「すみません」


ふふ、と柔らかに微笑むオク様に、俺は申し訳なくなって謝る。確かに、お嬢も公爵様もいなくて、さらにオク様までいなかったらフローラは淋しいだろう。子守りはよく下町でも頼まれるから、俺で相手になるなら別に構わない。


「いいのよ。楽しみだから」


「楽しみ？」


パーティーに行かないのにオク様が楽しみにする理由が判らない。オク様は言葉通り楽しそうに目を細めて、お嬢の方を見遣る。


会話する俺たちをお茶を飲みながら、警戒するように窺っていたお嬢はその視線に身体を強張らせる。だから、なんでお嬢は、毎回そんな人間に警戒する野良猫みたいなんだ。


「ねぇ？　ディア」


「わ、わたくしは別に……」


「あら、そうね。むしろ、心配ね」


ふと気付いたように言ったオク様の発言に、お嬢は首を傾げる。俺は庶民だから色々やらかしそうだという意味だろうか。お嬢や公爵様に恥をかかせる訳にはいかないから、頑張ろう。


「気合いを入れておめかししないとね」


手伝うわよ、と楽しげなオク様。上品を体現したような人だから、気合い、という単語が似合わないと感じた。俺がそんなことを思っている間、お嬢は言葉の意味を理解しようと少し眉を寄せた。しばらく悩んで、不意に俺に目を留めてはっとなる。そのまま一時停止するから、俺は首を傾げた。フローラもつられる。


「お嬢？」


「ねーしゃ？」


声をかけたからかどうかは判らないが、お嬢は両手で頭を抱えてテーブルに肘を突いた。いつも姿勢がいいお嬢らしくない。何故かぐぬぬ、と唸っているし、一体どうしたんだ。とりあえず、フローラが鳴き声を真似するから、唸るのだけでも止めるように言った方がいいだろうか。


何かに葛藤をしていたお嬢は、たっぷり間を溜めてからオク様に頼んだ。


「…………お母様、協力お願いいたしますわ」


「ええ」


柔らかに微笑むオク様に無理強いする様子はない。なのに、あまりにお嬢が悔しそうに言うから、言わされた感があって不思議だ。


でも、そうか。パーティーに行くってことは、お嬢がドレスアップ的なことをするのか。ほんとなら見れる機会のないお嬢が見れるのは楽しみかもしれない。


「いつも綺麗なお嬢がめかすんなら、すげぇんだろうな」


「う。ねーしゃ、きれー」


「っ!!」


ぼんっと真っ赤になったお嬢は、わなわなと震えだす。あ、コレ、怒られるかも。俺が若干身構えるも、お嬢は迫り上がってきただろう怒りをのみ込んで、疲れたように言った。


「ザク……、パーティーでは『綺麗』、『可愛い』は禁句ですわ」


「わかった」


そうなのか。貴族のパーティーは変なルールがあるんだな。


「でも、俺、お世辞とか言えないから、滅多に言わないと思うけど」


お嬢が何言ってんだコイツ、みたいな表情カオで俺を見た。オク様は微笑みながら、俺に訊く。


「そういえば、今日のディアのドレスは私が選んだのよ。イザーク君、どう思う？」


「可愛いです」


薄い緑と白のストライプのワンピース風のドレスだ。レースは少なめだが、色は季節に合わせて爽やかだし、下の方で二つに括った髪は束ねている箇所でリボンではなく三つ編みが巻いている。ストライプのドレスがあるなんて知らなかったが、お嬢によく似合っている。


俺の答えに、何故かオク様はツボったらしく、くすくすと笑いだす。美少女が似合う服を着たら普通に可愛いだろう。事実を言っただけなのに、何が可笑しいのか。


気付いたら、お嬢がテーブルに突っ伏していた。


「……ザクは、もう黙っていた方がいいですわ」


どうやら今のやり取りで、俺がパーティーでちゃんと敬語を使えるか不安になったようだ。どこかマナーが悪かったんだろうか。お嬢の真似をしようとするフローラが、そのままでんぐり返ししないよう額と胴体を押さえながら、俺は師匠の従者講座を頑張ろうと思った。


今思えば、あのお茶会が最後の安らぎの時間だった。


エラ先生のダンス指導が特訓と化したのは言わずもがな、師匠の従者講座も短期圧縮で厳しかった。


師匠曰いわく、簡単に、しか教えていないらしい。本来なら出席者の顔と名前が一致するよう暗記した上で、助言できるよう派閥などの関係性まで理解が必要らしい。何、そのスーパー秘書。俺、暗記苦手なんだけど。前世で歴史の勉強を頑張ってたら何か活かせたかもしれないが、いつもギリギリ平均点だった。その辺を割愛してくれて本当によかった。






レオの誕生日までの約一ヶ月は怒濤のように過ぎた。


当日はエルンスト家の馬車に同乗させてもらったが、トチらないように師匠に教わったことを脳内で復習していたから、外を見る余裕がなかった。到着したら先に降りて、黙してお嬢が降りるのに手を貸す。内心いよいよ後戻りできない感を感じて、一瞬帰りたくなった。


公爵様も降り、お嬢をエスコートする。俺はその二人にただ追従するだけだ。後ろから見て気付く、公爵様とお嬢が注目を浴びている。顔に出さないように気を付けつつ、内心感心する。フル装備の美形って凄い。お蔭で俺の存在が霞かすんで、息がしやすい。悪目立ちしないか心配だったけど、杞憂きゆうだったみたいだ。


しかし、従者って微妙に辛い。初めて王城に来たのに見回せないし、師匠にへらへらしないように注意されているから、無表情にならない程度の真顔を維持する苦行がある。


「相変わらず派手な登場だな、ジェラルド」


「特に変わったことはしていないだろう」


豪気な声がしたと思ったら、顎髭を生やした貴族の兄ちゃんがこちらに来た。公爵様の知り合いみたいだ。こんなワイルド系の貴族もいるのか。


「ツィンバルカ様、トルデリーゼ様、お久しぶりです」


お嬢がスカートを摘んで、髭の兄ちゃんとその後ろにいる女の子に軽く会釈する。コレの名前、覚えた。カーテシーとかいうヤツだ。


「これはこれは、リュディア様。本日は一層麗しいですな」


「お久しぶりです、リュディア様」


二人もそれぞれ挨拶を返す。女の子の方は、嬉しそうな表情をお嬢に向けた。初めて見るけど、この娘コは知っている。兎の娘だ。雪兎を見せただとか、お気に入りのぬいぐるみが兎だとか、兎の話題が多いお嬢の友達だ。


「ん？　こいつは？」


髭の兄ちゃんの眼が一度、俺に留まる。俺は無言で頭を下げた。俺ではなく、公爵様に向いた問いだから、俺に答える権利はない。


「彼は家の使用人者だ。ディアのダンスの相手だよ」


「……お前、娘の相手まで自前で賄うなんてどんだけなんだよ」


公爵様の答えに髭の兄ちゃんは呆れた様子だ。公爵様の家族バカは随分有名らしい。しかし、貴族にしては砕けた話し方する兄ちゃんだな。


「それよりも珍しい奴が来てるぞ」


「誰だい？」


髭の兄ちゃんが手をあげて後ろに振り向くと、ちょうど呼んだ相手がこちらにたどり着くところだった。


「アウグスト候は、相変わらず足が速いな」


「何を言う、ヴィート候。娘は追い付いてるんだ。貴殿の体力が落ちているんじゃないか？」


「君は一度、後ろを振り返った方がいい」


髭の兄ちゃんに苦笑を返すのは、ダニエル様だった。ダニエル様の言う通り、きっと走らないギリギリの速度で追いかけてきたんだろう兎の娘は、微かに息があがって頰も上気している。令嬢は走ってはいけないルールらしいから、大股で歩きそうな父親の後について行くのは大変だっただろう。


「どうぞ」


ちょうど給仕の人が通りかかったから、林檎と紅茶を割ったらしいノンアルコールカクテルをもらって、兎の娘に差し出した。


「あ……、ありがとうございます」


「いえ」


彼女は少しビクついたけど、俺がお嬢の従者だということに気付いて、安堵して飲み物を受け取った。もしかしたら、家族以外の男性が苦手なのかもしれない。でも、使用人の俺にも丁寧に礼を言ってくれる優しい娘みたいだ。お嬢の友達がいい子でよかった。


何故かじっと兎の娘に凝視された。変なところがあったかと考えて、すぐに気付いた。一瞬、気を抜いてヘラついてしまっていた。内心慌てて表情を引き締めて、お嬢に声をかける。


「お嬢様はいかがいたしますか」


「今はいいわ」


「かしこまりました」


頭を下げ、また後ろに控え直す。出過ぎた真似をしたかとも思ったが、お嬢が睨んでないから大丈夫なはずだ。いざとなれば、視線とかで注意してくれるって言っていたし。師匠にも令嬢には配慮するように教えられたから、たぶんこれぐらいなら俺から動いてもセーフだろう。


お嬢は兎の娘と話し出し、公爵様は髭の兄ちゃんとダニエル様と話している。一度ダニエル様と眼が合って、優しげに微笑んでくれた。俺は軽く会釈だけして返す。気を張ってないといけないけど、少しほっこりした。


女の子の会話は聞かない方がいいだろうとそちらから意識を避けていたら、自然と公爵様たちの会話が耳に入った。


「流石に、二度も王家からの招待を断れないさ。まぁ、最低限の挨拶を済ませたら帰るが」


「それにしたって、ジェラルドは驚いてもいいだろう」


面白くなさげに髭の兄ちゃんが公爵様をジト目で見るが、公爵様は笑顔でそれを受け流す。


「私は、彼と何度か会っていたからね」


「む……、仕方ないだろう。俺が行っても気が利いたことなぞ言えん」


気まずそうにする髭の兄ちゃんに、君らしいと公爵様が微笑み、ダニエル様も嬉しげに眼を細めた。どうやらこの三人はダチみたいだ。当たり前といえばそうだが、ダニエル様を心配する人が公爵様以外にもいて、何だか嬉しい。


公爵様たちは和やかに、お嬢たちは楽しげに歓談していると、荘厳な音楽が流れ始めて全員が階段の向こうの両扉に向いて頭を垂れた。俺もそれに倣うと、扉の開く音がして数人分の足音がホールに近付き、通りのいい男性の声がした。顔をあげるように言われたので、初めて見る自分の国の王様に期待しながら頭をあげた。


あれ？　王冠は??


王冠に、もふもふしたファーが付いた引き摺るぐらい長いマントと、何のためかは判らない杖のフルセットを想像していた。イメージと違うことに俺は内心愕然とする。


確かに、この場にいるどの貴族よりも上質そうな衣装を着ているが、基本のデザインは一緒だ。王族と貴族で違うのは、マントをしているくらいか。王妃様が二人いるが、女性用のマントは装飾の一部らしく、肩の宝石の嵌まった金具から金属のチェーンで前を留め、肘ほどの長さの生地は極薄かシースルーだ。


俺には王様というより、舞台俳優しているレオの父親って感じだ。見た目が派手だから、王族って政治家というより芸能一家みたいだな。位置関係もあって舞台観てる感覚になる。しかし、王様は親父や公爵様より歳が上に見える。三十代前半か半ばぐらいだろうか。


そんなことを考えながら見ていて、ある問題に気付く。眼が辛い。眩しい。チカチカする。


公爵家で、王族から位置が近いのが、俺に災いした。レオとはオフレコでしか会わないから見ないようにできたけど、今は不敬にあたるからできない。前世の小学校の全校朝礼で、校長のヅラが風で飛んで眩しい頭皮が現れたときはガン見したんだけどなぁ。なんで、王様、ハゲ親父じゃないんだろう。それなら見れる。


せめてもの救いは、校長の眠くなる長話と違って王様の話が短く、その後のレオの挨拶も短かったことだ。ちゃんと聞いてなかったけど、レオは生徒会長みたいなことを言っていた気がする。とりあえず、全校朝礼みたいな開会の儀が早く終わって、ギリギリ俺の眼が持った。貴族の人たちなんで平気なんだ。貴金属に見慣れてるからか。


楽団からパーティーのＢＧＭが流れ始め、それぞれが思い思いに動き出して、俺は内心安堵した。もし叶うなら、今すぐ眼球マッサージしたい。熱いおしぼりを眼に当てるおっちゃんの心境がよく解る。後は、お嬢とのダンスのノルマをこなせばいいだけだ。一曲だけで大丈夫だってお嬢も言ってたし。エラ先生の特訓でぶっ続けで踊り続けたことを考えれば、とても楽だ。


「公と会うのは久しいな」


「これは殿下、おめでとうございます。一年前より背が伸びられましたね」


「ありがとう。身丈以外も成長できていると嬉しいのだが」


「ご謙遜を」


あ、忘れてた。レオの挨拶回りは、公爵様やお嬢も対象だった。公爵様とレオのセットがキラキラしすぎて一瞬、蛇に睨まれた蛙のように硬直しかけたが、どうにか平静を装って耐える。周りでは貴族の夫人や令嬢が黄色く色めいている。視界に入って辛い俺は一時的にそのフィルターを貸りたいぐらいだ。


「リュディア嬢は幾日かぶりだな。今日はまた一段と麗しい」


「ええ。この度はおめでとうございます、殿下。お褒めに預かり光栄ですわ。けれど、殿下の装いには劣ります」


「ありがとう。一応、このパーティーの主役だからな。麗しい令嬢たちに埋もれてはいけないと、少し張り切ったんだ」


レオが眩しい微笑みを湛えてそんな科白をさらりと吐くから、色めくどころか黄色い悲鳴があがった。せめて、俺の近くにいないところでやってほしかった。眼だけじゃなく、耳にもダメージがきた。


早く他に行ってくれないか、と思っていたら、レオが俺の方を一瞥した。蜂蜜色の瞳を真っ向から見るのは随分久しぶりな気がする。一瞬だけ、蜂蜜色の瞳が可笑しげに細められた。


「彼が今日の？」


「ええ。我が家の使用人ですの」


「そうか。すまないが、よろしく頼む」


俺は恭しく見えるように、深々と礼を執った。視界から眩しさが消えて、内心安堵する。


「不相応な大役ではございますが、精一杯務めさせていただきます」


レオとお嬢のやり取りも白々しく感じたけど、やっぱりレオ相手に敬語を使う違和感で背中がもぞもぞした。社会に出たらダチや後輩が上司になることはざらにあるだろう。そういう人たちはどうしてるんだろうか。とりあえず俺は、なるべく公おおやけでレオと遭遇したくないと思った。


ちょうど音楽が変わったので、お嬢に手を差し出す。


「お嬢様、お手をどうぞ」


お嬢は公爵令嬢らしく凜とした様子で、手を重ねた。ダンスエリアまでエスコートして、曲に合わせてステップを踏む。


「…………で、お嬢、耳大丈夫？」


他の踊っている人たちに聞こえない声量で訊く。お嬢はダンス用の笑顔を保ったまま、声だけ少し弱りぎみに返す。


「まだパーティーの最中なのですから、その言葉遣いはやめなさい。……けれど、正直助かりましたわ」


「お嬢、耳弱いもんな」


「語弊のある言い方をしないでくださる……っ!?」


お嬢は音感がいいらしく、音の聞き取り能力が高い。習っているピアノの先生に褒められているらしい。庭にいるときも遠くの小鳥の囀りには、お嬢が先に気付く。その代わり、大きな音などには弱い。さっきの黄色い悲鳴は、俺以上にダメージがあったはずだ。


「俺もレオから逃げれて助かった」


「…………まぁ、眼を瞑らなかっただけ、ザクにしては頑張った方ですわね」


不敬だなんだと注意されるかと思ったら、間を置いて呆れまじりの声で言われた。三人でいるときはよくお嬢を盾にしているから、どれだけ俺が眩しいものが苦手か解ってるんだろう。


「貴族のパーティーって眩しいの多いな。こうしてお嬢だけ見ていられれば楽なのに」


大半の令嬢が貴金属のアクセサリーで着飾る中で、お嬢は最低限のイヤリングや髪飾り程度だ。貴金属が少ないと言っても、ドレスの裾の刺繍などが恐ろしく細かいし、造花の飾りが主体となって、華やかで高級感がある。実際、とても高い意匠のドレスだろうが、光源が最小限で俺には大変ありがたい。


最初は見回せないのが残念だったが、しばらくして水晶のシャンデリアや金の燭台などが視界に入って、視野が制限されている方がいいと思い直した。内装まで眩しいなんて。


そういえばお嬢がさっきから沈黙しているが、どうしたんだろう。


不思議に思ってお嬢の様子を窺うと、ふいに首元に咲く花が眼に入った。


「お守り、使ってくれてんだ……」


以前、お守りとして渡した白いベビーローズのチャーム付きのリボンをチョーカーとして使ってくれていた。思わず呟いて嬉しくて表情を緩めそうになり、即座に顔の筋肉に力を入れる。


「……パーティーって、表情筋鍛えられるな」


「ええ、本当に…………、後で覚えていなさい」


え。俺、締められる？


怒りを押さえたような声なのに、エラ先生に鍛えられてお嬢の表情は笑顔のままだ。なんだろう、そのギャップが怖い。師匠にも邸に戻るまで気を抜くなって言われてたから、小声でもいつも通り喋ったのが減点だったんだろうか。


一曲が終わると、拍手と歓声がどっと湧いた。表情を変えないようにしながらも、俺は驚く。こんな一曲ごとに拍手とかが起こるものとは聞いていない。公爵様の元にお嬢をエスコートして気付いたが、お嬢に注目が集まっている。戻ると、公爵様がにこやかに迎えてくれた。


「相変わらず、花弁かべんを支える萼うてなのようにディアが映える踊り方だね」


公爵様は随分満足そうだ。恐れ入ります、と俺は礼をする。ああ、そうか。公爵様が俺の踊り方を妙に気に入ってるのは、お嬢第一だからか。


「そういうことか……確かに真似できないな」


感心するようにレオが呟いた。まだいたのか。もう他へ挨拶しに行ってると思っていた。


踊り終わったお嬢に、何人も令嬢が寄ってきた。みんな口々にお嬢を称賛している。俺の存在皆無なのは別にいいけど、レオって王子だよな。お嬢が王子レオより目立ってしまっている。お前の誕生日なのにいいのか、と様子を窺うと、レオは楽しそうに笑って公爵様に断ると次の相手に挨拶していた。レオの面白がるポイントがいまいちよく解らない。


お嬢に視線を戻すと、眼を輝かせて興奮ぎみの令嬢たちにまだ囲まれていた。顔には出してないけど、人見知りなところがあるから困ってそうだな。令嬢たちの勢いに負けて出遅れたらしい貴族の令息たちが遠巻きにお嬢を見つめている。お嬢って男女共にモテるんだなぁ。美少女ってすげぇ。


俺が、お嬢が美少女だと再認識している間にも、令嬢たちがお嬢にお近づきになりたいと声をかける。


「リュディア様、とても素敵でしたわ。私わたくし、侯爵家のエーリカ・フォン・ディーステルと申します」


「父が魔術省に勤めていまして、ジェラルド様にはとてもお世話になっていますの。伯爵家のフロレンツィア・フォン・マウラーと申します」


「母がオクタヴィア様によろしくお伝えくださいと申しておりました。伯爵家のマルガレーテ・フォン・レーヴェレンツと申します」


「私は……」


あ、無理だ。覚えられない。師匠、俺、無理です。みんな、名前が難しすぎます。噛みそうな音ばかりのオンパレードに、側で控えていた俺の心は折れた。


「あ、あの……っ、どうしたらリュディア様のようになれますか……！」


赤みがかった金髪の令嬢が、頰を染めて思わずといった調子で訊いた。お嬢は小さくだが眼を見開いて驚いている。


お嬢がどう答えるか迷っている間に、反応が二分化する。身の程を弁えろという差別的な囁きと、質問した娘と同じように憧れでお嬢からの回答を期待する視線。たぶん周囲の雰囲気からして、彼女の身分は伯爵以下、もしかしたら男爵かもしれない。聞こえた声に彼女は羞恥に頰を染める。


赤の意味が変わるのを見たお嬢の淡い青の瞳に剣呑けんのんな光が宿る。


「お嬢様」


俺はそっとお嬢の耳元に囁く。お嬢はこちらを向かないままだったが、瞳からは剣呑さは消えた。


質問をした令嬢に、お嬢は歩み寄る。


「触れても？」


「は、はい……っ」


彼女は意味が解っているのか判らないぐらいの即答で頷いた。お嬢は彼女の髪飾りに手を伸ばし、それを引き抜いた。髪が解ほどけた瞬間、彼女の眼が怯えに染まる。けれど、お嬢はそれに構わず手櫛で彼女の髪を梳き、髪飾りをサイドに挿した。彼女の左耳の上に真珠の花が咲いた。


「あ……っ」


彼女は慌てて広がった髪を押さえようとする。その手を、お嬢が止めて不安に揺れる瞳を射貫いた。


「堂々としなさい。貴女は素敵よ」


強い言葉の後に、ふわりとお嬢は微笑んだ。クセの強い巻き毛の彼女は、顔を真っ赤にして瞳を潤ませた。お嬢、かっけー。周りにいる女子、全員黙らせた。


「わたくしのようになる必要はないわ」


巻き毛の彼女はぶんぶんと首を縦に振った。


「あの……、では、せめてリュディア様の従者の方にダンスの相手を頼めないでしょうか……？」


は？　俺??


今の今まで空気と化していたであろう俺が指名されて、たまげる。師匠に叱られるから顔には出してないけど。てか、俺の存在、認識されていたのか。


「わ、私なんかには……ダンスの相手がいなくて、それで……」


身分の低い従者の俺なら、ってことか。もしくは、憧れのお嬢の従者ってことで、肖あやかりグッズみたいな扱いかもしれない。


しかし、女の子が自分なんかと卑下するのはなんだか悲しい。お嬢もそう感じているから、断りづらそうにしている。ダンスに誘うのは普通男からだ。彼女はお嬢からもらったなけなしの勇気を振り絞っているんだろう。


「身に余る光栄です。紅黄草こうおうそうのお嬢様」


その勇気を無駄にしてはいけないと、安心させるように微笑み、礼をとった。だが、名前が判らない、というか覚えていないからドレスとかの見た目で呼ぶのを許してほしい。


自分から言い出したことなのに、了承してもらえたことに驚いている巻き毛の彼女をエスコートして踊る。お嬢以外と踊るのは初めてだから、相手が転こけないように気を配りながらのリードで内心ひやひやした。


「あの、どうして……」


「お嬢様の意向に従っただけですよ」


未だ信じられない様子で踊る彼女が訊くから、俺は答えた。お嬢が断るかどうかを迷ったのは、彼女と俺とどちらにも気を遣ったからだ。けど、一時期メイドのカトリンさんが自分を卑下するのを悲しんでたお嬢が、この娘を見過ごせる訳がない。


「あと、お嬢様も同じ悩みをお持ちだからでしょうか」


「同じ？」


「当家の奥様はご存じですか？」


「はい。遠目にですが拝見したことがあります。真っ直ぐな御髪が本当に美しくて……」


そこではた、と気付いたらしい彼女は言葉を止めた。気にするところが同じだから、すぐに思い至ったみたいだ。


「俺がバラしたことはどうかご内密に」


叱られる、と苦笑すると、彼女はまぁ、と小さく驚いて可笑しそうに笑った。憧れの存在に親近感を感じたお蔭か、雰囲気が柔らかくなった。


「そういえば、リュディア様に何を言ったんです？」


曲が終わりそうになった頃には随分表情が明るくなった彼女に訊かれる。俺が何を囁いたのか気になったらしい。


「花は蕾のままより咲いていた方がいいですよ、と」


お嬢が髪を解く前まで、彼女はバレエダンサーみたいに髪を上の方で縛っていた。巻き毛へのコンプレックス故だろうが、着ているドレスが紅黄草のように花弁はなびらが重なったように膨らんだスカートだったから、シルエットのバランスが悪く感じた。親父が庭木の剪定をするときは全体のシルエットを意識して切っているから、そのイメージをお嬢に伝えただけだ。


蕾みたいに上がすっきりしすぎてるより、今の巻き毛のままの方が、花が咲いているみたいでいい。


答えたときにちょうど曲が終わったから、お嬢の元に戻ると巻き毛の娘への周囲の態度が少し変わっていた。髪がストレートの娘が自分の髪を触りながら羨ましそうにしていたり、令息の何人かがチラチラと彼女を気にしている。


とりあえず、さっきと同様、俺に注目されていないので、さくっとお嬢の側へ行く。


「只今戻りました」


「やりすぎですわ」


他には聞こえないように、ぼそりとお嬢に注意された。一体何をだろう。明らかにお嬢の方がやりすぎなくらいに目立っていたし、令嬢たちへの影響力も強い。


「従者の方、次は私と踊ってくださいません？」


「狡いわよ。次は私と……っ」


「いいえ、私と！」


どうやら俺はお嬢の側にいると認識されるらしい。まぁ、お嬢を見たら視界の端にいるから、それはそうか。けど、女性からのダンスの誘いは珍しいはずなのに一体どういうことだ。使用人だからハードル低いのか、単に練習相手程度でカウントに入らないからか。


「あの、落ち着いてください。胡蝶蘭こちょうらんのお嬢様、海芋かいうのお嬢様、天竺牡丹てんじくぼたんのお嬢様」


なんか気迫が怖い。何かの利を得ようとしているのは伝わるけど、使用人相手で何があるっていうんだ。意味が解らない俺は、努めて冷静な声で待ったをかける。


また外見の特徴で呼ぶと、令嬢たちは一度止まった。この後、ちゃんと名前を呼ばないことで叱られるにしても、一呼吸分の間ができて、俺はほっとする。


「では、私は何の花ですの？」


「蝦夷菊えぞぎくのお嬢様？」


他の令嬢が興味津々に訊いてきたから、反射的に浮かんだ花の名前を出す。何故か、きゃあきゃあと嬉しそうにはしゃぐ令嬢たち。今度は何の植物っぽいかゲームでもすることになったんだろうか。また何人かに訊かれたから、とりあえず見た目で植物名をあげた。それに喜ぶ令嬢たち。女子ってよく解らん。


「リュディア様は何の花ですの？」


誰かが訊いた。


「え」


そう呟いたのは、俺かお嬢か。どっちだっただろう。


お嬢が、何の花か……


「お嬢様自身が花のようですから」


うん。お嬢はお嬢だ。花が咲くみたいに笑う女の子だ。


不意にぎゅうっと袖越しに腕をつねられた。その微かな痛みに注意され、表情が緩んでいたことに気付く。咳払いするフリをして、表情を引き締め直した。


令嬢たちは何故か黄色い悲鳴をあげる。レオが近くを通過したんだろうか。お嬢の耳が大丈夫か、と横目で窺うと耳だけ赤かった。これは俺に怒っている。外だとお嬢は随分器用なんだな。妙なところで感心しつつ、お嬢の耳が無事らしいことに安堵した。


その後、結局数人と踊ることになった。俺はお嬢グッズか何かなんだろうか。


予定していたより動いた俺は、パーティーの後半になって腹が減った。もうお嬢に追従するだけでいいし、誰も使用人に話しかけないから黙っていればいいんだけど、意識は腹が鳴らないようにするだけで精一杯だった。こんなことなら、行く前に食い溜めしておけばよかった。


兎の娘と歓談していたお嬢は、一旦別れおもむろにほとんど手をつけられた様子のない立食形式の食事が並んでいる場所へ向かった。お嬢もたくさんの人と話して疲れたんだろうか。果物でも食べるのかと思い、皿とフォークを代わりに取る。


「どちらになさいますか？」


「あれとそれと……あと、これも……」


お嬢の指示通りにサラダや肉やら魚やらを取って、配置に気を付けながら皿に盛る。お嬢も腹減ってたのかな。


「どうぞ」


盛り付け終わった皿をお嬢の食べやすい高さで持つ。フォークを手にしたお嬢はサラダを少し食べて、苺を少しずつ咀嚼した。


それだけ食べると、フォークを置いた。俺が内心首を傾げていると、ナプキンで口を拭いつつお嬢がつん、とそっぽを向いた。


「もう要りませんわ。処分なさい」


一瞬、眼を見開いてしまった。


「ありがとうございます」


お嬢は優しい。場違いな音を鳴らされても困るから、と小さく呟くけど、俺がご馳走を食べれないと残念がっていたのを、覚えていてくれた。


俺は、食前の挨拶といただきますを囁いてから、フォークを持ち食べ始めた。


「ちょ……っ、それは……」


美味いと感じつつ咀嚼していると、お嬢が焦った声で何かを言いかけた。食べながら眼だけでどうしたのか、と訊くと、お嬢はまたそっぽを向いた。


「何でもありませんわ……っ」


背を向けつつもお嬢は、俺が食べ終わるのを待っていてくれた。お蔭で俺は帰るまで腹を鳴らさずに済んだ上、美味い飯が食えた。






公爵様と合流した帰り、王城を出ると陽が傾いて空が橙に染まっていた。エルンスト家の馬車に最後に乗り込むと、しばらくして馬車が走り出す。


やっと終わったことに安堵し、長い溜め息を吐いた。すると、公爵様が可笑しさ半分、労り半分といった様子で微笑んだ。


「お疲れ様、イザーク」


「あ、すみません。まだ邸に着いていないのに」


慌てて背筋を伸ばすと、公爵様は構わないと許してくれた。


「服も着馴れないだろう。寛くつろげるといい」


「じゃあ、お言葉に甘えて」


タイを解いて、シャツの釦ボタンを二つほど外すと息がしやすくなった。


「……お嬢？」


視線を感じてお嬢の方を見ると、はっとしたお嬢は勢いよく馬車の窓へ眼を移した。窓、カーテンが掛かって外見えないけどいいんだろうか。


「こんなのをしょっちゅうするなんて、公爵様たちは大変ですね」


「だが、今日は楽しかったよ」


真似できないと今日だけで心底感じた。公爵様はキラキラと笑顔を輝かせる。俺は素直に眼を眇めた。


「ソウデスカ」


俺、そんな変なことしましたか。師匠がせっかく教えてくれたのにちゃんと従者できなかったなら、申し訳ない。敬語、頑張ったんだけどなぁ。


「あ。お嬢、もういい？」


「？　何がですの??」


肝心なことを忘れていた。お嬢が不思議そうに首を傾げる。


俺が何を訊いたのかは解らないようだったが、いつものお嬢に戻っていたから大丈夫だと判断した。


「今日のお嬢、すげぇ綺麗だな」


笑って感想を言えてすっきりした。思ったことを言えないままでずっと気持ち悪かったんだよな。


公爵様はそうだろう、と満足げに何度も頷いた。


お嬢は怒るのを溜めていたせいか、顔どころか全身真っ赤にして俺を叱った。


「ザクは馬鹿なんですの!?」







    
  
  




あれもこれも、と言いながらお嬢がぽかぽか叩いてくるが、代名詞だからどれのことを指しているのか判らなかった。


しばらく痛くないお嬢の打撃を受けていたが、馬車の揺れが疲れた身体に心地よくて俺たちは気付けば眠っていたのだった。







26．カーテシー


まだ夏の暑さが残るにもかかわらず、その気配を微塵みじんも感じさせずゆったりと、エルンスト公爵夫人のオクタヴィアは微笑んだ。


「ねぇ、ディア。萼の君って知っている？」


「う、てな……？」


知らないが、何故か響きに覚えがあり公爵令嬢のリュディアはティーカップを持ち上げる手を止めた。


一歳になるリュディアの妹のフローラを膝に乗せながらも、優雅に紅茶を飲む母親の続きをリュディアは待つ。喉を潤し、ティーカップをソーサーに戻してから、オクタヴィアは口を開いた。


「萼の君と踊った令嬢には縁談が舞い込むんですって。実際に、それまで縁談の持ち上がらなかったとある男爵令嬢が、さる侯爵令息から求婚されたそうよ」


素敵ね、と微笑む母親を見て、リュディアはそれぞれがどこの家の者かを把握した上でぼかしていると解った。淑女の鑑かがみである母親が、根も葉もない噂を信じるような軽率な行動をする訳がない。


「……何故、名前が伏せられているのですか？」


質問するように誘導されていると解ってはいたが、リュディアは訊いた。


「伏せられているのではなく、誰も名前を知らないからよ。そして、姿もね」


姿も確認できない、というのは奇怪おかしい。ダンスはパートナーがあってこそできるものだ。奇妙な話にリュディアは首を傾げる。


「実在する方なんですよね？」


「ええ。あまりにも女性を魅力的にするからそちらに注目が集まるらしいわ。灰かぶり姫の魔法使いみたいね」


ふふ、とオクタヴィアは童話の登場人物に例えて微笑むが、リュディアの表情はひきつる。自分が目立ちたくない余りにそのような踊り方をする人物に心当たりがある。割り増しの効果は、恐らく受けた指導ゆえと本人が無意識に踊る相手を花のように扱うからだろう。彼の踊り方を見た父親のジェラルドが、彼は根っからの庭師だと評価していた。


おもむろに、オクタヴィアが控えているメイドへ目配せをすると、メイドが銀の盆を持ってきた。その盆の上には、招待状と思しき封筒が小山を作っていた。


「そうそう、ディアにお茶会のお誘いがあるの。余程、ディアのダンスが素敵だったんでしょうね。娘に見習わせたいと、ほとんどがダンス付きよ」


「……ダンスの分は、できれば遠慮したいですわ」


夜会に出る年齢ではないので、お茶会の誘いであることは理解できる。だが、お茶会にダンスの機会を設けることは珍しい。招待状の小山を見て、リュディアは頭を抱えたくなった。ただでさえ、エラ夫人の厳しい指導を受け、ダンスの腕に自信がないにもかかわらず、誘う口実がさらにハードルを上げている。


一瞬、オクタヴィアの桃色の瞳が冷えたものになる。寒色であるリュディアの瞳よりも温度が下がったように感じ、母親が自分と同じように目元が吊り気味であることを思い出した。


「──令嬢たちは魔法にかかりたい。その親は有力者との縁談がほしい。実に分かりやすいわね。けれど、ディアが心配した事態にはなっていないようよ」


最後は面白がるようにオクタヴィアは眼を細め、いつも通りのゆったりとした雰囲気へ戻った。


「……もっと悪化しているように感じますわ」


げんなりとリュディアは肩を落とした。存在を覚えられていないのに目立つとは、奇妙にも程がある。


「あら、イザーク君を盗とられるよりいいじゃない」


「と……っ!?　違います！　わたくしは、ただ、ザクが不躾ぶしつけな発言をしないように注意しただけで……!!」


母親の誤解を解こうとリュディアは必死になる。庭師見習いの少年をパートナー代行に依頼した後になって、彼が自身の思ったタイミングで感想を述べる性質を思い出し、他の令嬢を驚かせる可能性に気付いた。賛美に慣れている令嬢がほとんどとはいえ、前置きもなく唐突であれば失礼になりかねない。


相手の迷惑を危惧しただけで、母親が誤解しているような心配はしていない。ドレスアップを母親に協力してもらったのも、庭師見習いの少年が悪目立ちしないようにしただけで、彼が他の可憐な令嬢たちを見てどう反応するかを心配した訳では断じてない。


娘の主張をオクタヴィアはただ柔らかに微笑んで聞く。


最近のリュディアが自分に意見を言うようになったのが喜ばしい。以前までは、自分への憧憬が強すぎて母親相手にもかかわらず遠慮ばかりされていた。母親なのに、甘えも頼りもされないのは淋しいものだ。だが、庭師見習いの少年の話題だと特によい反応が返ってくるので、今はとても楽しい。娘は懸命に言い募るが、何も言わないでいると言い訳めいて感じだしたのか、次第に尻すぼみになり最後には頰を染めて口を噤つぐむのも可愛らしい。


「ねぇ、ディア」


「はい」


「独占欲を持つのは悪いことじゃないわ。仲のいいコが、他のコと仲良くしたら淋しく思うのはごく当たり前の感情よ」


「え」


「それを理由に、相手を縛ることを正当化するようになっては淑女レディの恥よ。けれど、持つことまで否定しては駄目」


問題は持った感情をどう扱うか、だ。自然に湧く感情を抑えては本人が苦しむだけだ。


思うのは自由だ、と説いて微笑むオクタヴィアをリュディアは意外に感じ、また納得もした。母親が感情を激しく露わにすることがないので意外に感じたが、様々な感情を受け止められるからこそ淑女として凛としていられるのだと納得した。そういった類いの感情を母親が肯定すると思わなかったリュディアは、しばし呆ける。


それから、リュディアは少し剝れた。


「……わたくしの言ったことを信じてくださらないのですね」


「いえ？　けれど、それがすべてではないでしょう？　ディアは本当に恥ずかしがり屋さんね」


ねぇ、とフローラに同意を求めてオクタヴィアが小首を傾げると、膝の上のフローラは母親の仕草を真似して楽しげに笑った。母親の指摘に是とも否とも返せず、リュディアは下唇を噛んで押し黙る。


「大丈夫よ」


甘え抱きつくフローラを抱き締め返し、軽く頰摺りしながら穏やかにオクタヴィアは言葉を紡ぐ。


「彼は使用人だわ。公爵家であるエルンスト家の、ね。家の者を、己の利のために使おうとする輩がいるなんて浅はかねぇ」


光景は娘を愛しむ母親のそれであり、微笑ましいものであるはずだ。なのに、リュディアは心うら寒いものを感じた。


「ああ。でも、いくつかは受けてもらうわよ」


「どうしてですの!?」


話の流れからすべて断れると思っていたリュディアは驚く。対して、オクタヴィアは少女のように頰を小さく膨らませた。


「……だって、私もディアの勇姿をこの眼で見たいもの」


うっ、とリュディアは怯む。確かに王子のパーティーと違いお茶会なら、女性がホストになることもあり母親優先で同伴出席をしても問題ない。そして、リュディアにとって、母親のオクタヴィアは憧れであり目標だ。そんな母親に、ダンスを披露するのは緊張もするが見てもらいたい欲求もある。あと、拗ねる様子が可愛らしいのも狡い。


「～っわ、かりましたわ」


「本当っ」


嬉しそうに表情を輝かせる母親を見て、リュディアは仕方がないと小さく笑みを零した。


「楽しみだわ。この間のディアがとても格好よかったと他の夫人たちから聞いていたのよ」


「あっ、あれは……！」


パーティーで啖呵たんかを切った件が母親の耳にまで届いていた事実に、リュディアは頰を朱しゅに染めた。言葉を途切れさせたリュディアに首を傾げオクタヴィアが反応を待つと、恥ずかしげに俯きながらぽつりと呟きが零れた。


「…………お母様の言ったことを真似ただけ、で」


去年、初めてパーティーに参加するリュディアにオクタヴィアから贈られた言葉を、そのまま紅黄草の令嬢に使った。完全に受け売りだったので、リュディアは恥ずかしい限りだ。けれど、初めてで緊張していたリュディアを一番勇気付けてくれたとても頼もしい言葉だったので、あの場で適切だと思ったのだ。


「ディアは、そう思ったからそのコに言ったんでしょう？」


問われたので、リュディアは首を縦に頷いた。


「なら、間違いなく貴女の言葉でそのコは勇気を持ったのよ。誇りなさい」


「はい……っ」


悠然と微笑みながら確かな言葉をくれる母親に、リュディアは別の意味で頰を染めて頷いた。






母親と妹と残暑を忘れさせる爽やかな緑と黄色い花旃那はなせんなや白い匂い桜の庭でお茶をした後日、雑草抜きをしている庭師見習いに今後もダンスの代役がある件を伝えに行った。


「萼の君ぃ？　なんだそれ」


「……貴方のことですわ、ザク」


素っ頓狂な声をあげる庭師見習いの少年に、経緯を説明すると益々首を傾げた。


「ご令嬢たちが野郎に惚れられたのは、本人が元から可愛かったり綺麗だったからだろ？　なんで、それで俺が妖怪みたいになんの??」


しかし、貴族の子供はマセているんだなぁ、と感心したような呟きを零しながらも、庭師見習いの少年は手を休めず雑草を抜いてゆく。


自分が影響しているとまったく認識していない様子の彼に、リュディアはどうしたものかと悩む。そもそも、自覚させたからといって直るものなのだろうか。


「ようかい、というのが何かは分かりませんが、ザクと踊ったことがきっかけになったようですわ。ザク、彼女たちと一体何を話しましたの？」


「えー……、俺基本、お嬢だけ見てたからあんま覚えてないんだよなぁ。お嬢がすげぇ綺麗だったのはよく覚えてんだけど」


「わたくしのことはいいですっ!!」


他の者とのやり取りを訊いたのに、自分のことをあげられてリュディアは頰を上気させた。眩しいものが苦手な彼が、追従する相手である自分以外を見ないようにしていただけで、他意がないと解っているが言い方が紛らわしい。確かに、彼が同伴することを考慮して身に付ける貴金属の装飾を最低限に抑えたが、自分以外を見ないようにするほど煌きらびやかな装飾品に弱いとは思っていなかった。


「とにかく、何を言ったのか思い出しなさい……っ」


リュディアに叱咤され、庭師見習いの少年は眉を寄せながら考えつつぼやく。


「っつっても、間を持たせるために世間話した程度だぞ？　えぇっと……胡蝶蘭の娘は、真っ黒な髪が陰気で染めたいって言ってたから、濡羽色ぬればいろで似合ってるのに勿体ないって」


「……次は」


「海芋の娘コは、同じ歳の野郎より背が高いのが嫌だって背中丸めてたから、そんなん数年もしたらどれだけ背があっても女らしさ隠せなくなるから背筋伸ばした方がいいって」


「……最後は」


「天竺牡丹の娘は目元がキツいから可愛くないって言う割には笑ったら目尻下がるから、普通に笑ったらいいんじゃねって……あ、たぶんちゃんと敬語で言えてるはずっ」


「そこじゃありませんわ！」


安心するように補足された情報に、リュディアは否を唱える。パーティーの際、声がかかった順番にダンスの相手をさせたが、令嬢たちがダンス後、声をかけたときの勢いがなくなり自然体になっていたのは、彼が無自覚に助言していたからか。


何もしていないと言いながら、しでかしているではないか。


「お嬢、俺なんかしくったか……？」


頭を抱えるリュディアに、心配そうな声が降る。声に反応して顔をあげると、銅色の瞳が不安そうに揺れていた。


パーティーの勝手が解らない彼は、こちらに迷惑をかけていないかが気がかりなのだろう。だが、元々リュディアから相手を頼んで協力してもらったのだから、ある程度の不測の事態があったとしても彼の責ではない。それに不測ではあったが、今のところ良い効果しか確認していない。


リュディアは叱る気もないし、責める気もない。ない、はずだが、少しばかり胸に蟠わだかまりが残っている。


「ザクは、よくやってくれましたわ。わたくしの無茶を聞いてくれてありがとう。けど……」


「けど？」


その先を口にするのは躊躇われた。すぐに言葉が出ずに黙り込んでいる間も、庭師見習いの少年はリュディアの言葉をじっと待っていた。


「…………その、他の娘の……こと、どう思いましたの？」


「は？」


予想外の質問に呆気にとられる庭師見習いの少年の視線に居たたまれなくなり、リュディアは視線を落とす。幼稚な質問をしている自覚があるので、羞恥で頰が熱くなるがもう言ってしまったので、あとは勢いで訊く。


「お……踊った方たちもですが、パーティーには可愛かったり綺麗な方がたくさん居たでしょう？　その、わたくし、より……」


歳だって近い者が居ただろうし、踊った相手の中には気が合うと感じた者も居たかもしれない。そう一度考えてしまうと、何故か不安になった。


「そりゃ、いたかもだけど……」


彼の肯定の言葉を耳にして、心臓が嫌な音を立てた。


「お嬢」


呼ばれて、恐る恐る顔をあげると、優しげに笑う庭師見習いの少年がいた。


「俺、言ったじゃん」


「え……」


「最初からお嬢しか見てないって。踊った相手だって、言われるまで思い出せなかったのに」


「でも、それは……」


「うん。俺がダンスの代打で、エルンスト家の従者として行ったからだ。だから、俺はエルンスト家の使用人でラッキーだ」


「え」


「ずっと傍で、すげぇ綺麗なお嬢を見てていいなんて、役得だろ」


じわじわと熱が迫り上がってくるのをリュディアは感じた。先程まであった蟠りは吹き飛んでしまった。思わずスカートをぎゅっと握り締めてしまう。どうして、彼はこうもあっさりと自分の不安を取り除いてしまうのだろう。


庭師見習いの少年はあっけらかんと笑う。


「でも、変な心配するなぁ。使用人の俺なんかご令嬢が相手にするワケないのに」


「だ、だって……っ」


顔が赤いままリュディアは言い募ろうとしてしまい、慌てて両手で自身の口を塞いだ。その様子に、庭師見習いの少年は首を傾げる。


「お嬢??」


何を言わせようとするんだ、との非難を込めてリュディアは口を塞いだまま睨みあげる。弾みで零れそうになった言葉を彼に知られたくない。特に彼が訊きだそうとした訳ではないが、恥ずかしさのあまり逆恨みのような感情が渦巻く。


リュディアの胸中を知らない彼は、きょとんと見返してくる。


彼もそれ以上追及してこなかったため、しばらくの沈黙があり、無垢な眼差しに耐えられなくなったリュディアが折れた。


「な……、なんでもないですわ」


「おう」


とりあえず、今後も代打するかもしれないのは解った、と庭師見習いの少年は頷いた。その日の散歩は無駄に疲れるものだった。






数日後、友人のトルデリーゼに招待された普通のお茶会で、リュディアは小さく一息吐いた。それを見て、トルデリーゼは申し訳なさげに眉を下げる。


「リュディア様、申し訳ありません。できるだけ小規模にしたつもりだったのですが……」


悄気しょげる様子が耳を下げる兎のようで、リュディアは思わず笑みを零す。


「いえ、お気になさらないで。わたくしが原因のようなものですし」


今、リュディアたちが着いているテーブルは遠巻きに視線を集めている。今回は女性のみ出席のティーパーティーだ。王子の誕生日パーティーの一件以降、リュディアを憧れ慕う令嬢が増え、同年代にもかかわらず別格扱いされてしまっている。友人がたくさん欲しい訳ではないが、今まで以上に敬われては取り付く島もない。


「そういえば、今日は従者の方はご一緒ではないんですね」


何気なしに訊たずねられ、リュディアは内心ビクつく。ソーサーからティーカップを持ち上げる手が僅かに揺れた。


「彼はお父様が見繕ったダンスのときの代理ですから。それに今回は女性だけでしょう」


「そうなんですか……、お話してみたかったので、少し残念です」


「何故ですの……？」


家族以外の男性と話すのが苦手だと言っていたトルデリーゼが、話してみたい、とまで言うのは珍しい。どうして彼に興味を持ったのか、リュディアは気になった。


「あの方、リュディア様を大事にされていらっしゃるので慕う同志だと思いまして」


「だ、いじに……!?」


「ええ。パーティーの際、リュディア様のこととなると表情が和らいでいらっしゃいましたもの」


嬉しそうに微笑むトルデリーゼに、リュディアはどう返したらいいかが判らない。顔が赤くなるのをどうにか抑え込むので精一杯だ。トルデリーゼは自分に笑いかけたのも、リュディアの友人だからだと言う。余計な事実に気付かされた。今すぐに彼を殴りに行けたらどんなにいいだろう。


「あのっ、リュディア様お久しぶりでございます」


「あら、貴女は」


少々上擦った声がかかり、そちらを見やると見覚えのある赤みがかった金の巻き毛があった。その少女は恐縮しながら礼を執った。


「ザスキア・フォン・ファイトと申します。男爵家にもかかわらず、こちらからお声かけしたご無礼をお許しください。どうしても先日のお礼をお伝えしたくて……」


「構わないわ。そういえば、ザスキア様は婚約が決まったそうね。おめでとう」


「へっ!?　あの……、まだ、で……あの方は私には恐れ多くて……」


頰を染めて狼狽うろたえるザスキアを見て、リュディアとトルデリーゼは微笑ましい気持ちになった。どうやら、彼女の意に反した婚約申請ではないらしい。


トルデリーゼも自己紹介を済ませ、一緒にお茶をしようとしたところで笑い声が届いた。誰かを嘲笑ちょうしょうするそれに、リュディアたちは眉を顰ひそめて元を辿る。


辿った先には、おどおどと周囲を窺いつつも視線が俯きがちになっている一人の令嬢がいた。同じ年頃だろうが、明らかに素人の付け焼き刃な作法だった。令嬢としての振る舞いがリュディアたちの歳で少しも馴染んだ様子がないのは珍しい。


恐らくそれだけで、様々な憶測が働きあのように遠巻きに囁かれ、嘲る対象にされてしまったのだろう。


「……感心しませんわね」


「ええ……」


「私、つれて参ります！」


「「え」」


リュディアがどうしたものかと、今回のホストであるトルデリーゼに相談しようかと思っていたところ、ザスキアが闘志に燃えたような瞳で宣言した。少し前に同じ境遇にあった彼女の憤怒ふんぬは頷けるが、思った以上に行動力がある。パーティーのときのことも踏まえると、彼女は考えるより先に行動するタイプかもしれない。


ザスキアが、針の筵むしろになっている令嬢に声をかけ、宣言通りつれてきた。あの状況で公爵令嬢のリュディアが直接声をかけるより適切と判断し、リュディアは微笑んで令嬢を迎え入れる。


「わたくしはリュディア・フォン・エルンストですわ。よろしければ、お茶をご一緒しませんこと？」


「あ……、えっ、わた、わたしはシュテファーニエ・フォン・ヴィッティングと申し、ます……っ」


ぺこりとお辞儀をするのは令嬢のそれではなかった。それだけで、彼女が貴族の出身ではないと知れたが、名乗った姓の方が気になった。


「あら、ヴィッティング伯爵はお子様がいらっしゃらなかったのでは……？」


「あの……、春にわたしの母とヴィッティング伯爵様が再婚して、わたしはその連れ……えと、養子なんです」


「そうだったの。お母様のご再婚、おめでとう」


「あり、がとうござい、ます……？」


祝福の言葉をもらえると思っていなかったシュテファーニエは、　眼を丸くして反射で礼を返した。他の令嬢からは平民の出自が滲み出るのか冷笑しかされなかったのに、目の前の公爵令嬢からはむしろ温かい眼差しを受けて彼女は戸惑う。


「それにしても凄いわね」


「へ？」


リュディアの感心したような呟きに、シュテファーニエは首を傾げた。


「数ヶ月でそこまで姿勢を維持できるなんて、とても頑張ったのね」


「そうですわね。ドレスを着たまま背筋伸ばすの大変なのに」


「はい、シュテファーニエ様は凄いですっ」


「……っ!!」


伯爵にもらったドレスに少しでも見合うように、と作法の稽古を思い出して背筋だけは伸ばしていたが、それを認めてもらえるとは思わず、シュテファーニエは瞠目する。


他の令嬢の態度から、お茶会に参加するには早かったかと後悔していたところだった。もう貴族の世界で同年代の友人は望めないと諦めかけてもいた。そんなときに、こんな嬉しい言葉たちをもらっては、泣いてしまいそうだ。


シュテファーニエが潤んだ瞳を必死に堪えているのを見て、リュディアは苦笑する。


「けど、カーテシーは次までに覚えておいた方がいいですわよ」


「かー？」


「令嬢の礼です。シュテファーニエ様」


ザスキアにカーテシーの説明を受けて、シュテファーニエは眼を輝かせる。


「なるほど。はい、少しでもリュディア様に近付けるよう頑張ります……！」


「!?　何故、わたくしですの……？」


いきなり目標宣告を受けて、リュディアは眼を丸くした。


「だって、リュディア様っていかにもご令嬢って感じで憧れます」


「ですわよね!?　私もリュディア様を見習って、あの方に見合う令嬢になりたいんですっ」


「リュディア様は素敵ですからね」


シュテファーニエの意見に共感する二人を見て、リュディアはむぅ、と剝れる。


「……わたくしたち同じ歳ですのに、どうしてわたくしだけ目標にされますの？」


小さく呟いただけだったので聞かれていないと思ったが、どうやら三人に聞こえていたらしく固まられた。その反応を確認して、リュディアは恥じ入るように頰を染めた。


「「「…………っか」」」


「か？」


「「「可愛い……っ!!」」」


三人同時に異口同音で言った。リュディアは突然のことにビクッとなる。


三人は瞳を輝かせながら、リュディアに近付く。


「リュディア様、可愛いすぎますわ」


「こんな可愛らしい一面もお持ちなんて、狡いです」


「わたしなんかでよければ、お友達に立候補させていただきますっ」


「え？　え??」


子供染みたことを言って幻滅させたかと思ったが、むしろ嬉しそうな三人の様子にリュディアは驚く。


「どうすれば、リュディア様に淋しい思いをさせなくて済むかしら？」


「ちょ……、わたくしは淋しいなんて……」


「そうですね。庶民の考えかもしれませんが、渾名あだなで呼び合うのはどうでしょう？」


「渾名？」


「わたし、シュテファーニエって長いんでお母さ……ま、とかにはファニーって呼ばれてるんです」


「ああ。愛称のことですのね。私はトルデと」


「私は、よろしければキアと」


愛称を教え合って、三人は一斉にリュディアの方を向く。三対の眼に期待を込めて見つめられ、リュディアは怯んだ。そして、恐る恐る口を開いた。


「わたくしは、ディアと……」


「「「はい、ディア様っ」」」


なんだか恥ずかしくてリュディアは、頰を染めつつ俯いた。それを見て、三人は満足そうに微笑んだのだった。


後日、訪ねてきた王子のロイに、リュディア嬢はモテるな、と評価された。







27．香水


紅葉が始まりだした。もう少ししたら落ち葉集めをしないといけない。


そんな季節の移り変わりを感じながら、俺は花壇の花の植え替えを手伝っていた。元々植えていた分は、まだ少しの間は咲いているので使用人出入口付近に避けさせてもらって、種になるものはそれを待ち、種植えの時季がきたら育てて使う。月下香げっかこうや鬱金うこんなどは球根だから花だけ切って、もうしばらくしてから一旦掘り上げて保管場所で越冬させる予定だ。


終わりかけの松笠菊まつかさぎくや羽衣草はごろもそうを鉢植えに移し、台車を使って使用人出入口付近へ運ぶ。邸の出入口から塀の勝手口の扉まで道が続いているので、その道沿いに鉢植えを置けば陽当たりが確保できる。


花壇の面積があり、往復距離も結構あるから数日はかかる作業だ。体力はいるけど少しずつ、花の絨毯が変わっていくのは面白い。親父が新しい花を植え、俺が咲き終わる花を下げる。


昼下がりになって今日の分の花を下げ終わった。一日中この作業だけしてしまうと庭全体の点検などができないからだ。汗を手拭いで拭いていると、邸の使用人出入口から見知った人が出てきた。


「こんにちは、カトリンさん。買い出しですか？」


「イザークさん、こんにちは。はい、茶葉や珈琲コーヒー豆などを買い足しに」


お嬢付きのメイドのカトリンさんに挨拶すると、挨拶し返してくれた。財布が入っているであろう小さいポシェットを下げて、メモを持っている。


なんだか少し弱っているように見えて、訊いてみた。


「どれぐらい買うんですか？」


「珈琲は豆の状態で買うので少し多めなんです」


メモを見せてもらうと、確かにカトリンさん一人では重そうな量だった。ちょっとだけ考えて、俺はカトリンさんに頼んでみる。


「あの、荷物持ちでも俺が一緒に行ったら迷惑ですか？」


「え……」


「貴族向けの高い店とか行く機会がないんで、外からでも見てみたくて」


俺みたいな庶民が店の中に入れる訳がないのは解っている。けど、店の外装だけでも観察できれば庭造りの参考になりそうだ。


この後は、庭の見回りでそれも大事な作業だし、親父について回るから勉強にもなる。それを蔑ないがしろにしている訳じゃないが、俺にはとことん上流階級の美意識が足りていない。今のままじゃ、親父みたいに来客区域の造園ができない気がする。


「構いませんよ」


俺が頼むように見つめると、戸惑いながらもカトリンさんは了承してくれた。


「じゃあ、親父に言ってきます。すぐ戻るんで、少しだけ待っててください」


「慌てなくても大丈夫ですよ……っ」


すぐさま俺が駆け出すと、カトリンさんが気遣う声を俺の背にかけた。転けないか心配してくれたんだろう。俺は大丈夫だと伝えるために、片手をあげて振って見せた。


親父に許可をもらって、カトリンさんと中央通りに並ぶ商店に向かう。道一本違うだけで、普段行く市場通りと景色も通る人も違う。基本馬車が行き交い、人がいるのは店の入り口付近かカフェのテラス席ぐらいだ。徒かちなのは俺たちみたいな使いの使用人ぐらいだ。


俺は、珈琲の袋を抱えて茶葉やティーセットなどを取り扱っている紅茶専門店の前で、カトリンさんを待っている。市場通りではほとんど品種で店が区別されるが、上流階級向けの店だとこういった一つのジャンルに特化した専門店もあると、今日知った。大きな硝子窓があってそこに商品がディスプレイされている。日本のショーウィンドウみたいだ。


シンメトリーな建物の造りは、エルンスト家の正面玄関辺りの庭にも通じるものがある。やっぱり左右対称とか整理された感じが貴族受けするんだな。綺麗だとは俺も思うが、のびのびと咲いている花や伸びている木が好きな方だから、こういうのも慣れないといけないと思った。未だに花の剪定が下手な俺は駄目だと反省する。


救いは、エルンスト家の人たちが豪奢じゃなく上品なのが好みなことだな……。


視界に入る店のほとんどが大きな窓に商品などをディスプレイしていた。貴金属店でなくとも、宝石などで眩しく飾ったり、薔薇などの豪奢な造花をちりばめたりして、商品を目立たせようとしている店もいくつかある。うん、眼に痛い。


俺には商品と飾りのどっちを目立たせたいのか判らない。けど、今カトリンさんが入っている店などは、窓辺にあるテーブルにベルベットのテーブルクロスがかかっていて、間に線を引くみたいに真っ白なシルクの帯状の布がその上にかかっている。そして、きっとブランドものだろう統一されたデザインの陶器のポットやティーカップが、飲む直前のように置かれていた。ポットの側には、中身があるかは判らないが店のロゴが入った茶葉の缶がある。さりげないのが上品に感じた。


お使い先の店の雰囲気で雇い主の嗜好が知れるから、やっぱり頼んでついて来た甲斐があった。


そう俺が一人満足していると、目の前を馬車が通過した。


道幅は広いが念のため一歩下がる。思わずその馬車を視線で追い、通り過ぎた先のカフェが眼に入った。


ちょうど昼下がりの時間帯だから繁盛しているようだ。テラス席まで客がいる。陽射しがあるから、テーブルごとの傘が開いて、主に女性のために紫外線を防いでいた。この世界の人って紫外線知ってるのかな。まぁ、知っていなくても日焼けするのが嫌なんだろう。


なんとなくそのまま傘の下にいる客を眺める。そして、ある客二人に眼が止まった。


一方は貴族女性。そのまま夜会に行けるんじゃないかってぐらいに豪奢なドレスをきて化粧も濃い。はっきり言って、ケバい。俺が苦手なタイプだ。


もう一方は、俺と同じぐらいの少年。女顔負けの美少年だった。紫丁香花むらさきはしどいみたいな色の髪が緩くウェーブになっている。美形は雇い先で見慣れてるから驚かないが、不思議と見た目だけで、梔子くちなしみたいな甘い香りがしそうな印象を受けた。


顔色悪っ。


眼を止めた理由は、少年の方が傘の下だからということを差し引いても顔色が悪かったからだ。


顔色の原因は見て判る、隣の女性だ。


家族や親戚のようでもないのに異様に近い。少年の肩を抱き、顔の輪郭を陶然とうぜんと撫でている。子供に向ける視線じゃない。


痴漢？


いや、その一歩手前のセクハラか。これに権力とかプラスされてたら、パワハラだな。少年が判りやすい抵抗をしていないから、その可能性もありそうだ。


「イザークさん、お待たせしました」


カトリンさんが、紅茶専門店から茶葉の入った缶を手に出てきた。俺はカフェから視線を外して、振り返る。


「いえ、いい勉強になりました。ありがとうございます」


感謝を込めて伝えると、カトリンさんは小さく笑った。


「……っふふ、イザークさんはそういうところに噓がないから困ります。お礼を言うのは私の方なのに」


困る、というよりは可笑しそうに笑われて、俺は首を傾げる。俺から頼んだのに、なんでカトリンさんがお礼を言うんだろう。


カトリンさんが行こうと促したが、さっきの少年が気になって、俺はもう一度カフェの方を見遣る。


「どうかしました？」


「いや……」


今度はカトリンさんの方が首を傾げた。俺の普段来ない場所だから、カトリンさんには俺が何を注視しているのか判らない。


今日はあくまでカトリンさんの付き添いで来ただけだし、状況判断だけの俺に何ができるでもないと頭では解っている。けど、自分と同じぐらいの奴があんな表情カオしているのを無視はできない。


怯えというより、恐怖だ。隣の女性が少年の意志を慮おもんばかっているようには見えない。まるで自分の人形で遊んでいるような感じだ。自分の存在を塗り潰される視線を受けるのが、どれだけ恐こわいか、俺は知っている。


一度周囲を見回すと、ある人物に気付いて俺は声をかけた。


「兄ちゃん！」


「ザクでねぇか。こんなとこで会うなんてめずらしぃなぁ」


厨房で会う料理人の兄ちゃんの一人だ。料理人の兄ちゃんたちの中ではまだ若い方で野菜の下拵えをしているのをよく見かける。坊主頭なこともあって野球部一年みたいな兄ちゃんだ。


「兄ちゃんも買い出し？」


「んだ。いい香り茸だけが入ったから、おやっさんに言われて……」


「じゃ、コレもついでに頼む！　カトリンさん、途中で抜けてすみません!!　先に兄ちゃんと帰っててください」


ちょうどエルンスト家同僚の料理人の兄ちゃんの一人に遭遇したので、俺は持っていた珈琲豆の袋を兄ちゃんに預けて、すかさずカトリンさんに頭を下げる。兄ちゃんによろしく頼む意味を込めて片手をあげて見せ、二人をその場に置いて駆け出した。


二人が名前を呼ぶ声が聞こえたが、振り返らなかった。


通過する馬車や人を避けて、カフェのテラス席に近付くと食事する場所にはそぐわない匂いが鼻を突いた。


百合の香りを煮詰めて、沈丁花じんちょうげのような鋭さを持たせたみたいな強い匂い。俺は、どちらの花も香りだけは得意じゃない。苦手な香りの濃い空気を吸って、俺は気持ち悪くなる。周囲の客も数名、顔を顰めていた。


「おばさん、臭い」


「なっ!?」


匂いの元の女性にストレートに告げる。女性はいきなり現れて失礼なことを言った俺に驚愕の眼を向けた。


「そんな香水つけすぎたら、飯も茶も酒も、なんも美味くない」


食事をするところで香水をしていると料理の香りを邪魔して味わえない。前世の日本に全席禁煙の店があるのは、料理の味を香り含めて楽しんでもらうためが大きい。


前世の高校時代、ちょっと煙草に憧れた時期があったが、当時の化学のおっさんが吸ってる間は飯が不味まずくなるし、止めたら血管の太さが戻って飯が美味くなるから絶望的にデブるぞ、と自分の腹を叩いて断言したから諦めた。


煙草は規制できるが、香水はお洒落の範疇はんちゅうだから規制が難しい。それは、前世の日本も、このアーベントロート国も同じらしい。周囲の客の何人かが、言いやがったこいつ、みたいな眼を俺に向けた。


「香水ってちょっと香るぐらいがちょうどいいんだろ。おばさん、淑女レディなのにそんなコトも知らないの？」


前世の妹から聞き齧った知識だけど間違ってないだろう。オク様とかそうだし。


「～っなんて無礼な下民なの!?」


ガタン、と憤怒で顔を赤くした女性が立ち上がったのを確認して、俺は少年の二の腕を掴む。俺の発言に眼を丸くしていた少年が、びくりと怯えた眼を向けるので、真っ向から見返す。


「ここに残りたいなら俺の手を振り払え。嫌なら、逃げるぞ」


「え」


少年にだけ聞こえるように言い、俺は少年の腕を引いて走り出す。


「ケバいおばさん、化粧薄くした方がマシになると思うぜっ」


化粧まで濃い貴族の女性へ、去り際に一言告げた。


少年は足をもつれさせながらも、引かれるままに走る。だが、運動慣れしていないのか俺より遅い。


制止の声が背にかかり、ちらりと後ろを一瞥すると女性の使用人か護衛らしき男が二人ほど追いかけてきていた。このままだと追い付かれる。


俺はすぐに曲がって、店と店の細い間に入った。辛うじて大人一人が通れるほどの道幅で、日陰だったから念のため闇魔法で覆っておく。動きながら気配を消す影を覆うのは初めてだから、うまくできているかは判らない。少しでも気付かれにくくなれば御の字だ。


店の間を抜けると市場通りに出た。一気に人の波が視界に広がる。


この人の多さに慣れている庶民の俺は、躊躇わずに市場通りに入る。掴んだ腕は一瞬躊躇ったが、後退することなくついてきた。


市場通りに出た時点で、影の膜は破けていたが、これだけの大人がいる中で子供二人を見つけるのは至難の業だろう。確実に追手の気配が消えるまでは俺もついてくる少年も無言だった。


「……っま、待って！」


吐息混じりの声に足を止めて、振り返ると、肩で息をした少年の顔の輪郭を一筋の汗が伝った。人通りの多い市場通りでは走れないから競歩ぐらいの速度にしていたものの、少年にはハードワークだったみたいだ。


「お前、体力ないなぁ」


「騎、士の家でもないのに、貴族が、鍛えている訳ない、じゃないか……」


「でも、レオなら平気でついてくるぞ」


「誰、それぇ……」


この国の王子だと俺が言っても信じないだろうな。というか、レオが変なんだろうか。貴族が家系によって鍛えないなら、王族が鍛えているのは普通なのかよく判らない。


そういえば、レオのルートのミニゲームはタクティクスＲＰＧで部隊を指揮する側だったから、ゲームでも戦闘力があったか知らないな。


とりあえず、大分距離は取ったから大丈夫だろうと、少年に合わせて普通に歩くことにした。少年の息が整ってきたところで、名乗っておく。


「俺、イザークっての」


「えっと、イザーク。君、なんで僕を助けてくれたの？」


「助けてないぞ」


「へ？」


少年は驚くが、俺も首を傾げる。


「お前が自分の足で逃げたのに、なんで俺が助けたコトになんの？」


俺は振り払える程度の力でしか、少年の腕を掴んでいない。今だって、もう腕を掴んでいないのに、少年は俺と一緒に歩いている。


俺の言葉に少年はぽけっと呆けた。


「それに、まだその場凌しのぎしかしてないから対策考えないとな」


「あ……」


一時的に難を逃れただけの状況に気付いた少年は、これからのことを想像したのか顔色を悪くした。そんな少年の背中を平手で叩くと、勢いをつけすぎたのか少しだけ前につんのめった。


こんな扱いを受けたことがないのか、少年は戸惑ったように俺を見た。けど、顔色はマシになったから俺はにかりと笑った。


「ほら、行くぞ」


「そ……、そういえば、どこに……？」


「避難も兼ねて、庶民の俺じゃ分からないから相談しようと思って」


「誰に??」


少年は首を傾げつつも俺についてきた。使用人入口を通って、俺は庭の中を歩く。その後ろを恐る恐るといった様子で少年が続く。


「いいのかなあ……」


「ちゃんと相談するし、ダメだったら俺が叱られるだけだ」


森の中のような木々の間を抜け、垣根を潜らせると少年はぷはっと止めていた息を吐いた。


今は、噴水の周りに美女桜びじょざくらを赤・白・桃・紫の順で一色ごとに一纏ひとまとまりにしてぐるりと囲っている。それらの背が、噴水の縁ふちより下にあるから、そのまま噴水の縁に座ることもできるので、少年をそこに促した。


「お前、名前は……って、今更だけど敬語使って要る？」


「ふっ、本当に今更。いいよ、もう」


呆れたのか笑われてしまった。まぁ、暗い表情カオされるよりはいいか、と思いつつ、俺も隣に座った。


「僕は、ニコラウス・フォン・ルードルシュタット」


「じゃあ、改めて。俺はイザーク・バウムゲルトナーだ。エルンスト家の庭師見習いをしてる」


ニコラウスはエルンスト家の名前を聞いた瞬間、瞠目した。


「え！　じゃあ、ここは公爵家の庭!?」


きょろきょろしてニコラウスが慌てていると、垣根ががさりと鳴って、ニコラウスの肩が跳ねた。


「あ、お嬢。ちょうど呼ぼうと思ってたんだ」


「ザク、やはりここにいたんですのね。デニスが戻るのが遅いと心配していましたわよ」


寄り道はいけない、と外套のフードを脱ぎながらお嬢に叱られる。親父は心配ではなく怒っていると思うが、それで自分の知ってる範囲で探してくれるお嬢は優しい。親父の件は、この後もしばらく戻らないから、最低でも拳骨一発は覚悟しておこう。


叱られる覚悟を決めつつ、笑ってお嬢に礼を言う。


「探してくれてありがとな、お嬢」


「べ……、別に、美女桜が咲いているか見にきたついでで……」


花が咲いている噴水の方に眼を向けて、お嬢の言葉が途切れる。俺も視線を追って見ると、噴水の向こう側に隠れてニコラウスが怯えながらこちらを窺っていた。


「あ、お嬢。あいつ、ニコっての」


「……ニコラウスっ」


「それ。ごめん、長くて覚えきれなかった」


「精霊……ではなく、人間ですの……？　ザク、彼はいずれかの令息でしょう！　どうしてこんなところに!?」


「保護した」


お嬢は驚いた後、俺の回答に呆れた表情になり、長い溜息を吐いた。


「彼は犬猫ではありませんのよ……」


「だって、痴漢に遭ってたし」


「わーっ、ご令嬢になんてことを!!」


お嬢は痴漢の単語にびっくりし、ニコラウスは頰を羞恥に染め、焦って俺の口を塞いだ。俺は塞がれた手を外して、ニコラウスに振り返る。


「お嬢に相談しようと思ってたから、バラした方が早いぞ」


「な……、なんで、ご令嬢に～？」


ニコラウスは泣きそうに弱った表情になる。男のニコラウスが女子に相談するには、情けないし恥ずかしいだろうが、庶民で男の俺だけじゃどうしようもない。


「女子の意見もいるだろ。なぁ、お嬢。こいつ見てどう思う？」


俺の背に隠れようとするニコラウスをお嬢がじっと見る。しばらく言葉をなくして、感嘆の吐息を漏らすように感想を述べた。


「引き込まれるように美しい方ですわね……」


「やっぱこいつ美人だよな」


女子より美人なのに、不思議と女と見間違わない。お嬢が一瞬、精霊と見間違うぐらいの妖艶さもあるんだろう。俺には判らないが、たぶんこいつから何か出てる。フェロモン的なの。


「あ、ご挨拶が遅れて申し訳ありません。わたくし、リュディア・フォン・エルンストと申します。この度は当家の使用人が失礼いたしました。代わって、お詫びいたします」


「ひょえ…っ、い、いえっ、そんなとんでもない！　ニコラウス・フォン・ルードルシュタットですっ」


「……おい、俺を挟んで挨拶をするな。てか、なんでお嬢が謝るんだ」


ニコラウスが俺に隠れるせいで、二人の会話の間に立たされている。


「ザクが失礼なのは、今に始まったことではないでしょう」


「お嬢が代わりに謝ることないだろ、自分のことなんだから俺が謝る。ニコ、ごめん。なんか失礼したらしい」


「らしい、なんだ……。君が失礼なおかげで助かったから、いいよ。というか、名前覚える気ないよね？」


「それも、ごめん」


重ねて謝ると、もうその呼び方でいいと苦笑された。


「そいや、なんで隠れようとすんの？」


「だって、女の子も女性だし……」


ニコはさっきからお嬢の視界に入らないように隠れようとする。けど、陽溜まりになっている小さな噴水しかない自習用の庭で隠れる場所がないから、俺を盾にしている。どうやら痴漢に遭わないまでも、同年代の女子からも何かしらの視線なり想いを向けられ、怯えの対象になっているみたいだ。


「お嬢は大丈夫だ。レオとかで耐性あるし」


「なんですの、その根拠は。ロイ様にも失礼ですわ。第一、ニコラウス様は種類が違います」


「えー、じゃあ、お嬢もニコにセクハラしたくなんの？」


「せくはらが何かはわかりませんが、公爵令嬢たるわたくしが、ニコラウス様に失礼をするはずがないでしょうっ」


「流石、お嬢かっけー」


お嬢が胸を張って宣言したから、俺は称賛を込めて拍手を送った。けど、カッコいいと言ったからか、お嬢は半眼になって俺を見た。褒めたのに。


まだちゃんと聞いていなかったので、今後の対策を考えるため、噴水に座り直してニコに事情を聞くことした。ニコにまた座るように促し、俺はその隣に座り、股ももを軽く叩いた。


「ほい、お嬢」


「？　なんですの？」


「そのまま座るとスカートに花粉付きそうだから」


こてんと首を傾げたあと、意図を理解したお嬢は、顔を真っ赤にした。


「結構ですわ!!　ザクの上に座るぐらいなら、立っていますっ」


「そんなっ、ご令嬢に立たせたままでいるなら僕も立ちます！」


「座るトコあんだから、座ればいいじゃん」


「大体、どうしてこんな植え方をしましたの!?」


「可愛いと思って」


色のブロックで噴水の周りを囲ったら、花の額縁みたいでいいと思った。お嬢に責めるように訊かれて、素直に答えたら二人が脱力した。


「もういいですわ……」


「大変ですね。リュディア様」


何かに疲れたようなお嬢に、ニコは労りの言葉をかける。ニコは何に同情しているんだろう。


ともかく、腰を落ち着けて話すことになり、俺はお嬢の手を引いて膝の上に横向きに座らせる。こうすればニコとも話しやすいし、花がスカートの裾にかかることもないだろう。


お嬢が妙に硬直しているように見えるのは気のせいだろうか。まぁ、男の膝なんて座り心地悪いか。


「ニコラウス様っ、事情をお伺いしても!?」


「はっ、はい」


お嬢が急かすように話を切り出し、ニコは恐縮しながらも経緯を教えてくれた。


「家は伯爵家なんですが、父が宰相を務めているため、上位貴族の方からもよく声をかけていただくんです。だから、母に連れられてお茶会にも頻繁に参加していて……、何人かの方に甥へのプレゼントを選ぶのを手伝ってほしい、などの理由で個人的なお誘いを受けて、その、断れなくて……」


話すほどに意気消沈していくニコ。立場上断れないのは仕方ないのに、女性に迫られて抵抗できない状況に、男として情けなく感じて打ちのめされているんだろう。


「んで、性質たち悪いおばさんに絡まれてたからつれてきたんだ」


「おば……、今はいいですわ。となると、平民の子供に連れ去られた状況で、向こうは騒いでいるでしょうね。邸に戻り次第、迷われていたニコラウス様を偶然見かけて我が家に招いた、とルードルシュタット家にはお伝えしましょう」


「お嬢、話が早い」


「ザクのことだから、相手にエルンスト家の縁者と判るようなことはしていないでしょう。


ニコラウス様、金銭を持っていなかったからすぐに解放された、ということにしていただけますか？」


「それはもちろんっ」


「今回のことでご縁ができましたし、確かお母様はルードルシュタット伯爵夫人と親しかったはずですので、今後何かあれば当家にいらしてくださいな。


ただ……、事情を伏せてお母様に協力を仰ぐつもりですが、知られる可能性があることをご了承ください」


「わ、わかりました……っ」


「避難場所確保しても、大本の原因をどうにかしないとな」


「相手が女性というのが……」


「だよなー」


相手が男なら殴るなりの実力行使もできるが、女性相手にそんなことしたらニコ側が暴行犯扱いされる。俺とお嬢が悩んでいると、ニコの表情カオが徐々に暗くなってゆく。


「ま、とりあえずこれまでの分のストレス発散をしようぜ」


「へ？」


俺の提案に、ニコはどう反応したらいいか判らない表情カオをした。お嬢に断って膝から下ろし、俺は来る途中に寄った洗濯干場近くから持ってきた巾着袋きんちゃくぶくろを開いた。


「それはなんですの？」


大きな袋から取り出した革製の枕みたいな塊を見て、お嬢とニコが不思議そうに覗き込む。


「なんか殴るヤツ」


師匠と訓練するときに使う用具を持ってきたけど、名前は知らない。腕を通すところと持ち手が一面にあって、盾みたいに構えるタイプだ。そこそこの大きさだから蹴りにも使える。


「よっしゃ、どっからでも来いっ」


「え？　え??　ど……どうしたら……？」


革袋を構える俺に、ニコは戸惑う。戦闘訓練どころか、喧嘩の一つもしたことがないようだ。


「コレを思いっきり殴れ。キモいとかクソババアとか文句ごと」


「キモいって何？」


「気持ち悪いって意味」


「これにどんな意味が……？」


「とりあえず、すっきりする」


ニコもお嬢もよく解らない様子だ。殴るだけ殴ってみるように言うと、おずおずとだがニコが拳を作って、革袋に当てた。


「弱い。思いっきりやれ。あと、もっと脇締めろ」


「えい……っ」


さっきよりは力が入っているが、まだ弱々しい。


「声が出てない。キモいって言ってやってみ」


「そ……そんなこと……」


「ここなら誰も聞いてないから、どんだけ口悪く罵ってもいいんだよ。ほら」


ニコにはそう言ったが、そういやお嬢がいた。


お嬢に念のため耳を塞ぐようにジェスチャーで伝えると、両手で耳を塞いでくれた。俺はそれを確認して、風魔法でお嬢の周囲だけ音が届くのを妨害する膜を張る。完全防音は無理でも、聞こえづらくするぐらいはできるだろう。まぁ、聞こえたとしても悪口もろくに言えないお嬢が覚えるとは思えないが。


若干迷う素振りを見せてから、ニコは声と共に拳を突き出した。


「きっ、キモい……！」


ばすっと初めて重めの音がした。今までと拳の感触が違うのが判ったのだろう、ニコは瞳を輝かせる。


「いいじゃん」


「確かに、ちょっとすっきりした……っ」


もう一度、と俺が構え直すと、今度は躊躇わずに声と共に拳を打った。何度か打つと、ニコは放っておいても勝手に不満を打つけ始めた。


「ベタベタベタベタ……、気色悪ぃんだよ、クソババア!!」


どすり、といい拳が入る。


「親父も何かあれば言えって……、言える訳ねぇだろうが、ボケェ!!」


またいい拳が入る。というか、ニコ、俺より口悪くなってないか？　まぁ、それだけストレス溜っていたんだろう。怒気迫る表情カオも美人とはある意味凄いな。


拳を打ち込み終えたニコは、肩で息をして汗を袖で拭うと、深呼吸をして息を整えた。そして、晴れやかな笑顔を見せる。


「ああ、すっきりした！」


「そりゃ、よかった」


「……男の子って、分かりませんわ」


風の膜を解いて、もう耳を塞がなくていいと伝えると、お嬢が理解し難がたいという眼を俺たちに向けた。


前世で、ダチとテスト明けとかにバッティングセンターで意味もなく叫びながら打ったりしたけど、ああいうのを女子がしてるの見たことないな。女子には解らない感覚なんだろうか。ラーメンの名前を言いながらとか、意味なく楽しいのに。


ストレス発散が済んだところで、今後の対策を改めて考える。


「ずっと母様の傍にいる訳にもいかないし、母様は気付いてないから逆に相手と都合つけられてしまうこともあるんだ……」


「どう回避するのがいいのかしら……」


「あ」


俺が思わずあげた声に、二人がこちらを向いた。


「そもそも対象にならなきゃいいんじゃね？」


「どういう意味ですの？」


「ニコが別の見方をされるようになれば、向こうが寄って来なくなるから、わざわざ逃げなくてもよくなる」


ゲームだと敵は敵で固定されている以上、エンカウントするかどうかだけど、現実なんだから敵になる状況自体を変えることだってできる。


「そんなことできるの？」


「たぶんできる、けど……」


「けど？」


「ニコにもリスクがある。この先、ダチができにくくなるかもだし、好きな娘コできたときに苦労するかも……、てか、する」


「やる」


ニコが案を聞く前に即答するから、俺はびっくりする。


「……結構覚悟いるけどいいのか？」


「あんな悍おぞましい思いするくらいなら、どんなことでもやる。元々、女性が寄ってくるからそれを妬むか、顔で罵ってくる奴らしかいないから、男の友人なんていない。それに、できる気なんてしないけど、万が一そんな娘できたときに綺麗な身体からだでいる方が大事！」


「お、おう……」


鬼気迫る勢いで言い募のられて、気付けば至近距離にニコの顔があった。そこまでか、ニコ。お嬢も、ニコの様子から切実にヤバいと感じたらしい。ニコに同情の眼差しを向けている。


ニコの肩を押して、距離を取ってから思い付いた案を言う。


「ニコがオネエになればいいんだよ」


「「オネエ??」」


ニコもお嬢も意味が解らなくて、言葉を繰り返した。


「フリでいいから、男のままで言葉遣いとか仕草だけ女っぽくするんだ」


「確かに周囲の見る目は変わるでしょうが、それで効果がありますの？」


「ニコを異性と思ってるから対象になるんだ。なら、その相手から同性の反応が返ってきたら、そう思えなくなるだろ」


「そういうものですの？」


「女性らしい言葉と仕草って……」


何を参考にしたらいいのか判らないニコが、お嬢の方を見たので注意しておく。


「お嬢は参考にならないぞ。可愛いから」


「な……っ!?」


唐突にお嬢がぼっと顔を真っ赤にした。参考にならないと言ったのを怒ったのだろうか。悪口じゃなくて、お嬢を参考にしたら、たぶんニコはオネエじゃなくて、なんだっけ？　確か、男の娘コとかいうのにジョブチェンジしてしまう。友達の一人がそれ推おしで話が合わないと、前世の妹が愚痴ぐちっていたのを聞いたことがある。それだと、むしろ加害者の範囲が拡ひろがるかもしれない。


「じゃあ、どんな風にすればいいの？」


ニコがお嬢の反応に苦笑したあと、俺に訊いた。


「えーっと、一人称はアタシで、なんかご意見番みたいな……意見バシバシ言う感じ」


「なんか、強気じゃないとできなさそう……」


「ニコ美人だから、高飛車なくらいの方がいいぞ。物理攻撃できない代わりに、美人なのを武器にするんだ」


「この顔を武器に……？」


美人なせいで被害に遭っていたニコには、その容姿を武器にするという考えがなかったらしい。長い睫毛に縁取られた大きな眼を丸くする。


しばらくの沈黙のあと、腹を括ったのか、やってみる、とニコは呟くように言った。言葉遣いだけでも慣れるように少し練習して、実際の効果の確認をお嬢に協力してもらう。公爵令嬢相手に怯ひるまず言えれば、度胸もつくだろう。


深呼吸を一つして、ニコは口を開いた。


「リュディア嬢もまあまあ可愛いけど、アタシの美しさには敵わないわね」


軽く髪を払って、高飛車にニコが言い放つ。すると、お嬢がむぅ、と剝れた。







    
  
  




「……反論はありませんが、なんだか悔しいですわ」


「ああっ、すみません。リュディア様！」


「戻るなよ、ニコ。成功じゃん」


「え……」


「お嬢、どう感じた？」


「同性から指摘を受けたような心地でしたわ。あのような態度を取られたら、男性と意識できませんわね」


お嬢の感想を聞いて、ニコは効果を実感したらしく表情を輝かせる。男と見られない方が嬉しい、というのは変な話だが、ニコの事情なら仕方ない。


「僕……、アタシ、これで行くわ！」


ガッツポーズするニコはオネエ言葉なのに、逞たくましくなったように見えた。


「おー、がんばれ。ストレス発散なら、また付き合うぞ」


「ありがとう」


満面の笑顔でニコは頷いた。やる気に満ちた様子のニコを眺めて、お嬢は呟く。


「……ザクは、本当に妙なことを思い付きますわね」


「そうか？」


「深刻な問題だったはずなのに、なんだか馬鹿馬鹿しくなりましたもの。妙ですわ」


「そっか」


俺は褒められていないと解っていて、笑った。


最初に見たときの表情カオと一変してるニコを見れて嬉しくなった。やってみないと判らないところもあるが、ニコが前を向いていることが大事だと思う。






その日、ニコはお嬢と邸に戻り、エルンスト家の馬車で送られて帰ったそうだ。一ヶ月後、庭仕事をしていると、いつものようにお嬢が訪ねてきた。お嬢の後ろに、もう一人一緒にいる。そのもう一人が、手を大きく振りながら、お嬢を抜いてきた。


「ザクー、来たわよーっ」


「お嬢。ニコ、また来たのか」


「どうして、教えていないのに、ザクに会う日に限って、ニコラウス様はいらっしゃいますの……？」


「やぁね、ディア嬢。アタシのことはニコちゃんって呼んでって言ってるじゃない」


態とらしく頰を膨らませてみせるニコに、お嬢はげんなりとする。


「開き直りすぎじゃありません？」


「あら、演やるなら徹底的にしないとバレるじゃない」


「ニコって役者になれそうだな」


感心して俺が呟くと、ニコは嬉しそうに艶然と微笑んだ。


「それもいいわね。それで、ザク──」


笑顔のまま、がっと肩を組まれる。


「殴らせろ」


端的すぎて語弊が酷いが、俺はもう慣れた。試したストレス発散方法が気に入ったらしく、ニコは定期的に俺に相手を頼むようになった。痴漢やセクハラ被害はめっきりなくなったらしいから、もうただの趣味かもしれない。


「もう少しで掃き終わるから、待ってろ」


「早くしろよー」


落ち葉を箒で掃きながら、ニコの相手をする。待ちきれないらしいニコは、俺の背後にへばりついて急かしてくる。


「だったら、離れてくれ」


「そうですわっ、ザクの仕事の邪魔をしないでくださいませ！」


掃く分にはいいが、移動がしづらいので離れるように言うと、お嬢も注意してくれた。


「やだ、ディア嬢。羨ましいの？」


「ちっ、違います!!」


楽しげに訊くニコに、揶揄からかわれたお嬢は頰を上気させて怒る。そこから二人は口論し始めたので、俺はほどほどにしろよ、とニコに声をかけて作業に専念する。


最近、作業ＢＧＭが賑やかになった。


まぁ、じっと待っているより、お嬢が退屈しなくていいだろう。







28．奇跡


「今年も誕生日パーティーするのか」


聞き返すと、お嬢が頷いた。でも、その表情は浮かない。


俺は落ち葉を箒で掃きながら、首を傾げる。


「楽しみじゃないのか？」


「いえ、トルデ様もファニー様もキア様も、招待したら来てくださる、と……」


兎の娘以外にも友達ができて、渾名で呼び合うようになったようだ。よかったと思うし、これまで友達のことを話すお嬢も嬉しそうだった。でも、今は喜びきれないような難しい表情カオをしている。


今年もお茶会形式で誕生日パーティーをするらしい。今回はエルンスト家主催だからダンスはなく、代打の俺は参加しなくていい。代打の機会はこれまで数回で済んでいて、基本お嬢とホストの令嬢とだけ、ダンスの相手になればいいからどうにかなった。オク様がお茶会でダンスをすること自体珍しいと言っていたからそんなもんなんだろう。


きっとこれから毎年、お嬢の誕生日パーティーが催されるんだろう。公爵様もオク様も、お嬢を大事に思っているから、人見知りなのを考慮して親族や知人などの最低限の人数しか招待していないそうだ。メイドのカトリンさんから聞いた。俺にはそれでも多いと感じる人数だが、公爵家、という家格からすれば規模が小さいんだろう。


貴族のお嬢には普通のことだろうに、何で微妙に嬉しくなさそうなんだろう。俯きがちになり黙り込む様子からして、まだ何かありそうだ。


「ん？」


一旦掃く手を止めて、お嬢の前まで行き、屈んで下から眼を合わせる。淡い青の瞳をしばらく見つめると、閉じていた口が少し開いた。


「……だって、最近はニコラウス様もいるんですもの」


拗ねたような呟きに、俺はきょとんとなる。


確かに、ニコが俺をストレス発散に付き合わせようとすると、お嬢経由で訪ねて来るしかないから、三人でいることが多かった気がする。そういやニコの奴、どうやってお嬢が俺に会いに来る日を把握してるんだろう。


俺の作業が終わるまで、話し相手がいて退屈しないかと思ったが、逆にニコのストレス発散する間はお嬢を待ちぼうけさせる。打ち込み練習なんて汗臭い系だから女子にはつまらないだろう。だから、師匠こと執事のハインツさんに稽古つけてもらっていることを黙っているのを忘れていた。


俺は立ち上がり、一度軍手を脱いで手拭いで拭いてから、お嬢の頭の上にぽんと手を置いた。







    
  
  




「パーティーの後さ、ちょっとだけ会えるか？」


「え……、でも、夕暮れになりますわよ？」


「なら、西の東屋がちょうどいいな。そこで待ち合わせるか」


「何が、ですの??」


解っていない様子で見上げてくるお嬢に、俺は笑いかける。


「虹、見せる約束だろ」


驚きで見開いた淡い青の瞳が、みるみる輝いていく。そんなに驚くなんて、俺が忘れているとでも思ったのだろうか。お嬢との約束を忘れる訳がないのに。


「終わり次第向かいますわっ」


まぁ、お嬢が笑ったからいいか。お嬢の笑った顔が見れるなら、俺の扱いなんて二の次だ。


俺は置いたままの手で、お嬢の髪型が崩れない程度に撫でてから、手を放した。


「今日はお嬢の話、ゆっくり聞けるな」


ニコといるときの言い合い混じりで聞く話もテンポ良く賑やかでいいが、お嬢のペースで一生懸命話しているのを聞くのも好きだ。俺は相槌を打つぐらいしかできないが、作業で見ていなくてもお嬢の嬉しそうな声を聞くのが楽しい。


お嬢に指摘されて気付いたが、こうして二人だけなのは久しぶりな気がする。そして、この時間が結構好きだったんだと気付いた。


なんだか嬉しくなって表情が緩む。


「……っひ、人の話を聞くなら、その締まりのない顔をやめなさい！」


「悪い。お嬢と二人なのが嬉しくて」


「ふ……!?　その口も閉じなさいっ」


真っ赤になったお嬢に叱られた。そんなに不真面目な表情カオをしていたんだろうか。


本当に余計なことしか言わない、とお嬢に説教される。本心だと返したら、さらに叱られた。解せん。


とりあえず、落ち葉掃きの間、お嬢が話すのを相槌をしながら聞いていた。はらはらと落ちる落ち葉に乗って降るようなお嬢の声が心地よかった。






次の休日、俺は市場通りに来ていた。レオの視察の案内も頼まれてはいるが、その時間より早めに来て、普段来ない服飾雑貨区域に今いる。お嬢の誕生日プレゼントを買うためだ。


さっぱり判らん。


来て間もないが、既に途方に暮れかけていた。


俺の所持金で買える範囲だと、服関係は安物になるから駄目だし、装飾品は綺麗だと判っても眩しいのが苦手だから良さが解らない。


女子の扱いに慣れてそうなレオや、女子と話しが合うニコに相談するべきだったかもしれない。でも、最終的には俺が選ばないと意味ないしなぁ。できれば、お嬢の好みから外したくないし、悩みどころだ。


首に下げたロケットペンダントを取り出して、蓋を開ける。そこに、咲いたように小さな四葉がある。以前、お嬢からもらったものだ。


しばらく四葉を見て、気合いを入れ直した俺はロケットをシャツの中に直した。


今度は雑貨屋でも覗こうかと思ったところで、空気が暗くなる。晴天の人が行き交う往来で、日陰にでもいるような温度のない空気を肌で感じた。


闇魔法？


こんな人気ひとけのある場所で感じるには場違いな闇の精霊の気配を濃く感じる。


ぐるりと周囲を見回すも、通り過ぎる人たちの顔色は良い。普通の人は庶民の魔力値が低いからというより、使うときに自分の魔力しか意識しないから、精霊の気配に気付いていなさそうだ。


俺は無詠唱で魔法を使うために、精霊補助を利用しているから精霊の気配が強いときは感知できる。


人が魔法を使うときなどは、発する魔力に吸い寄せられてその属性の精霊が集まるから、自然と気配が濃くなる。前にチンピラが魔法発動しようとしているのを感知して、見回りの兵士に言ったら犯行未遂で取り押さえられたっけ。そのとき感知したのも闇魔法だったな。


闇の精霊の気配を探ってみて、俺は首を傾げる。


以前感知したときと違って、闇魔法なのに邪気がない。


闇魔法は精神干渉、つまり催眠系のものが多く、悪用されやすい。だから、闇魔法は邪気を孕はらみやすい。人が悪意を持って魔法を使うと、精霊の気配が濁にごって感じるのに闇魔法でそれを感じないのは珍しい。


物珍しさを感じつつ、闇の精霊が吸い寄せられる方向に向かって魔力の元を探す。すると、道の向いの小間物屋の壁際にうずくまる何かがいた。近寄ると、大きさから俺より歳下の子供だと判る。壁の方を向いて、ぶつぶつと呟いている声からすると少女だろう。


何だ、こいつ？


フード付きの大きな外套のせいで、フードが脱げて見えている頭以外、ただの布の塊だ。相手は人間だが、変な生き物に会った気分だ。


行動も妙だが、髪色が金髪で太陽を反射して眩しいから、もっと人目を引いてもいいはずだ。なのに、俺以外の人たちはこの少女に気付かず通り過ぎていく。避けられてはいるから、まったく見えない訳ではなさそうだから、余計に妙だ。


少女が纏まとっている外套の効果か。闇魔法の元は少女の外套のようだ。恐らく、使用者の気配を限りなく薄める魔具なんだろう。


「……だ。…………までは、……なはず。でも……」


「お前、大丈夫か？」


思わず素で訊いた。人に気付かれないのをいいことに、ひたすら呟いている様子は奇妙だ。本当に色々大丈夫だろうか。


かかると思っていなかった声をかけられ、少女の肩がびくりと跳ねた。それから、恐る恐るこちらに振り返る。


不安そうな青い瞳が俺を映して、声に出さずとも誰だ、と問うていた。


俺の方は、振り返った少女の顔を見て納得した。こんなに眩しい金髪を俺は見たことがある。


「お前、レオの妹か？」


お嬢の話で妹がいる、と聞いたことがある。レオが女だったらこんな顔立ちだろうと思えるほどに、少女はレオと顔の造りが似ていた。確実に血縁だろう。


「レ、オ……？」


「あーっと、ロイ様の妹か？」


少女には馴染みない呼び名だったことに気付いて、屈んで視線の高さを合わせて訊き直した。念のため、他の人に聞こえない声量に抑える。


「ロイ兄様を知っているんですか……？」


純粋な驚きで訊き返される。そりゃ、庶民が王子のレオの顔を知っているのは珍しいだろう。肖像画などは高価だから流布しておらず、本も買えない庶民の間で王族の外見は口伝だ。本来なら知っている訳がない。


「ああ。下町視察の案内を頼まれている。俺はイザーク。これでも一応、エルンスト家の庭師見習いだ」


「では、リュディア様の……」


そうでしたか、と身元を明かすと少女は納得してくれた。小さくため息を吐き、強張りを解く。正体が判って、俺に対する怯えがなくなったんだろう。


「で。迷子か？」


俺が訊くと、少女は一度気まずげに黙り込んで、不承不承頷いた。


「なんでこんなトコにいるんだ？」


「ロイ兄様が城下を視察されるのについて来たんですが、あちこち見ていたらロイ兄様を見失ってしまって……」


その上、人波に流されて戻る方向すら判らなくなっていたらしい。ついて来た、と言っているが、身につけている外套の効果からして、レオが知っているか怪しい。


「その外套、どうしたんだ？」


「ロイ兄様の書斎にあって、着てみたら、その……」


「あいつは、なんつーもんを持ってんだ……」


口籠ごもる少女のその先は聞かなくても想像がついた。サイズが大きいとは思ったが、まさか、魔具の持ち主がレオとは思わず、俺は頭を抱える。せめて、小さい子妹の眼の届かない場所に置いておけ。ガキの好奇心と行動力は嘗めたらいけない。


文句はレオに会ったときに言うとして、気まずそうに俺を窺う少女の頭を撫で、笑いかける。


「もう大丈夫だ。兄貴のトコにつれてってやる」


叱るのは兄貴のレオか両親とかの役目だ。今はとりあえず、安心させることを優先する。どれぐらい迷子だったか判らないが、知らない場所に小さい子供が一人でいるなんて、不安で仕方なかっただろう。


最初は見開いていた青い瞳が、撫でている内にじわりと滲んだ。けど、潤ませただけで少女は泣きはしなかった。代わりに、こくりと縦に頷いた。


それを確認して、俺は手を放し、両手を受け皿のように合わせ風の魔力を集める。集めた魔力を鳥の形にし、少女の纏う外套に近付けた。レオの持ち物なら多少、レオの気配を残しているだろう。風の鳥が気配を読み取ってから、空に放つ。


「今の鳥は……？」


「レ……ロイ様を合流場所に案内させる」


鳥の飛んでいった方向を見ながら訊かれたから、端的に用途を答えた。そして、何気なく目線を下げると、外套の下から金髪の毛先が地面に触れているのが眼に入った。俺はシャツの飾り紐を解いて、少女の後ろに回る。


「あの……？」


「ちょっとだけ、じっとしてくれ。そのままじゃ綺麗な髪が汚れるから上げる」


言われて初めて気付いたらしい少女は、地面を見てあ、と小さく声をあげた。その後は、言われた通り前を向いてじっとする。俺は細く、指の間をすり抜ける髪に若干苦戦しながらも高い位置でポニーテールにして、毛先に付いた土を払った。痛くないか確認しながらしたが、少女は随分と他人ヒトに身支度をされることに慣れている様子だった。こんなに長い髪を一人で手入れするのは大変だろうから、当然といえば当然か。


髪を括り終えた俺は、立ち上がり少女に声をかける。


「よしっ、じゃあ行くか。歩けるか？」


「あ……」


少女は、困った表情カオになり自分の足首を庇うような仕草を見せた。


「痛いのか？」


「歩き疲れたみたい、で……」


申し訳なさげに少女は悄気るが、仕方ないと思う。そりゃ城は広いだろうが、床は平らで城内の道は舗装ほそうされているはずだ。市場通りみたいに馬車などが通り地面が凸凹でこぼこした道を歩くのは初めてだっただろう。慣れない足場じゃ、どうしたって疲労度が上がる。


俺は、少女の前で背を向けて屈んだ。


「乗れ」


「え」


「庶民にゃ、馬車とか呼ぶ金ないから、これで勘弁」


意図を理解したらしい少女は、少し躊躇ったあと、失礼します、と俺の背に体重を預けた。


肩に手が置かれたのを確認した俺は、立ち上がり歩き出す。最初は遠慮がちに肩に手が置かれているだけだったが、それだと不安定だから自然と手が俺の首の前にきた。


「そういや、おま……えーっと」


「エルナです」


「エルナ、今更だけどちゃんと敬意払った態度の方がいいか？」


「いえ、公の場ではありませんので構いません」


今王族とバレたら不味い場所だから、というのもあるだろうが、レオと似たような理由が返ってきた。


「やっぱレオと兄妹きょうだいなんだな」


「はい。瞳の色を除けば、ロイ兄様と瓜二つだとよく言われます」


嬉しそうな肯定は、俺が言ったこととズレていた。俺は首を傾げる。


「いや、見た目は似てねぇだろ」


「え？」


「エルナの方がころころ表情変わって素直だ。顔より言動の方が似てるぞ」


顔の造りだけ見れば一卵性双生児並みだが、顔付きがまるで違う。エルナは年相応な表情をするが、レオは基本老けてる。


レオは笑顔を顔に馴染ませて、大人に感情を読み取られないようにしている。お嬢や俺の前では確かに楽しそうにしているが、レオの誕生日パーティーのときは大人用のそれだった。十歳にも満たない子供が完璧な営業スマイルを習得しているなんて変な奴だ。


「……顔以外が似ていると言われたのは初めてです」


「そうか？」


意外そうに呟かれ、俺は不思議に思う。家族なんて性格が似なくても、ちょっとした癖とかが似てしまうものだ。現に俺が朝起きてきただけで、親父と似ていると母さんに笑われることがある。顔は母さん似なのにだ。そんなもんだろう。


「疲れてるなら、着くまで寝ててもいいぞ」


「……私、そこまで神経図太くありません」


「そうか」


背後から聞こえる明らかに拗ねた声に、俺は笑う。エルナの年相応な反応が可笑しいというより微笑ましかった。


疲れているだろうから、しばらく話しかけるでもなく歩いていると、背後から長めのため息が聞こえた。


「よかったぁ……、詰んだかと思った」


安堵の籠った呟きは無意識のものだったのかもしれない。


「夕歌ゆうかみたいなコト言うな」


そんな感想が口を吐いた。たまに思ってることを無意識に零してしまうところもそうだが、手詰まりのゲームを手伝ったときによく聞く科白だったから、前世の妹を思い出した。


ガキの頃に、勝手に夕歌がついてきて、結局足が疲れたとごねられて背負って帰ったことがある。そのときと状況が似ていたから、余計に思い出したのかもしれない。


「…………太一？」


呆けたように呟かれた名前に、俺の足が止まる。


もう呼ばれるなんて思ってもなかった前世の名前。しかも、これだけのやり取りで俺が田中太一と特定できて、名前で呼ぶ奴なんて一人しかいない。


「は？　マジで夕歌なのか??」







    
  
  




振り返ろうとしたが、体勢が振り返るには無茶だった。視界の端に眩しい金髪が映るだけだから、諦めて前を向く。


「そっちこそホントに太一なワケ？」


「あれだけで分かる時点で疑い様ねぇな」


お互いの判断基準が兄妹の間でしかしてないやり取りだ。俺が納得すると、エルナこと夕歌は黙り込んだ。たぶん否定できる要素を探しているんだろう。


「……とりあえず、太一相手に敬語使って損した」


「おい」


相変わらず俺には失礼な奴だ。俺だと納得してからの開口一番がそれか。


エルナが夕歌と判って、一番に気になったことがある。心配になって、恐る恐る訊ねる。


「夕歌、まさかお前も……」


「バーカ、そんなワケないでしょ。こちとら大往生したわよ」


「そっか」


俺はあからさまに安堵した。夕歌まで早死にしていなくてよかった。


「まぁ、たぶん、だけどね」


「なんで？」


「ここが君星の世界なせいか、君星してた辺りまでしかちゃんと覚えてないんだよね。あとはぼんやりしてんの」


「単に記憶力ないからじゃね？」


「太一に言われたくないしっ」


後ろから抗議と一緒に両頰を引っ張られた。大して痛くはない。


しかし、納得した。大往生した割に俺が覚えてる夕歌とあまり変わりないのは、覚えている範囲が近いからか。まぁ、幼女にいきなりばーさんまでの記憶があったらあったで、普通にキャパオーバーしそうだ。


「……夕歌」


「なによ」


俺の頰を引っ張りながら、夕歌が怪訝に返す。後ろにいて見えないから、前世まえの夕歌の姿が浮かんだ。


「悪かったな」


俺は田中太一の記憶を持っているだけで、夕歌も前世の記憶があるだけでここにいるのはエルナだ。それは解っている。


けど、記憶でも、会えたんだ。


もう会えないと思ってた。もう謝れないと思っていた。勝手に命を投げ出したこと。


前世で死んだのは事故だ。けど、原因を作ったのは思考を止めた俺だ。


余命に絶望していた、とか言い訳はいくらでもできるが、あのときの俺は自分以外何も見ていなかった。自分で自分の命を雑に扱った結果、知らない人にまで迷惑をかけた。最悪だ。


前世まえの自分のこととはいえ、死んだときのことを思い返すと自己嫌悪したくなる。


「い……っ!?」


申し訳なさに沈みそうになっていたら、思いっきり両頰をつねられた。


「バーカ」


そう罵って夕歌は俺の首にしがみついた。


「太一のバーカ」


「うん。悪かった」


責め方が子供ガキみたいだ、とこんなときなのになんだか可笑しかった。夕歌は泣きも震えもせず、しばらくぎゅっと俺にしがみついたままだった。


俺は背中に温もりを感じながら、また歩みを再開した。


幾いくらか経って、背後で夕歌ががばりと顔をあげた。


「そういや、なんで太一が君星にいんの!?　てか、イザークって誰!!」


知らないんですけどっ、と気持ちを切り替えたらしい夕歌に捲まくし立てられる。落ち込んでもしばらくすると浮上するこいつは本当に逞しい。単にマイナス思考でいられない性質たちなだけの気もする。


「知るか。モブでもなさそうだから、俺は勝手にしてる」


「でも、ロイ兄様と知り合いじゃんっ」


「それはたまたま」


「しかも、リュディア様のトコロで働いてるんでしょ？」


「それもたまたま」


「何か、他にもたまたまなコトありそー……」


なんだろう。見えていないのに、背後からジト目で見られている視線を感じる。ない腹を探られているみたいで居心地が悪い。


「そういうお前は、その君星……？　にいんのか？」


「私、フィリーネ・エルナ・フォン・ローゼンハインは、君だけの小さな星─Ｄｅｉｎ　ｅｉｎｚｉｇｅｒ　Ｓｔｅｒｎｃｈｅｎ─のロイ兄様のルートで出てくるサポートキャラよ！」


後ろでどや顔してるのが声で判る。そして、何故、ゲームの正式名称を二つ名みたいに掲げて威張いばるんだ。別に羨ましくもなんともないんだが。なんだろう、劇で木の役の奴に名前付きの役の奴が自慢するような感じだろうか。


「あっそ。よく解んねぇけど、金髪碧眼の美少女になれてよかったな」


「でしょ！　可愛いでしょっ？　ざ・王族って感じでしょ!?」


どうやら言いたいがナルシスト発言になるから、今まで我慢していたらしい。嬉しそうに自慢される。


「はいはい、可愛い可愛い。それで大好きなロイ様が兄貴なのはいいのか？」


外見にはテンションあがるだろうが、そういえばレオの妹ということは、俺が耳タコになるぐらい聞いたロイ様の恋愛対象の圏外になるってことだ。乙女ゲーしてた夕歌からすると、やっぱり残念だったりするんだろうか。


「それがさー」


「ん？」


「今も大好きは大好きだけど、ロイ兄様はロイ兄様で、攻略対象とかって思えない。てか、そんな感じじゃない感じ……？」


どう言えばいいか探りながら、自分の考えを口にする様子に、俺は小さく笑った。


「そうか」


薄々気付いていた。だって、最初からずっと兄様呼びで、前世むかしみたいにロイ様とは言わない。こいつの今の兄貴はレオだ。


気付いていたそれを再確認して、俺は安心した。夕歌にとってもここはちゃんと現実だった。


下町の住宅区域、その銀梅花の鉢植えのある家の前に着き、背負っていた夕歌を下ろした。眩しい金髪のポニーテールの少女と向かい合う。こいつも眼に優しくないな、と内心独りごちる。


「誰の家？」


「俺ん家。お前、外套ソレ取ったら目立つから、レオをココに呼んだ」


「……先に着いてるかな？」


「さぁな。腹括っておけ」


叱られるだろうと思って渋面になるから、覚悟をしておくように言う。自業自得なのは庇えない。


ドアノブに手をかけて、開ける前に一度振り向く。


「じゃあ、これからよろしくな。エルナ」


「よろしく、イザーク」


お互いをこの世界の人間だと確認して、ドアを開けた。


「母さん、ただいまー。レオ、もう来てる？」


「お……お邪魔します」


俺の後ろに隠れながら、エルナは家の中の様子を窺う。


「おかえり。来てるわよ、お兄さんと一緒に」


「イザーク、集合場所を変えるなんてどうしたんだ？」


茶髪のヅラをしたレオの後ろで、護衛のマテウス兄ちゃんがお邪魔しています、と頭を下げた。


「あー……、そうか」


母さんやレオの反応を見て気付いた俺は、レオたちが首を傾げる中で、原因を剝ぎ取った。


「家ん中なんだから、いい加減取れ」


「ちょ……!?」


「フィル!!　どうしてこんなところに!?」


「あら、可愛いお嬢さんね。いらっしゃい」


眼を丸くして驚くレオの後ろで、マテウス兄ちゃんが心配になるほどに青ざめている。大丈夫か。倒れやしないだろうか。


母さんはエルナに気付くと、微笑んでお茶の追加を用意し始めた。


ステルス機能を失ったエルナはおろおろとしてから、万歳で一気に外套を脱がせた俺を睨んだ。


「ちょっと、私にも心の準備ってものがあるのよ！」


「お前のそれを待ってたら陽が暮れる。それまで俺の背後霊してるつもりか」


「でも、だって……、イザークのバカ！」


前世むかし、踏ん切りがつかないときは、ずっとあーだこーだと唸っていた。そのときの感覚でつい強引にしてしまったが、八つ当たりしてくる辺り、その辺は変わっていないらしい。そういえば、今日見つけたときも一人で呟いてたな。


「フィル……？」


「あ……」


レオが、妹を見て随分驚いている。そして、エルナは兄の眼を思い出し硬直した。


マテウス兄ちゃんも驚いているから、エルナは普段もっと王女らしい言葉遣いなんだろう。俺の正体を知るまでは丁寧だったし。


部外者の俺は口を出さない方がいいだろうと、二人の成り行きを見守る。


しばらくの沈黙のあと、先に口を開いたのはレオだった。


「イザークと随分打ち解けたんだな」


「え……、いや、はい……、迷っていたところを助けてくださったんです」


微笑むレオに、エルナは一瞬嫌そうな表情カオをしてから取り繕うように微笑み返した。仲がいい的発言が嬉しくなかったんだろう。俺も、この短時間でバカを連呼された相手だから、仲がいいと言われるのは心外だ。


「レオ、お前こんなもんその辺に放っておくな」


俺が外套を持ち上げて見せると、レオはそれだけで経緯を察したようで苦笑した。


「すまない。今回は僕の過失だな。僕の物を他の人間が使う可能性を考慮していなかった」


「勝手に……。ごめんなさい、兄様。私も一緒に行きたくて……」


「いや、外に出たがっているフィルに視察の話をした僕の責任だ」


「そんな、私が……っ」


なんだかループしそうだったから二人の間に立ち、二人の後頭部を押して頭を下げさせた。


「どっちも悪いってコトでいいだろ。今、ごめんなさいしたからもう終しまいにしろ」


一瞬、二人は止まって、一方は笑い。もう一方は少し剝れた。


「そうだな。僕も次から物の管理には気を付けよう」


「イザークの言う通りにするのは癪しゃくだけど、仕方ないわね」


「立ち話もなんだし、みんなお茶どうぞ」


母さんがテーブルにお茶を置いて、座るように笑顔で促した。


長方形の木製テーブルには四脚の椅子しかない。テーブルにはマグカップが四個。母さんは中庭の花の水やりがあるからと奥に行った。俺の前にはマテウス兄ちゃん、隣にはエルナ、斜め向かいがレオ。とりあえず、俺の視界に極力眩しいものが入らない配置。


お茶を飲んで一息つくと、レオがエルナに訊いた。


「フィル、黙って抜け出したらテレーゼたちが心配するんじゃないか？」


「そういえば、姫様が行方不明になったなら早文が届きそうなものなのに来てませんね」


「私、よく……いえ、ときどき一人になりたくてかくれんぼしているので、テレーゼたちはきっと城内を探している、かと……」


「フィル……、そんなことをしていたのか」


「姫様……」


新たな事実に純粋に驚くレオと何とも言えない表情カオをするマテウス兄ちゃんの視線を受けて、エルナはうっ、と言葉に詰まった。誤魔化すようにエルナはまたお茶を飲む。


俺はずぞーとお茶を飲みながら、そのやり取りを眺める。テレーゼさんとは誰だろう。


「しかし、僕と一緒に帰ったときには知れる話だぞ？」


「はい……、先に自分から言います」


言うと、エルナはマグカップを脇に避け、緊張した面持ちで両手を前に出した。テーブルの何もない場所に、何かあるように手で包む。そして、そこに魔力を集め始めた。


精霊の気配で属性を読むと、珍しさに思わず呟いた。


「風と……光？」


「ふふん、私、風と光の二属性持ちなのよ」


どうだ、と自慢気にこちらを見るエルナ。何故俺に自慢する。俺は顔を逸らしつつ、なおざりに返事を返す。


「ヘー、スゴイナー」


「ちょっと、何でそっぽ向くのよっ」


「いや、だってお前、無駄に眩しいもん」


「何よ、それっ!?」


「フィル、僕もされたから気にするな」


「ロイ兄様にも!?　失礼じゃない！」


毛を逆立てた猫みたいに俺を威嚇しようとするエルナを、レオが可笑しそうに微笑みながら窘める。


「誰しも苦手なものがあるものだ。フィルは僕の妹なのだから、些事を寛容に受け止めれるだろう？」


「うぅ……っ」


「いや、だからレオ、お前はちったぁ怒れ」


なんでそこで面白がれる。突っかかるエルナの方が正常だと思うぞ、俺は。


苦手とはいえ、人と眼を合わせないのは失礼だと思うから、都度謝りたいがレオが怒らないからタイミングを逃す。一応謝れたのは、最初だけじゃなかろうか。


エルナは、魔法の集中が切れてしまう、とレオに指摘されて集中し直す。魔力とともに光の粒子が集まって、光の影ができる。ぼんやりと人形ぐらいの大きさになり、しばらくしてお婆さんのメイドの姿になった。


「テレー……」


「フィリーネ様！　今度は一体どこに隠れていらっしゃるんですか!?」


エルナが話しかけようとすると、お婆さんメイドは凄い剣幕で叱った。エルナは思わず反射的に頭を抱えて防御の姿勢をとった。


「ご、ごめんなさい……っ、えと、今ロイ兄様と一緒にいて……」


「王子殿下と!?　殿下はお忙しいのですよ。いくらお慕いされているからとはいえ、ご迷惑をかけてはなりません！」


「テレーゼ、私は迷惑していないから、あまり責めないでやってくれ。フィルは、ちゃんと無事につれて帰る」


「そういう問題ではございません！　殿下はフィリーネ様に甘過ぎます！　末姫様で可愛がりたい気持ちは解りますが……っ」


レオがエルナの方に回って口添えすると、レオ込みでお婆さんメイドことテレーゼさんの説教が始まった。テレーゼさんの剣幕に、エルナは渋面になって耐えており、流石にレオも苦笑しながら聞いている。


俺はＳＦみたいなホログラム通話を目の前にして感心していた。風が音、光が映像の役割を果たしているんだろう。きっと魔力が高くないとできない。面白い複合魔法だ。


しかし、テレーゼさんの怒声はなかなかに大きい。我が家は防音じゃないんだが大丈夫だろうか。


俺の魔力じゃこの部屋に防音の膜張れないな、と思って部屋を見回すと既に防音の結界が張られていた。複合魔法に、魔法の並行起動までやってのけるとは。


テレーゼさんの説教が終わって、ホログラム通話を終了させたエルナに俺は拍手する。


「エルナ、お前すげぇな」


「やっと私のスゴさが解った？」


説教されて悄気てたエルナだが、俺が本気で褒めると浮上したらしく、胸を張って嬉しそうに頰を紅潮させた。さっきまで説教されていたのはカッコ悪い、と思ったのは胸に留めておいた。


「あの、イザーク君……」


マテウス兄ちゃんが、心配そうに俺に声をかける。


「ああ、エルナが外にいたのと、風と光の二属性持ちなの秘密ですよね。血判状でも書きましょうか？」


「いや、血判までは……。けど、後日念のために書類を用意するからサインしてもらえるかな」


「はい。分かりました」


母さんは何も知らないので除外してもらうように俺が頼むと、マテウス兄ちゃんは了承してくれた。下町の子供相手に口約束だけじゃ、心許ないだろう。国家機密っぽいし。


「そういやレオ、外套コレどうしたんだ？」


まだ防音の結界が働いているみたいだから、気になっていたことを訊いてみた。


すると、レオは嬉しそうに表情を綻ばせた。


「僕が作ったんだ。以前、イザークが隠密の膜を使っていたのを参考にしてな。イザークが言った通り、僕も他属性の魔法が使えたよ」


俺が使った影の膜を真似したにしては、えらくハイスペックな魔具だ。俺は物に魔力を定着なんてできない。


外套自体は元々レオの私物で、そこに隠密の魔法を魔方陣を使って定着させたらしい。魔具の効果を使った分だけ闇の魔力を溜め直す必要があり、長時間放置してもじわじわと闇の魔力が霧散してしまうのがデメリットだそうだ。


なんだ、そのチャージ式。魔力が高い奴にしかできない充電方法だ。


「普段と違って誰にも気付かれないのが面白くてな。つい使いやすい場所に置いてしまった」


申し訳ない、と謝りながらもレオの表情は輝いている。随分と楽しそうだ。エルナも気持ちが解るのか、うんうん、と首を縦に振っている。


とりあえず、目立つ奴らは大変らしい。


「……まぁ、悪用されないように隠しとけよ」


「ああ、気を付けよう」


レオは大分凄い物を作っている自覚はあるんだろう。解っているとは思うが、念のために敢えて忠告を口にした。楽しそうににこにこ笑っているレオを見ていると、若干不安になる。


「イザーク君……」


「はい。書類追加ですよね」


俺以上に心配そうなマテウス兄ちゃんへ頷く。俺が書類にサインすることで、少しでもマテウス兄ちゃんの心配が減ればいいが。


「さて、テレーゼが誤魔化してくれている間に帰るぞ」


「はい……、視察の邪魔をしてごめんなさい」


レオが帰ろうと促すと、兄貴の視察を中断させたと解っているエルナは落ち込んだ。


そんなエルナの頭をレオは撫で、慈しむような笑みを落とした。


「我が妹は、髪をあげても可愛らしいな。今日はフィルの新しい魅力に気付けたいい日だ」


「ロイ兄様……」


直接会ってないけど、テレーゼさんの意見に激しく同意する。俺も、レオは妹に甘いと思う。二人のやり取りに、思わず俺は半眼になった。


「あら、もう帰るの？」


中庭の水やりから戻った母さんが、少し意外そうに訊いた。いつもなら、レオに服を貸して視察してから帰るから、今回は随分早い。


「はい。来てすぐにお暇して申し訳ありません」


「お邪魔しましたっ」


レオが子供らしくない挨拶をして、それを見たエルナが慌ててぺこりとお辞儀をした。本当に顔の造り以外似てない兄妹だ。


母さんも同じことを思ったのか、可笑しそうに微笑んで、エルナの前まで行って目線を合わせるために膝を突いた。


「よかったら、帰りにお兄さんたちと一緒に食べて」


「……っはい、ありがとうございます」


母さんが焼いたクッキーを包んだものを受け取り、エルナは嬉しそうに笑った。


エルナはそのまま出ると目立つので、また外套を着てフードもちゃんと被る。ステルス機能のせいで見失わないようにレオと手を繋いでいる。


今回は魔具の効果があるから、玄関までの見送りでいいとレオに言われた。だから、俺は玄関先まで三人を見送る。


「じゃあな」


「またな、イザーク」


「……イザーク」


エルナは人差し指を上向きにして、ちょいちょいと曲げて俺を呼んだ。王女がヤンキーみたいな呼び方をするのはどうだろう。


首を傾げつつも膝を突いて近寄ると、シャツの襟を掴まれて急に引き寄せられた。


「ぐぇっ、おま……今首しま」


「私、どうなろうとロイ兄様が幸せになるようにしか応援しないから」


耳許に囁かれた宣言に、俺は瞠目して、笑う。そして、俺も囁き返した。


「おう、俺もお嬢が幸せになるようにしか応援しねぇ」


俺の宣言を聞いて、エルナは襟を掴んでいた手を放した。解放され、向かい合うと覚悟を秘めた青い瞳とかち合う。同じだけの覚悟が俺の眼にもあればいいと思った。


「ん……？」


妙にしんとしていると思って、見上げると驚いた様子のレオと固まるマテウス兄ちゃんがいた。


どうしたんだ、と俺は首を傾げる。エルナも不思議そうにしている。


「フィル……」


その先をレオが言うことはなかった。だが、我に返ったマテウス兄ちゃんが驚愕した様子で、レオが続けようとしたことを訊いた。


「イザーク君に惚れちゃったんですか!?」


「「は？」」


今度は俺とエルナが固まる番だった。一体、何をどうしたらそうなる。


さっきの状況を思い返す。俺からしたらヤンキー的脅し方だったが、もしかしなくとも角度からして、外人風挨拶的なことをされているとでも思われたのだろうか。


気付いたらぞわりとしたものが背中を走った。


「「それはない!!」」


俺とエルナは全力で否定した。その剣幕にマテウス兄ちゃんが怯むほどに。


前世とはいえ妹との仲を疑われるなんて、もの凄く嫌だ。ハモったところからすると、エルナも同じだったらしい。


最後の最後でやけに疲れて、俺はレオたちと別れた。


「エルナちゃんにまた会えるといいわね」


「どうだろ。今日会えたのも奇跡だ」


母さんの言葉に、俺は思ったままの感想で返す。


次会えるかなんて判らない。何せ相手は王女様だ。


転生した場所で、前世の家族に会える確率って一体どれほどのものだろう。しかも、俺は庶民で、相手は王族だ。もの凄い奇跡だろう。


すぐ俺をバカと言う妹だけど、会えて嬉しかった。


今日の奇跡に、俺は笑みを零した。


「あ」


不意に、俺は失念していたことを思い出す。


「お嬢の誕生日プレゼント」


今日、自分に課した重大なミッションだ。


視察の案内はキャンセルになったことだし、もう一度市場通りにくりだそう。







29．音色


リュディアは後悔をしていた。


どうしてあんなことを、と思い返すと自身の幼稚さに顔から火が噴き出そうになる。


ニコラウス様を邪険に扱うようなことを……っ！


嫌っている訳ではないのに失礼な考えをしてしまい、ニコラウスに謝罪したい気持ちになる。だが、それをすると彼に理由を追及されて揶揄われる気がするのでできない。


ここ数日、夜になると庭師見習いの少年にしてしまった失言に後悔の念が押し寄せては苦悶する、ということを繰り返していた。


ザクも友人を邪険に扱ったのに、どうして怒らなかったんですの!?


庭師見習いの少年が指摘せずに受け止め、リュディアが喜ぶことで上書きしたせいだ。半ば八つ当たり気味に心中で憤る。指摘されたらされたで困るのはリュディア自身だが、ここまで引きずらなかっただろう。


そうすれば、いちいち思い出さなくていいことまで、思い出さなくて済みましたのに……！


芋づる式に思い出されるあの後の笑顔。あまりにも嬉しそうな表情を思い出すと、寒い時期にもかかわらず頰が熱くなる。


誰に見られるでもないのに、隠したくて枕に顔を埋めた。知られたくはないが、自分が悩んでるときに庭師見習いの少年は何も知らずに寝ているだろうと思うと、羞恥を上回って腹が立ってくる。


そうして湧く感情に疲れて眠ってしまう日々が続いていた。






翌日、そんな気疲れから母とのお茶のときに、思わずため息が零れた。


「あら、私が相手じゃ退屈かしら」


「そんなことは……っ」


「そうよね、イザーク君の方がいいわよね」


「ざーく？」


「なっ!?」


慌てて否の声をあげようとしたリュディアが言い切るより先に、オクタヴィアはわざと淋しげに庭師見習いの少年の名をあげた。母の膝の上に座るリュディアの妹は、その名前に反応し、彼が来たのかと辺りをきょろきょろと見回した。


リュディアはさらに否定をしたかったが、気疲れの原因を当てられてしまい、二の句が継げなくなる。ただわなわなとティーカップを持ったまま震えるしかできなかった。


その様子を見て、オクタヴィアはころころと笑う。目的の少年を見つけられずに落ち込むフローラを撫でて慰めるのも忘れない。


「ディアは分かりやすいわねぇ」


「……それは、わたくしの世界が狭いからですか？」


一瞬、どうして判るのか、と問い質したい衝動に駆られたが、よくよく考えれば自分の行動範囲が狭いのだからバレて当然だとリュディアは気付いた。


他家のお茶会に参加する機会が増えたとはいえ、挨拶以外は友人と話しているし、それ以外はすべて邸いえの中だ。王子のロイも、未だ婚約者候補の段階でいずれかを城に招待することなく、彼自身がリュディアを含めた候補の邸へ訪ねている。


その狭いリュディアの交友関係で、悩むことなど限られている。友人やロイとは関係は良好だから、余計だ。


リュディアが拗ねたように問うと、オクタヴィアは面白そうに眼を細めた。


「あら、広い方よ？　知らない内にルードルシュタット伯爵の令息とお友達になっていたじゃない」


「それは、ニコラウス様が迷われて、偶然我が家の前にいらっしゃったからですわ」


そういうことにしている。庭師見習いの少年が伯爵令息を使用人口から招き入れたと知れては事だ。


ニコラウスと口裏を合わせ矛盾がないようにしているが、母のオクタヴィアがどこまで信じているかは判らない。オクタヴィアはただ微笑むだけで、リュディアには母の考えが読めない。


「偶然も縁の一つよ。得た縁をきちんと繋いだのだから、ディアの世界はその分拡がっているわ」


そうだろうか。リュディアは自身の見識が狭いと感じているので、母の言を素直に受け止められない。


ロイから外の話を色々と聞いているから、アーベントロート国内だけでも、世界が広いと知っている。人伝ひとづてにしか邸の外をほとんど知らない自分は狭い世界にいるのではないか。そんな焦燥に駆られる。


「ディアは少し潔癖すぎよ。貴方の独占欲なんて可愛らしいものなのだから、もう少しうまく付き合いなさい」


視野や知識以前に心の持ち様を改めるように、との母の助言は的を射すぎてリュディアは瞠目し、顔を紅潮させた。


「な……なん……っ」


「うふふ、イザーク君とニコラウス君ってお互い愛称で呼び合っているんでしょう？　歳も同じだし、男の子の遊びにディアは混じれないから、とても面白くないわよね」


まるで見てきたかのように言い当てるオクタヴィアに、リュディアは口をはくはくさせる。妹のフローラは、それを遊びだと思ったのか同じように口を開けたり閉めたりを繰り返した。


確かにニコラウスは彼と距離が近いと感じる、年齢的にも物理的にも。同性だから仕方ないと頭で理解していても、肩を抱いたりと接触が多い。彼が気に留めていないので気にしないようにしようと思ったが、ニコラウスが時折可笑しそうにこちらを見るので何だか悔しくなる。


ロイのときは彼が自分を盾にするほど距離を取るので、ここまで気にならなかった。ニコラウスの性格のせいかもしれないと、また非難めいた感情が湧きそうになり頭を横に振って、それを振り払う。その様子を妹が真似ていると、リュディアは気付いていない。


「ディア。貴女のは、可愛らしいものだといったでしょう？　私なんて学生時代、ハインツにやきもちを妬いていたわよ」


「え……」


「何をおっしゃっているのですか」


リュディアが虚を衝かれるのと、ノックの後に執事のハインツが部屋に入ってくるのはほぼ同時だった。リュディアが、ハインツの方を見遣ると、普段の水面のような静かさはなく心底嫌だと判る表情を浮かべていた。


表情に出すほどハインツが嫌がるのを初めて見たリュディアは、それにもまた驚く。


オクタヴィアの方は、ハインツの変化を気にした素振りもなくゆったりと微笑み返す。


「あら、ごめんなさい。今も妬くことがある、というのが正しいわ」


ハインツが望むのとは真逆の訂正をして謝罪するオクタヴィア。ハインツはさらに眉を顰めたが、一つため息を吐くと、平素の静かな表情に戻った。


「ジェラルド様より、本日は予定より遅くなる、と託ことづかりました」


ハインツから、洋菊や管丁字かんちょうじの花束を受け取り、オクタヴィアは添えられたメッセージカードに微笑む。


少し帰りが遅くなるだけでも詫びに花束を贈るような夫を持っていながら、何故先程の発言が出るのか娘のリュディアも仕えるハインツも不思議でならない。


「ジェラルド様にはオクタヴィア様だけでしょう。語弊のある言葉をお嬢様方に聞かせるものではありません」


「それとこれとは別よ。会うたびに、面白い後輩がいると嬉しそうに話されて、私が面白い訳がないでしょう。今だってとても信頼されているじゃない」


羨ましいわ、と拗ねたように言うオクタヴィアに、ハインツはどう返したものか困る。受ける愛情を疑っているのではなく、少なからずある自分には向かないものを羨むと主張されても、どうしようもない。せめてその理不尽な不満は本人に言ってもらいたい。


答えあぐねるハインツを確認して、オクタヴィアはリュディアの方へ向き、微笑んだ。


「ね？　ディアのは可愛らしい方でしょう？」


「えっと……」


今度はリュディアが答えあぐねてしまう。母の見せた独占欲の強さが意外だったのは事実だが、頷いてよいものか迷う。


ダシに使われたと理解したハインツは、自分を例示に使う必要性に疑問を感じたが、黙して控える。そして、オクタヴィアから視線で下がる許可を得たので、静かに一礼をし部屋を辞した。


用が済んだから去っただけと解っていても、答えに困窮するリュディアにはハインツが逃げたように見え、この場を逃れたことを羨んでしまう。


言葉が出ず困る娘を見て、オクタヴィアは可笑しくなる。人を悪あし様ざまに言うことに慣れていないからもあるだろうが、それよりも憧れている親に対して、欠点とも言える面を知り戸惑っているようだ。こんな面を見せても幻滅しないなんて、なんと愛しい存在だろう。


「……っふふ」


「お母様？」


小刻みに震えて笑い出すオクタヴィアに、理由の判らないリュディアは首を傾げる。


「ディアは本当に、可愛らしいわね……っ」


笑う合間に零された言葉の内容をリュディアは吟味する。そして、おおよその理解をして剝れた。


「……からかいましたのね」


「やっと気付いたの？」


今更だと可笑しげにするオクタヴィアに、リュディアはさらに剝れ、その様子にすらまた笑われ釈然としないままその日のお茶会は終わった。






それから、庭師見習いの少年と会う機会のないまま、リュディアは自身の誕生日を迎えた。


母とともに招待客へ挨拶をしてゆく。父のジェラルドは仕事のため、夕食時に家族だけで改めて祝う予定だ。


一通りの挨拶を終え、リュディアは友人たちの元に行き合流した。母のオクタヴィアは友人たちに挨拶だけすると、ゆっくりしてゆくように、と残して他の客の対応に戻っていった。そうして、ようやくリュディアは人心地が付いた。


「ディア様、本当に今日はおめでとうございます」


「誕生日プレゼントもありますから、後でお渡ししますね」


「気に入っていただけるといいんですが……」


「トルデ様、ファニー様、キア様、ありがとうございます。今日は来てくださって嬉しいですわ」


「来るに決まっています！」


断言するトルデリーゼに、シュテファーニエとザスキアはしかと頷く。三人の答えに、リュディアは頰を染め改めて礼を呟いた。


友人三人と話していると、一人の令息がリュディアに声をかけてきた。


「ご歓談中失礼。リュディア嬢、お招きいただきありがとうございます。一つ歳を重ねてさらに美しくなりましたね」


「ニコラウス様」


流れるように礼をし、少し首を傾げてニコラウスは微笑む。動きに合わせて、風に揺れる花弁のようにふわりとした薄紫の髪が揺れた。


少年が持つには過ぎた色香を美貌に乗せて漂わせるニコラウスを前にして、リュディア以外の三人は顔を赤くして閉口する。


リュディアが言祝ぎに対して、礼を返そうとするより先にニコラウスが口を開いた。


「って言っても、アタシには敵わないけど」


「ニコラウス様……」


ニコラウスは、耳元にかかる横髪を払って言い放つ。リュディアは若干呆れ気味に、彼の名前を繰り返した。他の三人は手の平を返したような豹変ぶりに呆気にとられ、また言葉を失くす。


「せめて、紹介してから戻っていただけません？」


「どうせ、仔兎こうさぎちゃんたちは驚くんだから一緒でしょ」


彼の意見に否定はしないが、少しぐらい彼女たちに心の準備をする時間くらいはあげてもよかったのではないか、とリュディアは思う。


気を取り直して、リュディアは三人にニコラウスを紹介する。


「彼はルードルシュタット伯爵の令息ですわ」


「ニコラウスよ。気軽にニコちゃんって呼んでね」


「「「ニコ、ちゃん……」」」


片目を瞑って握手を求めるニコラウスに、驚きのままに三人は乞われた呼称を口にする。握手の際に、彼女たちは自己紹介をした。


ニコラウスは、リュディア同様に略称で名前を復唱確認したが誰も指摘する気が起きなかった。彼相手だと、何故か略称で呼ばれるのが当然と感じてしまう。


「そういえば、さっき新しいケーキが追加されてたわよ。行ってきたら？」


ニコラウスが視線を投げた先を追うと、ベリーのタルトや金箔で飾られたオペラがデザートのテーブルに置かれていた。トルデリーゼたちは遠目にも判る宝石のように整えられたケーキに眼を輝かせる。


「えっと、ニコ……ちゃん、様は……」


「アタシ、甘い物ダメなのよ。遠慮するわ」


戸惑いながらもシュテファーニエがケーキ選びに同伴するか、ニコラウスに確認すると彼はさらりと断った。そうですか、とシュテファーニエは頷く。


「ディア様はいかがですか？」


「わたくしは食事の方を食べ過ぎてしまったので、遠慮しますわ」


トルデリーゼに誘われ、リュディアは申し訳なく思いながら断った。家族との夕食でも料理人が腕を揮ってくれるだろうから、今デザートまで食べては夜にあまり入らなくなってしまう。


理由を詳しく説明はしなくとも察してくれ、了承したトルデリーゼは他の二人とケーキ選びに向かった。残ったリュディアとニコラウスは先にテーブルに着き、メイドが紅茶を淹れるのを待つ。


紅茶を一口飲んだ後、ニコラウスは喉をくつくつと鳴らしだす。何か可笑しいことでもあったかと、リュディアは首を傾げた。


「ニコラウス様？」


唐突だったと解っているニコラウスは、リュディアに理由を教える。


「アタシ、前まで苦手なもの言えなかったのよ。この見た目でしょう？　甘い物や可愛いものを宛がわれて、結構我慢してたわ。それが噓を一つ吐くだけで、逆に噓を吐かなくてよくなったんだもの」


それが何だか可笑しくて、とニコラウスはくすぐったそうに笑う。


「……少し、分かる気がしますわ」


リュディアの場合は、一つ噓を吐くのを止めた。


初めて好きな色合いのドレスを着たとき、ただそれだけで随分心が軽くなって不思議だった。ニコラウスも同じような心地なのかもしれない。


「ディア嬢もザクが原因？」


「ザクには身に覚えがないでしょうけど」


「ザクだものねぇ」


お互い紅茶を口にしながら、この場にいない庭師見習いの少年を話題にする。エルンスト家の者以外で、彼のことを共通の話題として話すのは珍しい。


王子のロイも共通の知り合いだが、三人で過ごすことは稀かつ僅かなため話題に上がりにくい。トルデリーゼたちは従者として振る舞っている姿しか知らず、平素の彼を知らないから話題にしようがない。


庭師見習いの少年がいないところで彼の話題で話せる相手が存外少ない、とリュディアは今更ながら気付いた。


「……ニコラウス様」


「何？」


ふと訊いてみようと思い、リュディアは気になっていたことを問う。


「その、何となく……。変わったと思いません？」


「どんな風に？」


誰がとは訊かず、ニコラウスは詳細を聞く。


「少し、大人びた、というか……」


リュディアは思案しながら言葉を探す。どこがどうとは上手く言えないが、雰囲気というかたまに見せる表情が変わったように感じる。


些細な変化なので、どう表現するのが適当なのか判らない。


「いつからよ」


「ニコラウス様に会うより以前から、ですわ……」


「それ、アタシに分かると思う？」


「そうですわね……」


比較前を知らないニコラウスに意見を求めるのは奇怪しいとリュディアも解っているので、ぐうの音も出ない。彼と親しいニコラウスなら判るような気がしただけだったので、無茶振りだったと申し訳なくなった。


リュディアが俯くのを見て、ニコラウスは嘆息し、ティーカップを一度ソーサーに置いた。


「アタシがザクを信用したのはね、本気で同情してくれたからよ」


唐突な告白にリュディアは顔をあげた。意図を測はかりかね、続きを待つ。


「のほほんとした人生送ってそうなのに、アタシの感情コトを解ってくれたわ。きっと似た経験をしているのよ」


腕を掴まれ振り返った先にあった真剣な銅色の眼は、確かに自分の感じる恐怖か、それに似た感情ものを知っていた。だから、初対面だったのに彼について行こうと思えた。


性的な眼で見られるという、存在を否定をされるどころか、相手の都合のよいものに上書きされる感覚。それは今思い出しても怖気おぞけ立つ。能天気そうな彼が何故それを知っているのか。ニコラウスはそれを追及する気はない。


「それが変だと思うわ。ディア嬢の感じているのは、もしかしたらそれかもね」


考えを言い終えたニコラウスは、また紅茶を一口飲んだ。


リュディアは、無意識に膝の上で拳を作っていた。


リュディアにとって、彼は陽溜まりのような存在で、ニコラウスの言う通りだとするとその翳かげりは不似合いに感じた。影を落とすような出来事があったとして、自分に打ち明けるには力不足だから何も言わないのか。そう思うとふつふつと口惜しい想いが湧く。


「単に、ザクがカッコよくなって焦っているだけなら、お互い様だから気にするだけ無駄よ」


「な……っ!?」


極端な表現でしれっと片付けるニコラウスに、リュディアは頰を紅潮させ言葉を詰まらせる。反射的に顔をあげると、人差し指で軽く額を突かれた。


「誕生日に陰気な顔しないの。アンタは笑ってなさい。ザクはそれだけでいいんだから」


そう言って、ニコラウスは艶然と微笑む。突かれた額を押さえ、それだけで解決すると思えない解決法を提示されたリュディアは眼を丸くした。


ちょうどトルデリーゼたちがケーキを選んで戻ってきたので、会話はそれきりとなった。給仕が彼女たちの選んだケーキをテーブルに置いてからは、ニコラウスを交えて友人との歓談を楽しんだ。






誕生日祝いを兼ねたお茶会が終わり、招待客の見送りを終えたリュディアは一目散に西の東屋に向かう。走らないように気を付けていたつもりだったが、知らず小走りになり僅かに息があがった。


離れに繋がる渡り廊下に出ると、池の向こうにある東屋に目的の人物を見つけた。


「ザクっ」


渡り廊下の中程にある東屋への分岐を曲がったところで呼びかけると、庭師見習いの少年は振り返り苦笑した。


「お嬢、ゆっくりでよかったのに」


しょうがないとでも言うように、駆け寄るリュディアに笑いかける。夕陽の橙を受けて、その笑顔はより温かみを帯びる。


「けれど、待たせる、わけには……」


東屋の中に入り肩で息をするリュディアを気遣って、庭師見習いの少年はベンチに座るように促した。円形の東屋には、内側にぐるりと囲うベンチが設けられ、一休みしやすくなっている。


リュディアの息が整うのを待って、庭師見習いの少年が訊ねた。


「兎の娘たちとゆっくりしたかったんじゃないか？」


「お茶会の間はほとんどトルデ様たちと一緒だから充分ですわ。また会えますし。けど、陽が落ちては虹が見れないでしょう」


友人たちに祝ってもらえたのはもちろん嬉しい。だが、約束の虹を見るのを楽しみにしていたのも事実だ。


「別に夜でも虹は架けれるけどな」


「え!?」


彼が遅くなっても気にしない理由を聞いて、リュディアは驚く。暗い夜にどうやって虹が見れるのだろう。


夜の虹に興味を惹かれたのが判ったのか、庭師見習いの少年は可笑しげにリュディアの頭を撫でた。


「まぁ、夜は冷えるし危ないから、お嬢がもうちょっと大きくなってからな」


宥められ、我儘わがままを言うつもりもないので、リュディアは了承し数年後に期待することにした。


リュディアが冬の外気に長くいるのを心配した庭師見習いの少年は、早速約束の虹を作ることにする。


「ココだと楽だな」


そう呟いて、池に向かって手を掲げる。すると、霧のように池の水が細かな粒となり空中に浮いた。


離れ側にある陽光を受けて、リュディアたちから左手に七色の橋が架かる。睡蓮の葉もなく、ミニバラの花壇も眠り、寒々しい風景が一瞬で彩いろどられた。


「わぁ……」


その変容も含めてリュディアは感嘆を零す。昨年より大きな虹に心が踊った。


「お嬢、誕生日おめでとう」


言祝とともに、彼はズボンのポケットから木綿のハンカチに包まれたものを差し出した。


ハンカチが取り出されるのに合わせて解け、中から卵形の硝子細工が現れる。


「え……」


事態がのみ込めず固まるリュディアの様子を誤解したのか、庭師見習いの少年は申し訳なさげに眉を下げた。


「ごめん。俺で買えるぐらいのだから、メッキかもしれないけど……」


メッキかどうかはリュディアにも判断がつかないが、卵形の硝子細工は上三分の二がステンドグラスのように青い硝子が嵌め込まれており、下部分の金属の土台は磨かれた銅の色をしていた。硝子部との境目は、花の細工が一周して縁を飾っている。置けるように脚あしが三ヶ所設けられていた。


宝石箱の類いかと思ったが、よく見ると青い硝子の中に何かがある。


「これは……？」


「オルゴールなんだ。上のトコを回すと鳴る」


リュディアが手に取り正体を見定め兼ねていると、庭師見習いの少年が上部の硝子部分を時計回りに捻った。すると、反時計回りに戻るのに合わせてオルゴールの音が鳴る。


「この曲……」


「知ってる曲ヤツの方がいいかと思って。こないだ聴こえたから」


流れた曲はリュディアが今、ピアノで練習している曲だった。どうやらピアノの稽古を受けているとき、彼は近くで庭作業をしていたらしい。


元は隣国のシャンソンを元にこの国の作曲家が十二の変奏曲を作ったものだと、音楽の師から由来を教わった。そのため、課題曲が十三通りありリュディアは最近この曲ばかりを練習している。


平民にも広く知られている曲だと聞いていたが、オルゴールまであるとは知らなかった。基本となる原曲らしいそのメロディは、軽やかな金属音で奏でられ愛らしく響く。


「可愛いですわ」


音色も含めての可愛らしさに、リュディアは表情を綻ばせる。虹を見せてもらうだけでも感動したというのに、さらに嬉しくなるようなことが用意されているなんて露つゆほども思わなかった。


「ありがとう。大事にしますわ」


嬉しさを湛えて礼を言うと、不安そうにしていた庭師見習いの少年は安堵いっぱいに笑った。


「よかった……」


冷えた冬の空気を忘れそうな陽溜まりのような笑顔を真っ向から眼にして、リュディアは今日のニコラウスの言葉を唐突に思い出す。


自分が笑うだけで済むことなどないとリュディアは思っていた。が、自分が喜ばされたのに、むしろプレゼントをもらったのが彼かと錯覚する表情を見せつけられ、ニコラウスが正しかったと知る。


なんとも安上がりすぎないか。あまりにも安易な彼が心配になる。


同時に事実を認識して、急激に身体の温度があがるのを感じた。


「悪い。長居しすぎたか」


顔が真っ赤になったのを、寒空に居たせいだと勘違いした庭師見習いの少年は熱を測ろうと、リュディアの額に手を伸ばす。


「だ……大丈夫ですわ！」


触れられそうになったリュディアは反射的にそれを避け、立ち上がる。


「でも、風邪引いたんじゃ……」


後を追うように立ち上がった庭師見習いの少年は、心配げにもう一度熱を測ろうとする。


「平気ですっ」


リュディアは慌てて後退あとずさり、庭師見習いの少年から距離を取った。何故か、今触れられては不味いと心臓が警鐘を鳴らしていた。


勢いをつけすぎたのか、東屋の入り口まで下がってしまい、リュディアは入り口の段差に踵かかとを取られる。


「ひゃ……!?」


「お嬢！」


プレゼントのオルゴールを守ろうと、リュディアは胸に抱え込んで思わず眼を瞑った。だが、倒れる方向とは逆に腕を引かれリュディアは東屋の入り口に膝を突くだけで済む。


「おわっ、……っと!?」


庭師見習いの少年が戸惑った声を上げたかと思うと、直後に激しい水音がした。


リュディアは驚いて眼を開ける。音のした方に振り返るも、池の波打つ水面があるだけで彼の姿が見えない。


「ザク……!?」


「っぷは！」


姿が見えないことに焦り、リュディアが池の波立つ部分を覗き込もうとすると、そこから庭師見習いの少年が顔を出した。


「うはー、ドジった。はははっ」


「笑ってないで早くあがりなさい!!」


冷たい水に凍えながらも、何が可笑しいのか笑う庭師見習いの少年を、リュディアは叱咤する。


「小屋に着替えあるから大丈夫だって。あがるからお嬢ちょっと離れて、ドレス濡れる」


「わたくしより自分の心配をしなさいっ。馬鹿ですの!?」


「なら、風邪引かないって」


「そういう問題じゃないでしょう!!」


どんなにリュディアが怒鳴っても、庭師見習いの少年は笑う。


結局、言い合いをしながらもリュディアが手を伸ばしたが、彼女まで池に落ちてしまうと庭師見習いの少年は自力で廊下にあがったのだった。






数日後、リュディアが庭を訪れると馬鹿ではなかったらしい、と息子が風邪をひいた事実を専属庭師は報告した。


だから言いましたのに、とリュディアはその場にいない彼を思わず叱った。







30．霹靂へきれき


その日は、小屋に泊まってちゃんと風呂に入ってから寝たから、大丈夫だと思っていた。


風の鳥を送って両親に、小屋に一泊することもちゃんと伝えた。お嬢の誕生日だったから、夕飯は厨房で分けてもらえて楽できた。小屋に入ってすぐに身体を拭いて着替えたし、俺としては対策は万全だった。


翌日、泊まることを伝えていたから親父が、小屋に来て、俺の寝室を覗いた。


俺は親父が来たことに気付いていたけど、ベッドに寝たまま起き上がれずにいた。本当は、今日の作業場所で親父を待ち構えていようと思ってたのに。


なんだか、頭がぼんやりする。不思議と全然寒さを感じないと思っていたら、親父が俺の顔を覗き込んだ。


「おや……」


ガシッ!!


「熱いな」


いきなり視界が暗くなったかと思ったら、頭の上半分を親父に鷲掴みにされた。寝坊したから、このままアイアンクロウでも食らうんだろうか。


頭を掴まれたまま持ち上げられるかと思ったが、親父は掛け布団ごと俺を持ち上げて、肩に担いだ。担ぐ前に掛け布団で巻かれたから、俺は簀巻き状態でただの荷物みたいだ。


俺を担いだ親父は、小屋の二階から階段で降りていく。とんとんという階段を降りる音と、規則的な揺れのせいか眠くなってくる。


仕事、邪魔しちまったなぁ……。


そんな申し訳ないやら悔しいやらの感情ですら眠気の波に押し負け、俺は意識を手放した。






次に眼を覚ましたときには、家の俺の部屋だった。馴染んだベッドの感触に安堵を覚えながら、どれぐらい時間が経ったのかが判らなくて首を傾げる。


「起きた？」


「母、さん……」


視線を天井から横にずらすと母さんがいた。ぼうっとする頭で口を開くと、喋りづらかった。


「のど、かわ……いた」


身体の水分が蒸発したみたいな感覚だ。口の中も乾いているせいで喋りづらいと気付いた。汗をかいたはずなのにべたべたしない。母さんが寝ている間に拭いてくれたのか。


「水あるわよ。飲む？」


「……飲む」


だるい身体を起こしてベッドに座ると、母さんが水差しからコップに水を入れて渡してくれた。コップに口をつけると、微温ぬるい水で飲みやすかった。こういうのを白湯さゆって言うんだっけ。


喉の渇きがなくなるまで水を飲んだ。俺が飲み終わるのを待って、コップを受け取りながら母さんが訊く。


「ご飯あったら食べる？」


「食べる」


食欲があるか確認されたから、問題ないと伝えると支度をしてくると母さんは微笑んだ。そして、頭を撫でられる。


「できたら起こすから、まだ寝てなさい」


「うん」


俺は素直に従って、また布団を被った。結構寝たと思うが、横になると、また瞼まぶたが落ちそうになる。


「ザク。あんた無茶したでしょう」


叱るというより可笑しそうな声が降る。俺は微睡みの中でその指摘を否定をする。


「して、ない」


やれることしかしていない。体術の稽古はやりたくてしてるし、ダンスの練習相手も俺が決めたことだ。それに、師匠もエラ先生も無理のないスケジュールでしてくれている。


「昨日、お嬢様の誕生日だったんでしょ。鳥の前にも魔法使ったんじゃないの？」


「それ、は……」


だって、場所がよかったからできるだけ大きい虹を見せてやりたかった。結構ギリギリまで魔力を使ったけど、風の鳥を飛ばせたから大丈夫だと思った。ＭＰ切れの状態って、免疫力が落ちるんだろうか。


「ひとつひとつは大したことなくてもね、全部をちょっと頑張ったら、無茶になるの。ザクはいつもちょっとだけ頑張る性質たちでしょ」


頭を撫でられたまま、そんなところも父親似だと笑われる。


「あんた、もう働いてるのに、休みの日までたまに何かしてるでしょ」


レオの視察の案内のことか、それともダニエル様のとこでのバイトのことか、はたまた頼まれることがある子守りか。


レオとはチビたちを交えて遊んでるだけだし、バイトもお菓子を食べさせてもらえたり庭を見せてもらっているから半ば遊びに行っているようなものだ。子守りも少しの間のことで苦でもない。


いくつか可能性を考えてみたが、どれも違うと思った。否と返そうと口を開く前に、頰を指で突かれ喋れなくなる。


「それ。今浮かんだのは、ちょっと張り切ってるの」


候補が浮かんだこと自体を母さんに指摘されて、俺は眉を寄せる。瞼が落ちないように堪えているせいもあった。


遊んでるだけでも無茶になるなんて、俺に体力がないように感じて悔しくなる。筋トレしてるのに。


剝れた俺と眼を合わせて、母さんは優しく微笑む。


「なーに焦ってるの」


「……だって」


俺の中にある焦燥を言い当てられる。熱に浮かされているせいか、どうしてバレたのか疑問が湧かなかった。


「きっと、後悔する……」


お嬢がお稽古をして、日に日に令嬢として立派になってゆくのを傍かたわらで見ているだけの俺は、そんなお嬢のためにできることがほとんどない。なら、せめて目の前のことをちゃんとやって、少しでも胸を張れる自分でいることしかできない。


早く一人前の庭師になる約束も、期限に間に合うか判らない。やれることを全部しておかないと、俺よりしっかりしているお嬢のことだ、きっとすぐに置いていかれる。


しなかったことを後悔するのは、前世で飽きた。


「大丈夫」


母さんが優しい声音で言う。語気が強い訳でもないのに、確信に近い響きがあった。


「大丈夫だから、治るまで何も考えずに寝てなさい」


そっか。


声にならず呟く。母さんが言うなら大丈夫だろうと、安心して俺は眠りに落ちた。そして、丸二日の間、食事以外のときはほとんど寝ていた。近所の医者にも診みてもらったが、休めば治るとのことだった。池に落ちたのが原因だと言うと、医者のじいちゃんは何故この時期にそんなことになったのかと何とも言えない表情カオをしていた。






三日目の朝、元気になったと主張したが、額に手を当てられ、微熱があるから今日も念のため休むように、と母さんに言われた。母さんがそう判断したから、親父は一人でエルンスト邸へ出勤していった。


寝込んでいたときならともかく、頭もはっきりして身体もダルくないから俺は暇で仕方がなかった。充分に寝たから、ベッドで横になる気にもならず、部屋で一人なのをいいことにストレッチしてから筋トレをする。


「あ」


筋トレをしている最中、ふと思い出した。少し前に、バイトでアニカ様に会ったときに顔色を心配された。


俺を病弱なエリアスと思っているからだ、と思っていたが、普通に俺が疲れていないか、母さんみたいに心配してくれていたのかもしれない。


そうとは気付かず、元気だから大丈夫だと突っぱねてしまった。


「悪いことしたな……」


今度会ったときに謝らないと、と思う。心配してくれたお礼も何か持っていこう。


師匠に決められたセットを終えた俺は、することがなくなったから下の階に降りて、母さんに声をかけた。


「母さん、何か手伝うことない？」


「ザク。やっぱりじっとしてなかったわね」


振り返り、呆れた声で母さんが言う。


「寝てばっかりは飽きた。身体が鈍なまりそうだから何かしたい」


「仕方ないわねぇ」


俺が大人しくしていないと解っていたのだろう、母さんは食材のおつかいを頼んでくれた。


防寒着をちゃんと着て家を出ると、晴れていていい天気だった。太陽光を浴びながら一度伸びをして、歩き出す。二日も家に籠っていたから、冷たくても外の空気が気持ちよかった。


市場通りに入ると相変わらずの人の多さだった。まだ昼前だから歩きやすいが、昼になると人気の食堂に行列ができ、時間限定でサンドイッチとかの出店も出るから、人の流れに逆らって歩くのが困難になる。


確か、パン屋と精肉店と協同でサンドイッチ売ってるって、八百屋のおばさんが言っていたな。昼飯時限定でサンドイッチの出店を出しているのは、宣伝も兼ねているらしい。商魂逞たくましい限りだ。


おつかいのリストの中には、その八百屋にも用があるから早めに行って買おう。回る店の順番を決めて、進行方向を変える。


「ザク……っ」


聞き覚えのある声がして、俺は足を止めて、振り返る。


だが、振り返っても声の主らしき姿はなく、往来を行き交う人の波があるだけだ。


「…………お嬢……？」


こんな場所にいる訳がない。けど、俺がお嬢の声を聞き間違えるとも思えない。


声がしたのに、姿が見えない事実にぞわりと冷えた感覚が走った。


声がした方向を中心に、周囲を見渡す。すると、一瞬だが路地に入る辺りの空に電いなずまが走った。


俺はすぐさま電が見えた辺りの路地に向かう。青天の霹靂なんて、冗談じゃない。お嬢はどんなに魔力が強くても人を攻撃なんてしたことがないのに、このタイミングで雷属性の魔法を感知するなんて最悪だ。


正確な位置は、雷属性の精霊が吸い寄せられる方向をたどって探った。


「お嬢!!」


裏路地の人気のない場所に、男五人に挟まれたお嬢とカトリンさんを見つける。


カトリンさんは前方の男三人からお嬢を守るように、震えながらも両手を広げて盾になっている。そのカトリンさんをさらに守るように半円形の雷の膜が張っていた。カトリンさんの後ろに隠れながらも、お嬢が張ったのだろう。


男たちを怯えながらも睨みつけるカトリンさんもそうだが、お嬢は淡い青の瞳を潤ませながらも、涙一つ零さず気丈に相手を見据えている。


その、涙で滲みそうになる青を見た瞬間、俺の頭の中が真っ赤に染まった。


「ザ……」


「気を緩めるな！　そのまま雷張ってろ!!」


俺を見つけたお嬢が、安堵で気を緩めそうになるのを叱咤する。現状打破できていない状態で、雷を解いては不味い。雷の膜のお蔭で、男たちがお嬢たちから一定の距離を取っている。


怒鳴った俺に、びくりと怯えながらもお嬢は気を張り直して、雷の膜を維持した。


俺の前に三人、お嬢たちの向こうに二人。奥の一人は余裕を持った表情で、人を見下すのに慣れている眼をしているから、親玉か少なくともこのメンバーのリーダー格だろう。


かつあげでも人攫さらいでも、害意があるのは確かだ。全員体格もよく、人気のない場所に連れ込んでいるから身代金または人身売買目的の誘拐の可能性が高い。


まだ俺が子供だと油断している今でないと、逃げるのは難しい。


「なんだぁ、このガ……ッ!?」


道すがら拾っておいた手頃な大きさの石を、まず前の三人の眉間を狙って投擲とうてきする。子供の俺はリーチで不利だから、師匠が手近なものを武器にできるように教えてくれた。







    
  
  




顔を手で押さえてよろつく男たちの間を抜けて、お嬢たちの方へ駆け寄る。


「カトリンさん、お嬢、伏せて！」


カトリンさんはすぐにお嬢を庇うように、抱え込みながらしゃがんだ。


俺は駆けた勢いのまま、奥の二人の眉間にも石を投げる。


「ぐぁっ!!」


「うっ!?」


ちょうどお嬢の雷の膜を通過したから、石が雷を纏ってスタンガンの効果を得たらしい。衝撃を受けたような声をあげて、男二人が倒れた。


「……イザークさん」


「カトリンさん、お嬢を抱えて走れますか？」


カタカタと震えるカトリンさんに、酷なことを言っていると判っていたが、俺は膝を突き、目線を合わせて頼んだ。


カトリンさんは震える手を握り、一つ深呼吸をして震えを押さえ込んだ。


「はい……っ」


強く頷いて、カトリンさんは失礼します、とお嬢を抱き上げた。お嬢もぎゅっとカトリンさんに掴まる。


「お嬢、まだ雷ソレ解くなよ」


先に念を押してから、カトリンさんに手を差し出す。当然、間にある雷の膜を通ると痺れるよりも強い刺すような痛みが走った。


「ザク、手が……っ!?」


「……っいいから！　カトリンさん、ちょっと感覚ないんで俺の手掴んでもらえますか」


お嬢が悲鳴をあげるように反応したが、魔法を解かないように釘を刺して、カトリンさんに手を取るように頼む。感覚がないから俺が掴んだら、力加減を間違うかもしれない。まぁ、痺れた感覚があるから力が入るか怪しいが、お互い手袋を嵌めているから感電の心配はないだろう。


「人がいる場所まで案内するんで、それまで離さないでください」


「はいっ」


カトリンさんが俺の手を掴んだのを視認して、三人で来た道を戻る。お嬢の雷の膜のお蔭で、通り過ぎたときに男たちが感電して動きが鈍くなった。


他に仲間がいるか判らないから、男たちの追手がないとはいえ安心できない。カトリンさんが躓つまずかないよう注意した速度で走る。お嬢を抱えているから速度はあまり上がらないが急がないよりはマシだろう。


元の市場通りに出た瞬間、俺は叫ぶ。


「人攫いだ、誰か兵士呼んでくれ!!」


人々の半数ほどが俺の声に反応して、こちらを見る。お嬢は俺が叫んだのにびっくりして雷の膜を解いていた。






それからは早かった。店の人も何人か出てきて、誰かが兵士を呼びに行き、男手数名が縄を手に俺が説明した路地の奥へ捕縛に向かった。通りがかりのおばさんが、カトリンさんやお嬢を心配して兵士が到着するまで付いていてくれた。


逃げるまでは焦りで時間がかかったように感じたが、きっと十数分の出来事だったんだろう。俺は安堵で気が抜けて、兵士が来るまでその場に座り込んでいた。


兵士が到着すると、お嬢とカトリンさんは保護されるため一番近い兵士の詰所に案内された。俺も事情聴取で一緒につれて行かれた。


事情聴取で腕の負傷を心配した兵士のおじさんが、衛生兵に診せてくれた。手首近くの火傷は結構な水脹みずぶくれになるから潰さないように注意された。どうしよう、見ると潰したくてうずうずしそうだ。頑張って、我慢しよう。手の痺れはしばらくすれば治まるらしい。念のため、後日もう一度診察を受けにくるように言われた。


事情聴取のとき、ただの通りすがりにしようか迷ったが、母さんにも連絡したかったので正直に身元を明かした。兵士のおじさんは、子供が無茶するな、と俺を叱ってから、母さんに報せてくれると約束してくれた。


お嬢たちは迎えが来るまで詰所で待つことになり、仕える家の使用人の俺も心配だろうと兵士のおじさんが会わせてくれた。


こじんまりとしているが応接室らしい部屋で、お嬢たちは温かい飲み物を飲んでいた。漂う甘い匂いからしてココアだろう。


「ザク……っ」


俺が部屋に入ると、お嬢が瞠目してココアのコップを音を立てて置き、こちらに駆け寄ってきた。


「大丈夫ですの!?　手は……っ」


「平気。ちょっと痺れただけだって」


袖で包帯が見えないのをいいことに、俺はへらりと笑って、手を振って見せる。防御の魔法に自分から手を突っ込んだから、ただの自業自得だ。だから、お嬢には気にしないでほしい。


お嬢は真意を探るように俺の手と眼を交互に見た。そして、若干腑に落ちないようだったが、俺の無事に安堵する。


カトリンさんの方を見ると、泣き腫らしたのか目元が赤かった。


「カトリンさん、よく頑張りましたね。カッコよかったです」


「……っいえ、そんな」


女の子に無茶な頼みをしたのに、カトリンさんはお嬢のために頑張ってくれた。彼女は、臆病なように見えて強い。あの場面で、竦まれていたら逃げられなかった。


カトリンさんは、少し眼を潤ませて謙遜する。その表情は申し訳なさも滲んでいた。


彼女の申し訳なさの原因は、俺が予想している通りだろう。お嬢に視線を戻して、真面目に訊いた。


「で、お嬢はなんであんなトコにいたんだ？」


お嬢は俺を見て、びくりと肩を震わせた。


「…………わ、わたくし、ザクのお見舞いに行こう、と……」


「誰にも言わず、護衛も付けずに？」


「……っだって、ロイ様も下町に来たことがあるんでしょう!?」


お嬢は異を唱えるが、俺は静かに返す。


「レオは黙ってじゃないし、護衛も付けてる。アイツ自身も護身がある程度できるから来てるんだ」


ぐっと黙り込むお嬢の後ろで、カトリンさんが弁護しようとしたが、視線で黙っていてもらうように頼んだ。


堪えるように黙って俯くお嬢と眼を合わせるために、膝を突く。拳を作っている両手をそっと包んだ。


「お嬢」


呼ぶと、恐る恐るだが眼を合わせてくれた。淡い青の瞳を見返して、伝える。


「お嬢は、自分が綺麗で可愛い自覚を持ってくれ」


「……っな!?」


「聞いて」


茶化されたと誤解して、頰を朱に染めるお嬢に、真面目な話だと眼で伝える。


「お嬢を知ってる俺やカトリンさんは、中身も含めてお嬢が綺麗で可愛いって分かってる。けど、知らない人から見てもお嬢は綺麗で可愛いんだ」


意図が解らないお嬢は、怪訝になる。


「綺麗で可愛いモノを、価値のあるモノだと思う奴らには、お嬢は宝石とかと同じただのモノだ。今日の奴らの眼、恐かっただろ？」


相手を同じ人間として見ない眼を思い出したのか、お嬢は一度震え、小さく頷いた。


「お嬢を知らない奴の中には、お嬢が同じ人間と分からない奴がいるんだ。だから、自分を大事にしてくれ」


「……もう、軽率な真似はしませんわ」


「うん。ありがとう」


きゅっと一度下唇を噛んでから、お嬢は決意したように言った。その答えを聞けて、俺は安心して笑った。


ちょうどいいから、ついでにバラしておこう。


「あのな、お嬢。俺、ずっと前から下町にお嬢を誘いたかったんだ」


「え……」


「でも、安全を保証できないだろ。とりあえず、俺が強くなればどうにかなるかと思って、し……ハインツさんに鍛えてもらってたんだ」


安直バカだろう、と笑うと、寝耳に水だったお嬢はびっくりして固まった。


「けど、それじゃ足りなかった。お嬢にちゃんと話して一緒に考えればよかった……、恐い想いさせてごめんな」


先に俺の考えを話しておけば、お嬢はこんな無茶をしなかっただろう。物騒な話をわざわざお嬢の耳に入れるのを避けていたツケがこれだ。情けなさすぎて、うまく笑えていない気がする。


お嬢は、と首を横に振って否定する。きっと自分のせいだと責めている。


手の痺れが弱まったのに気付いて、俺は包んでいたお嬢の両手を痛くない程度に強く掴む。じわりと体温が伝わる。


「鍛えていたけど、ほんとは……、そんなことなければいいと思ってた」


鍛えていたのは部活みたいな感覚で、実際に役に立たなくてよかった。得た能力を活かしたいなんて欠片かけらも思わなかった。役立つ場面なんて一生なくてよかったんだ。


お嬢にどんな表情カオをすればいいか、判らなくなって、お嬢の肩口に額を付けて顔を見られないようにする。


「恐かった」


お嬢がいなくなるかと思った。それが、とても恐かった。


お嬢を見つけたとき、男たちに対する殺意に近い怒りで頭が真っ赤になったが、それは恐怖を払拭ふっしょくするためだ。


今、この手の中にある温もりを失うかもしれなかったんだ。


もうこんな恐い想いはしたくない。


「……っごめんなさい。ごめんなさい、ザク」


額越しに振動が伝わる。震える声に、俺が顔をあげると泣きじゃくるお嬢の表情カオがあった。


「もう二度とザクを泣かせたりしませんわ……っ」


涙でぼろぼろの表情カオで、しゃくりあげながらえらく男前なことを言う。


「泣いてるのは、お嬢じゃん」


なんだか笑ってしまう。


今まで堪えていた分があったにしても、泣かせてしまったのが申し訳なくて、お嬢の頭を撫でた。


「お嬢も、恐かったよな」


「こわ、かったですわ……」


落ち着かせたかったが、逆効果だったらしく、さらに涙を眼に溜めて、お嬢はそれを決壊させた。そして、俺の胸に額を押し付け、わんわんと泣き出す。


俺がいるのを確かめるように、ぎゅっと服を掴んでくるから、大丈夫だと伝えたくて背中をぽんぽんと叩いて宥めた。







    
  
  








お嬢が落ち着くまで、と付き合っていたらお嬢は泣き疲れて眠ってしまった。服を掴んで離さないから、抱えて元々お嬢が座っていたソファに一緒に座る。カトリンさんが、ハンカチを濡らしてお嬢の目元を冷やした。


どうしたものかと弱っていたところで、ドアが開いて案内の兵士の後に見知った人が現れる。


「遅くなって済まなかったね」


「公爵様」


公爵様が師匠こと執事のハインツさんをつれて、お嬢の迎えにきた。カトリンさんは、すぐさま立ち上がりソファの脇に控えて頭を下げる。けど、お嬢にしがみつかれている俺は動けなくてどうしたらいいのか判らない。


流れるような歩みで近付いてきた公爵様は、片膝を突き、眠るお嬢の顔の輪郭を掌でなぞった。


「可哀想に……、余程恐かったんだね」


労るように、泣き腫らしたお嬢の目元に公爵様は唇を寄せる。


公爵様の言葉に、ずしりと罪悪感が胸にのしかかった。ぐっと唇を噛んで、口を引き結ぶ。


「イザークも無事でよかった。よく逃げたね」


「え……」


叱られると腹を括っていた俺は、頭を撫でられぽかんとしてしまう。


俺の反応を不思議そうに、公爵様は微笑む。


「カトリンもイザークも、我が家の大事な使用人だ。無事を喜ばない訳がないだろう？」


俺の心配をされるなんて思ってもみなかったから、びっくりした。公爵様はただ優しく微笑んでいるだけなのに、ひどく頼もしく見えた。同時に、ああ自分は子供なんだと思い知って恥ずかしくなる。


「あ……ありがとうございます。心配かけて、すみませんでした」


頰が熱くなりながらもどうにか礼を言った。熱の理由には嬉しさもあった。エルンスト家に仕えられてよかった、と胸が熱くなった。


俺の返事に満足そうに微笑むと、公爵様はどうやって手を解いたのか、あっさり俺からお嬢を離し横抱きにして立ち上がった。


「さて、今はディアを最優先にしたいから帰るよ」


俺は立ち上がって、ぴしっと直立する。


「はいっ、よろしくお願いします！」


直角に身体を折ると、公爵様の可笑しそうな笑い声が降った。


「じゃあ、イザークも気を付けて帰るんだよ」


「あの、公爵様……っ」


俺が焦って呼び止めると、公爵様は優雅な動きで振り返った。


「なんだい？」


「お忙しいとは思うんですが、今度お時間をいただけないでしょうか？　お話したいことがあります」


「わかった。では、また後日」


了承してもらえた安堵で、公爵様たちが去ったあと、俺はそっと息を吐いた。






公爵様は意外に早く都合をつけてくれ、翌日出勤した夕方には呼び出された。


師匠に案内され、公爵様の書斎に通される。雰囲気が学校の校長室みたいで緊張する。校長室なんて凄いことした奴か、余程ヤバいことした奴しか呼ばれない印象だからなぁ。前世はどちらでもなかったから入ったことはないけど。


挨拶をして入ると、公爵様が緊張しなくていいと笑った。キラキラした公爵様を見て、こんな若い校長いないよなと思ったら、なんだが少し気が抜けた。室内でも公爵様の金髪は眩しかった。


「それで、話とはなんだい？」


書斎机の向こうで、公爵様がにこやかに問う。


「その前に、昨日の件はすみませんでした！」


深く頭を下げて俺は謝る。


「そもそも俺が、働かせてもらっているのに体調管理怠ったのが原因みたいなものだし、ちゃんと下町が危ないこともあるって事前に話していなかったから……っ」


申し訳なくて頭を下げたまま言い募っていたら、ぶはっと噴き出す音が聞こえた。


なんだ、と顔をあげると喉を鳴らして可笑しげに笑う公爵様がいた。意味が解らなくて俺は首を傾げる。


「あの……？」


「いや、すまない。良い子だなぁ、と思って」


笑いを堪えながら言われても、褒められている気がしない。


「イザークと共にいるのを是としたのは、私だ。むしろ、謝るのは私の方だ。危機管理は親私が教えるべきだからね。ヴィアには私の悪いところが似たと怒られたよ」


そう公爵様は苦笑する。そんな風に言われてしまえば、これ以上謝罪を重ねる訳にはいかない。


この件はここまで、と言うように公爵様は話を切り出した。


「さて、話というのは何かな？」


「お嬢……リュディア様に護衛を付けてください」


多忙な公爵様に時間を割いてもらっているから、俺は端的に要望を伝える。


公爵様は、お嬢と同じ淡い青の眼を丸くした。


「どうしてだい？」


「し……ハインツさんに、護衛を付ける予定だと聞きました。もう、昨日みたいなことがあったら嫌なんで、その時期をなるべく早めてほしいんです」


「嫌？」


「はい、嫌です」


俺は難しく考えられない。だから、単純に嫌なことを避けたいから、一人で無理だったことは一人でしなければいいと思った。それだけだ。


「そうか……、嫌か」


俺が言った言葉を繰り返して、公爵様はまた可笑しそうに笑った。俺が馬鹿をするとお嬢は怒るけど、公爵様には可笑しいものなんだろうか。俺、割と真面目に話したつもりなんだけど。


ひとしきり笑ったあと、公爵様は口を開いた。


「いいだろう。検討しよう。といっても、私も時期を早めないと、とは思ってたからね」


「ありがとうございますっ！」


公爵様の答えに、俺は表情を輝かせる。


「……自分が守る、とは言わないんだね」


「へ？　お嬢が笑っていられる方が大事です」


質問というより呟きに近かったが、何を言っているんだ、と思わず返してしまった。


きょとんとした俺に、公爵様は眼を丸くして、また笑った。そして、良い子だね、と同じ評価を俺に下したのだった。







31．背筋


眼が覚めると、心配そうな両親の顔があった。


そのことに驚き、戸惑いながらリュディアは自身のベッドから上半身を起こした。いつの間に自分は帰ってきたのかと、内心首を傾げる。


「お父様……？　お母様……？」


「大丈夫かい？　私の天使、どこか痛いところは？」


「ディア、恐かったでしょう？」


父親に確かめるように頰を撫でられ、母親に抱き締められ、ようやく眠る前にあった出来事を思い出す。


「大丈夫ですわ」


正確には、もう大丈夫だった。ひとしきり泣いたためか、今は妙に感じるほど冷静に事実として受け止められる。


両親を安心させるために微笑むと、それぞれが安堵の色を見せ、リュディアはそれだけ心配させたのだ、と申し訳なさに胸が痛んだ。


「お父様、お母様、ごめんなさい。わたくしが我儘を言って無理矢理付き合わせたので、どうかカトリンは責めないでください……っ」


冷静になって、自分の軽率な行動の責任をメイドのカトリンが取らされる可能性に、リュディアは気付いた。


庭師見習いの少年が寝込んだと聞いて、最初は怒ったが、段々時間が経つにつれて心配が克った。よくよく考えれば、彼が池に落ちたのは自分を助けようとしてのことだったので、罪悪感まで湧いた。


いつもなら彼に会いに行く時間になると、心配と罪悪感が限界に達し、カトリンに見舞いに行きたいと懇願したのだ。顔を一目見れば安心するから、と押し通したのは自分だ。


そのときは、あんなことになるなんて欠片も思わなかった。己を軽視した結果を巻き込んでしまったカトリンが被こうむるなんて嫌だった。


「駄目だよ」


父親のジェラルドから、静かに断られ、リュディアはずしんと胸が重くなる。


「ちゃんとメイド長からお説教を受けないとね」


リュディアがぽかんと見上げると、片目を瞑ってジェラルドが笑う。


「なかったことにしないためにも、カトリンは反省しないと駄目になるよ」


全くのお咎めなしでは彼女は余計に自分を責めてしまう、と全て自分のせいにするのは自己満足エゴだと諭さとされ、リュディアもまた彼女の主人としての至らなさを反省した。


「ごめんなさい」


母親の腕の中で俯く愛娘を見て、ジェラルドは苦笑する。


「ディアを叱るつもりはなかったんだけどね……」


「どうしてですの……？」


叱られるべきは自分だ。いくら家族愛が強い父でも、今回の件は見過ごす訳がない。リュディアは疑問の眼を父に向ける。すると、同じ色の瞳が柔らかく細められた。


「だって、もう叱られただろう」


そういう顔付きだと指摘され、リュディアは言い当てられたことに驚く。


会いに行った庭師見習いの少年に、会った瞬間に喝破かっぱされ、助かったら最初に咎められた。ただ心配されたり、無事を安堵するだけだと思っていたからとても驚いた。どこかで彼が自分に甘いと思っていたことに気付いて恥ずかしくなった。


甘やかされたくないと思っていながら、彼に甘えきっていた事実に気付かされた。


また、彼をそうさせるほどに心配させたと、握られた手の強さと呟く声が震えていたことで知った。握られた手の熱を思い出して、両手をぎゅっと握り込む。


「既に反省をしている相手に、また同じことで責めるなんて意味がないからね」


「ディアは、反省するだけで終わらせないのでしょう？」


「はい……っ」


二度と彼を悲しませないと決めた。その決意のままに、母の腕の中でリュディアはしかと首肯した。なら、今はただ無事を喜ぼうと改めて両親に抱き締められた。






幾日かして、第一王子のロイが見舞いも兼ねてリュディアを訪ねてきた。


庭に面した壁に硝子戸が多く、色とりどりの洋蘭ようらんがそこから覗く応接室の一つに案内する。室内から見る庭も絵画のようでいい、とロイは煌々しい笑顔を見せた。


いつものように紅茶の支度を終えたメイドのカトリンを下がらせ、人払いをする。温かい紅茶で一息を吐いた頃になり、ロイは蜂蜜色の瞳を暖炉の熱で溶かすように微笑んだ。


「さて、何かな？　リュディア嬢」


期待を孕んだようにも見えるその瞳を見据え、リュディアは口を開いた。


「……以前、利用しろとおっしゃいましたよね」


「ああ」


婚約の話をした際の条件を、ロイは微笑みで肯定する。リュディアを婚約で制限する代わりに、ロイないし婚約者の立場を利用する権利が彼女にはある、と提示した。


「では、利用させていただきますわ」


不敬と取られるだろう言葉を、彼女なりの決意をもってリュディアは口にする。


「僕と婚約する、と？」


ロイの確認の言葉に、リュディアは首肯した。


「はい。現時点でロイ様以上に、わたくしの結婚相手に適した方はおりませんもの」


「理由を訊いても？」


婚約する理由ではなく、決断に至る理由をロイは問う。


「わたくしは、わたくしの大事な者たちを守る力がほしいのです」


誰も悲しませたくはない。少なくとも、自分の手の届く範囲の者たちが笑っていられる未来がほしい。


「そのために、わたくしは世界を知りたいのですわ」


世界のすべてを知りたいのではない、自身の価値を知り身の振り方を見極めるために、自分を取り巻く世界がどういうものかを把握したい。ただの公爵令嬢のままでは狭い世界しか見えない。リュディアが思いつく一番手っ取り早い手段が王族であるロイとの婚約だった。


だから、ロイを利用する。王族と縁を持つことによる制限も、自身だけで身を守れないリュディアには好都合だ。


リュディアの決意の籠った瞳に、ロイは一度瞬き、そして表情を綻ばせた。


「いや、リュディア嬢は実に凛々しいな」


「ザクみたいなことを言わないでください……」


女性向けの表現を用いているが、今のロイの言い振りは庭師見習いの少年にカッコいいと褒められたときのそれだ。褒められている気がしなくて、リュディアは半眼になる。ロイは妙なところが彼と似てしまった。


だが、彼と異なり、失礼した、とすぐに詫びてくれた。


「では、交渉成立だな。これからよろしく頼むよ、婚約者殿」


椅子から立ち上がり、歩み寄ったロイはリュディアに手を差し出した。


リュディアも立ち上がり、差し出された手を握り返す。


「よろしくお願いいたします。ロイ様」


ああ、それから、とロイはにこやかに付け足す。


「勿論、どちらかに乞う相手ができたときには婚約解消するから、その点に置いて隠し事はなしにしよう」


「わかりました……。けど、ロイ様にはそういう方がいらっしゃるんですの？」


まるで相手ができるのが前提の口振りに、リュディアが訊ねると、ロイは笑みを深くした。


「まだ分からないんだ」


「はい？」


「まだ出逢っていないからな」


出逢うのは確定事項らしい。彼の確信がどこからくるのか判らず、リュディアは首を傾げる。ロイはただ微笑み返すだけで、仔細を語る気はないようだった。


そして、ロイはある可能性を提示する。


「リュディア嬢が出逢う方が先かもしれないな」


「わたくし、は……」


否定も肯定も即座に出ず、リュディアは言葉に詰まる。一体何が喉に引っかかったというのか。


一度躊躇った答えに、リュディアが困窮していると、くつくつと音が聞こえ、視線をやるとロイが可笑しげに笑っていた。


「ロイ様？」


「いや……、僕たちはお互いが眼中にないのだと思ったら、なんだか可笑しくて……っ」


ロイに言われて初めて気付いた。リュディアもロイも婚約者になった相手を好きになる可能性を一切考慮せずに話していた。


勿論、嫌いな訳はなく好意がある相手だが、それは飽くまで友人として、だ。


「そういえば、そうですわね」


気付いてしまうとなんと滑稽こっけいな話だ、絶対に好きにならない相手と望んで婚約するなんて。リュディアも可笑しさが込み上げてきて、一緒になって笑った。


ひとしきり笑ったあと、互いに眼を合わせる。


「わたくし、ロイ様が好きですわ」


「僕も、リュディア嬢が好きだよ」


するりと伝え合い、またさらりと受け取る想い。


絶対に好きにならない相手であり、だからこそ絶対に嫌いにならない相手だ。


きっと大きな決断をしたのだろう、とリュディアは頭の片隅で思う。だが、共謀者が彼だと大したことではないように感じるから不思議だ。


この日の決断を後悔する日が来るのだろうか。


ふと考え、即座に首を横に振る。


きっと、誇りに思いこそすれ後悔はしないと確信に近い予感がした。年が明け、新年を祝うパーティーで正式にロイとリュディアの婚約が公表された。






その数日後、リュディアは邸の庭を一人で散策していた。パーティーでは多くの人に婚約のことを騒がれたが、我が家の庭にいるとそれも噓のような静けさだった。


冬の庭にリュディアの歩を進める音だけが短く鳴る。


通い慣れたあるようでない道を辿る。気付けば一人でも目的地に着けるほどになっていた。これも成長と言っていいのだろうか、とリュディアは内心独りごちる。


普段案内をする彼がそうするから、知らず小さく唄を口ずさむ。


そうして見えた垣根を、外套のフードを被ってから潜くぐり抜けた。


開けた視界には、冴えた白い陽光が降る場に西洋木蔦きづたを纏った噴水が鎮座していた。蔦は直接噴水に根を張らず、木で作られた柵さくが一周しており、その柵に絡みついている。


そんな噴水を労わるような配置をしたであろう張本人は、噴水の傍らでうずくまって作業をしていた。


「あれ？　お嬢」


見ていたら、こちらに気付いて庭師見習いの少年が顔をあげた。軍手のままで汗を拭ったためか、頰に土が付いている。


気付いていないだろう土それに、リュディアは笑みを零した。


「まだできてないのに」


完成した状態で見せれないのを残念そうに彼が呟く。リュディアは庭師見習いの少年の隣まで移動し、彼が作業していたものを見る。


「兎？」


そこにあったのは寒白菊かんしろぎくの白い毛と紅弁慶べにべんけいの紅あかい眼をした白兎だった。


「これなら雪兎よりは持つだろ？」


噴水の縁に座して眺められるように描かれた兎は一匹だけだが、まだ完成していないと言っていたのでこれから増えるのかもしれない。


「可愛いですわ」


絵心に自信がなかったのか、リュディアの感想に庭師見習いの少年はそっと安堵の息を吐いた。


去年、雪兎が溶けるのを残念がり、父のジェラルドに魔法までかけてもらったのを覚えていたのだろう。些細な一つ一つの思い出を覚えていてくれている事実と、その優しさに心が温かさで満ちる。


「完成したら、フローラにも見せたいですわ」


「おう、いいぞ」


妹も喜びそうだと言うと、彼は笑って了承してくれた。次の予定が立って、リュディアは近い未来が楽しみになる。


また作業に戻ろうとする彼を、リュディアは呼び止める。


「ザク」


「なんだ？」


首を傾げながらも、こちらを向いて庭師見習いの少年は続く言葉を待つ。


冷えた空気を一度吸い込んで、リュディアは告げた。


「もう、ダンスの代役は必要ありませんわ」


「へ？」


「ロイ様と婚約しました」


吸い込んだ空気で心の臓が冷えたような錯覚を覚えた。ただの事実を告げただけだと言うのに。


庭師見習いの少年は、銅色の眼を丸くして、一拍置いて理解したようだった。


「おめでとうって言っていいのか？」


気遣いげに問われ、リュディアは笑ってしまう。最初にリュディアの意に沿うものかを心配するのか。彼は本当に自分を優先しすぎだ。


「分かりませんわ」


「は？」


「だって、わたくし、ロイ様のことが好きですけど好きじゃありませんもの」


大好きな絵本に出てくる王子様そのもの。エルンスト家にとっても最良の相手。好きにならない方が奇怪しい。


だが、実際にその奇怪しいことが起こってしまったのだから仕様がない。


庭師見習いの少年はじっと考える素振りを見せる。


「……お嬢は、嫌じゃないんだな？」


最終確認で訊かれ、リュディアは晴れ晴れと笑ってみせた。


「わたくしが決めたことですもの」


「そっか。お嬢はカッコいいな」


善し悪しではなく、ただ彼にとっての最上級の賛辞を受ける。彼が静かに微笑むのを見て、やはり少し大人びたと感じる。


「嬉しくありませんわ」


「褒めてるのに」


「褒めてません」


態と剝くれてみせると、誇らしげな笑顔を向けられた。そんな風に笑われると、彼が誇れる自分でいようと思ってしまう。


「最後に一曲、相手してくださる？」


リュディアが手を軽く持ち上げると、庭師見習いの少年は心得た、と軍手をズボンのポケットにしまい、恭しくその手を取った。


「喜んで」


お互いワルツのリズムを口すざみ、噴水の周まわりを踊る。


リュディアは、すっと背筋を伸ばす。


彼が最初に最上級の賛辞をくれたのがそれだったから。


この先の未来に何があるとしても、背筋を伸ばして臨のぞもう。
	






    
  
  




邸に馬車が停まり、邸の主人が戻る。それを老年の執事が迎える。


「お帰りなさいませ。旦那様」


「今帰った。エリアスの様子は」


憂いた表情でヴィート侯爵家当主のダニエルは、一番に息子の様子を訊ねる。憂いの理由は、仕事の疲労よりも息子の病状を心配しているところが大きい。


それを承知している執事は、少し弱りぎみに眉を下げる。


「それが……」


「エリアス！」


「父様っ」


執事の言葉に被るように、叱責にも似た女性の声が響き、その直後に少年が小走りでダニエルの元に飛び込んできた。ダニエルは慌てて少年を受け止める。


「もうっ、走っちゃ駄目じゃない。今朝まで寝込んでいたのを忘れたの!?」


追いついたダニエルの妻、アニカが心配ゆえに息子を叱る。


「……この様に、動けるようになった途端、邸内を走り回っておりまして」


執事の報告を受けて、ダニエルは安堵を滲ませつつ苦笑する。膝を突き、息子の視線の高さに合わせる。


「エリアス、動けるようになって嬉しいのは分かるが、アニカたちが追いつくのが大変だから程々にしてあげなさい」


「わかった。それより凄いんだっ、父様来て！」


興奮した様子のエリアスは、父親の注意をちゃんと聞いていたのか判断つかないほど即答で頷き、すぐさま自分の報告に移る。


袖を引いてどこかにつれていきたがるので、ダニエルは仕方ないな、と小さく微笑みを零してエリアスが手を引くままに足を運んだ。


そうして、エリアスの寝室近くの庭先まで案内された。これだ、と指された花を見てダニエルは首を傾げる。


「百合？」


「そう！　でも、普通の百合と違うんだよ」


相違点を当ててみせろと謎かけをする息子に、ダニエルは一度アニカの方を一瞥する。既に同じ謎かけをされたらしいアニカは、口止めされていると苦笑してみせた。


ダニエルは、妻からヒントが得られないと諦め、咲いている百合を見つめ考える。橙や白から先にゆくほど赤になったりと色鮮やかな百合だとは判るが、色が変わっているだけでエリアスは謎かけたりしないだろう。


「降参だ。何が違うんだい？」


しばらく考えても答えが出なかったので、素直に判らない、とダニエルが告げると、得た知識を披露できる喜びにエリアスは頰を染めた。


「上を向いているんだ！」


「上？」


「普通は俯いているのにこの透百合すかしゆりは真っ直ぐに上を向いているんだ」


「なるほど」


言われてみれば、確かに百合をイメージしたときに首の折れたシルエットが最初に想像される。


「まだ蕾のときに庭師に聞いたんだけど、僕、咲いたら重くなって俯いちゃうと思ってたんだ」


だから、真偽を確かめるために咲くのを待っていたらしい。


「本当に上向いて咲いたのか、凄いな」


「それもなんだけどっ」


息子の凄いことはまだあるらしい。一生懸命話して、自分の袖を掴んで離さない息子の様子にダニエルは微笑む。


「僕、咲く瞬間まで時を渡ったんだ！」


「どういう……？」


突拍子もない言に、ダニエルが意味が理解できず戸惑って首を傾げると、エリアスが経緯を説明した。


咲くまで数日かかると聞いて、待ちぼうけになるかと思っていたエリアスは翌日熱を出し、寝込んだ。そして、今朝眼を覚ますと開花の瞬間に立ち会ったのだという。


「僕、未来まで一気に来れたんだ。凄いでしょっ」


ダニエルは眼を丸くする。まるで待ちきれないエリアスの想いに呼応して、身体が熱を出したかのような言い振りだ。自分たちは随分心配をしたのに、息子は臥せって数日が潰れたことをまったく悲観していなかった。


「今は夜だから分からないけど、朝日を浴びた瞬間は花の付け根辺りが光って、葉っぱも父様の瞳みたいな綺麗な色に見えたんだ！」


「へぇ、それは見てみたいな」


「じゃあ、明日一緒に早起きしようっ」


「寝坊助のエリアスは起きれるの？　今日早起きできたのは、寝込んで寝過ぎたせいでしょう」


「なら、母様が起こしてよ」


アニカの指摘にへこたれず、むしろエリアスは母親も早起きに巻き込むつもりだ。仕方ない、とアニカは苦笑しつつも息子のモーニングコールを引き受けた。


「では、明日のために食事をしたら早く寝ないとな」


「うんっ」


陽光のような笑顔でエリアスは頷き、父親に手を引かれ食卓へと向かい、アニカもそれに続く。


微笑みを浮かべ去る親子を、透百合が見送っていた。







    
  
  




「カトリンさんって、モテそうですよね」


庭師見習いの少年の言葉に、メイドのカトリンはティーカップを持ったまま固まった。


午後の陽射しが硝子越しに降り注ぐ温室で、主人のリュディアとその友人の庭師見習いの少年と自分が淹れた紅茶を飲んでいたときだった。


まず主人と同席すること自体、本来ならあり得ないのだが、この場所で友人とお茶をして咎める人間はいない、と主人である年下の少女に納得させられた。自分も友人の枠に入れてくれていることの嬉しさと、言ったときの主人の照れた様子が愛らしくて、その瞬間のことは未だに忘れられない。


ともあれ、平民である庭師見習いの少年が既に公爵令嬢の主人と席を同じくしている時点で、男爵家のカトリンが遠慮する理由は奪われていた。


何度目かの同席で少し慣れてきた頃に、先程の突拍子もない発言だ。ちょうど気が緩んでいたところに不意打ちを受け、お茶で噎むせるところだった。どうにかそれに耐え、カトリンはどうにか言葉を絞り出す。


「ご、冗談、を……」


「え。何で冗談？」


きょとんと眼を丸くする銅色の瞳に、カトリンは言葉に詰まる。彼が基本的に思ったことしか言わないと、主人とのやり取りで充分過ぎるぐらいに知っている。だから、先程の言葉にからかいの色が微塵もないのは判りきっていた。だからといって、カトリンは素直に受け取れず、居たたまれなくなる。


「だ……だって、私は器量もよくないですし……」


そばかすのある自分の顔をカトリンは好きになれない。


エルンスト家のメイドになるまで、家族から散々溜め息と共に指摘されてきた。言われ続けると本当にそうとしか思えなくなる。カトリンの、自身の容姿への評価は家族から受けたもので固定されていた。


「えー……お嬢、どう思う？　カトリンさん、笑うと可愛いくね？」


庭師見習いの少年の言葉に、リュディアはこくこくと縦に頷く。


「可愛らしいですわ。わたくし、カトリンが笑ってくれるととても嬉しいですもの」


「癒し系だよなー」


リュディアの断言に、庭師見習いの少年も同意する。家族と真逆の評価に、カトリンは戸惑う。どう反応したらよいか判らない間にも、話は進む。


「癒し系、とはなんですの？」


「なんか一緒にいるとほっとする感じの人のコト」


「確かに……カトリンといると安心しますわ」


不思議な表現の説明を受け、リュディアは納得する。主人が自分を評価してくれるのは光栄で有難いことだが、目の前で自分の話をされている状況が、カトリンには恥ずかしい。今まで自分が注目されることなどなかったから余計だ。


「大概の男は、癒し系好きだと思うんだけどなー」


「そういうものですの？」


「ぐいぐい迫力ある女子よりは、よっぽど」


「…………その、ザクも？」


「俺？　えー、考えたコトねぇから分かんね」


「そう、ですの……」


恐る恐る訊いた主人の問いに、彼はあっけらかんと答え、主人は肩透かしを食らったように小さく息を吐いた。


自分の話で居たたまれなかったが、その時ばかりはカトリンは主人の様子を微笑ましく感じた。


主人の様子をちゃんと答えなかったからがっかりしたと誤解したらしい庭師見習いの少年は、しばらく考え込んで閃いたように笑顔になった。


「あっ、お嬢は可愛いと思うぞ」


「!?　そんなことは訊いていません！」


ぼっと赤面する主人のリュディアは、彼の言葉通り愛らしい。容姿もプラチナブロンドの髪とニゲラの瞳で妖精のようだが、感情豊かな内面も含めてその評価に相当する。彼の意見に、カトリンは内心で同意した。


リュディアは羞恥を拭い去るように、語気を強めてカトリンに言う。


「っともかく、カトリンは考えを改めなさいな」


「それは……」


「わたくしが保証するのです。自信を持ちなさい！」


「はい……」


気弱に返事をするカトリンに、リュディアと庭師見習いの少年は眉を下げた。固定された価値観を覆すのは難しいと、二人は感じた。






お茶会の後も、主人のことならば当然と肯定できるカトリンは、自身のことには肯定できないままだった。


その日のエルンスト家の夕食後、カトリンは食器を下げるため厨房に訪れた。


「皆さん、お疲れ様です。こちらお願いします」


「わかりましたっ」


「おお、嬢ちゃんもお疲れ。使用人室にもう用意してあるから、この後食べな」


「はい、ありがとうございます」


食器を料理人に引き渡していると、料理長が豪気に笑いながら声をかけてきた。使用人の食事は基本、エルンスト家の人々が食事を終えてから数人ずつに分かれてとる。カトリンは幼いリュディアに付いているため、彼女の就寝時間に間に合うように前の順番になることが多い。


料理長に礼を言って、カトリンは厨房を出ていく。賄いとはいえ、エルンスト家の料理人たちが作る食事は美味しいので、いつも楽しみにしている。


「あの……！」


不意に呼び止められて、カトリンが振り向くと自分とそう歳の変わらない少年がエプロンを握り締めて立っていた。彼は確か、料理人見習いで材料の下拵えを担当している少年だ。


「はい？」


「あ、あの……っ」


カトリンが首を傾げつつも返事をすると、坊主頭の彼はしどろもどろに言葉に詰まり、眼を泳がせる。何かを言いたいから呼び止めたのだろうと、カトリンは同僚の言葉を待った。


坊主頭の少年は、すうっと一息吸ってから掴んだエプロンをさらに強く握り口を開いた。


「ああんた、じゃがいもみたいだな……！」


吃どもりながらもしっかり言われた言葉に、カトリンは頭が真っ白になった。


そして、意味を理解をして、視界が滲むのを感じた。


「……っそんな、ことをわざわざ、言うために、呼び止めたのですか」


「え……、なんで？」


涙を湛えるカトリンに、坊主頭の少年は呆然とする。


その場にいるのが耐えられなくなって、カトリンは足早に去った。食事の用意された使用人控室に立ち寄ることもなく、洗濯干場へと向かった。陽も落ちたこの時間帯に人が来ない場所に行きたかったのだ。


ただ芝生が広がる場所に一人立ち、囲む木々の葉擦れの音に搔き消されるほど静かに、カトリンは泣いた。


やはり自分は、家族だけでなく他人から見ても不器量なのだ。その事実を改めて思い知った。


「私には、無理です……リュディア様」


自分を励ましてくれた主人の言葉を思い出して、応えられない自分の弱さに胸が痛くなった。






その夜を境に、カトリンは俯きがちになり笑わなくなった。目に見えて鬱ふさぎがちになったカトリンを、リュディアは心配したがどんなに訊いてもなんでもない、と覇気なく無理に微笑むだけだった。


「誰ですの!?　カトリンを傷付けたのは……！」


「犯人いるの前提なんだ」


「だって、急に様子が変わりましたのよっ。誰かが何かを言ったに決まっていますわ！」


温室で珍しく穏やかではないお茶会をするリュディアと庭師見習いの少年。リュディアの意見に、庭師見習いの少年は頭を抱えた。


「……うん。お嬢、合ってる。たぶん俺、犯人知ってる」


彼には珍しく、唸るように重く言う。だが、リュディアはその様子に構っていられない。


「どこの誰ですの!?　ここにつれて来なさい!!」


「待って、お嬢っ。もう兄ちゃんたちにタコ殴りに遭ってるから！　あと、誤解なんだって！」


これ以上は止めてやってくれ、と懇願して庭師見習いの少年はリュディアの憤りを宥める。


「誤解……？」


怪訝に聞き返すリュディアに、庭師見習いの少年は強く頷く。


「うん。そういや、お嬢。今って何月？」


急な話題変えに、さらに怪訝になりながらもリュディアは素直に答えた。


「二月ですけど、それがどうかしましたの？」


リュディアの答えを聞いて、庭師見習いの少年はにっと笑う。


「誤解を解くチャンスを与えてやって？」


彼の思い付きが何か解らないながらも、リュディアは彼を信用して渋々頷いた。






数日後、カトリンは主人のリュディアに頼まれて温室でお茶の準備をしていた。最近は同席を誘われても断っており、その代わりお茶の支度だけはしっかりとしようとカトリンは決めていた。主人に心配をかけていることが、余計に心苦しくさせていた。


思わず溜め息が零れる。


その直後、足音が聞こえカトリンははっとなり背筋を伸ばす。主人にこれ以上心配をかけてはいけない。


「リュディア様、本日のお茶は……」


足音の方へ視線を遣り、カトリンは言葉を途切れさせる。そこに居たのは、主人のリュディアではなく坊主頭の料理人見習いの少年だった。


怯えたカトリンが反射的に一歩後退ると、坊主頭の少年は勢いよく頭を下げてきた。


「こないだは、すみませんでした!!」


「っ!?」


あまりの勢いのよさにカトリンは眼を丸くする。彼は、直角に身体を折ったまま言葉を続ける。カトリンにはひよこのような短い髪の頭が見えるだけで表情は窺えない。


「オラ、悪気あったわけでなく……っ、けど傷つけちまって……、許してくれなくてもいいんで、せめて説明させてもらえないでしょうか!?」


頭を下げたまま必死に言い募られて、カトリンは戸惑いながらも是と頷く。


「う、伺いますから、どうか頭を上げてくださいっ」


やっと彼の頭が上がって、カトリンは安堵する。下げられた状況では居心地が悪い。


カトリンの許可を得て、坊主頭の少年は懸命に話した。


「じゃがいもって何にでも合うし、調理法で本当に色々できて、オラ、野菜の中でじゃがいもが一等に好きで……っあ、へへ変なイミでねぇんだ！　んで、カトリンさんは紅茶淹れたり、メイドの仕事を色々任されてすげぇから、色んな料理に使えるじゃがいもみたいだと思って……」


歳の近いカトリンが、野菜の皮むき程度しかまだ任されない自分と違いたくさんの仕事をしているのが彼にはとても輝いて見えた。だから、あの日勇気を出して声をかけたのだ、と。


「では、私の外見がじゃがいものようだと言ったのではなく……？」


褒めてくれていた事実にカトリンは驚愕する。野菜を例に褒められるなど聞いたことがない。だが、料理人見習いの彼の語彙ごいは、調理に用いる材料に特化しているためそれ以外の表現が浮かばなかった。


カトリンに与えていた誤解を知って、彼はぶんぶんと全力で首を横に振った。


「とんでもねぇ！　そりゃ、カトリンさんが笑ってお疲れ様ですって言ってくれたときには、ふかし芋食ったときみたいにほっこりすっけども……っ」


またもやじゃがいもに例える彼に、カトリンは可笑しくなって小さく笑う。


なんだ、とカトリンは気が抜けた。すべて自分の思い込みだった。主人のリュディアの言う通り、自分が少しでも自信を持っていたらすぐに彼の言葉の真意を質せたのに。逃げて、自分から悲観へ落ちていた。その方が楽だったから。


本当はもう価値は人にとって異なることに気付いている。既に主人のリュディアにも、庭師見習いの少年にも肯定してもらっていた。仕事についても、先輩のメイドたちが実力を認めてくれて、少しずつできる範囲が増えてきている。エルンスト家に来てから、否定をしていたのは自分一人だけだった。


私は、馬鹿ですね。


泣きたいのか笑いたいのか判別がつかず、カトリンはくしゃりと表情を歪める。


それを泣くと思った坊主頭の少年は慌てた。


「あああの、ほんとにすすみませんでした!!　これお詫びです！」


彼はまた直角に身体を折り、カトリンの前に藁半紙で包まれた花束を差し出した。白い小振りの花は木に咲くもののようで、花束には少し向かないように感じた。藁半紙である方が寧ろ似合っている素朴さを感じさせる花だった。


「これは……？」


「ほほほんとは林檎の花にしたかったんですが、ザク坊が今は咲いていないって。んで、似た花がないか頼んだら木瓜ぼけの花を譲ってくれて」


「どうして、林檎の花を……？」


「じゃがいもは大地の林檎とも言うんでっ」


「ふふっ、なんでもじゃがいもなんですね」


流石に彼なりの最大級の称賛だと解ったが、ことごとくじゃがいもに因もうとするのが可笑しかった。


「はいっ、大好きなんで!!」


元気いっぱいに笑ってから、自身の言った言葉に気付き、坊主頭の少年は顔どころか耳まで真っ赤にした。


「じゃ……じゃがいもが、です」


「は、はい……、分かっています」


慌てて補足する彼の顔から赤が引かないのを眼にし、カトリンまで頰が熱くなるのを感じた。


そういえば、男性から花をもらうのは初めてだ。庭師見習いの少年に相談したということは、きっと彼もこのようなことをするのは初めてなのだろう。


彼がここまでする意図を深く考えると、この場から逃げ出したくなる気がしてカトリンは彼の補足に同意することにした。


木瓜の花束で顔を隠すようにしながら、カトリンは一つだけ訊いた。


「……あの、お名前を伺ってもよろしいですか？」


「あ、オラは――」






使用人の二人から離れた花壇から、ひょこりと淡い金糸の髪が覗いた。


「仲直り、できましたの？」


「できたんじゃね？」


「ザクは見てないじゃないの」


温室の植木鉢に肥料を足しながらのいい加減な答えに、リュディアは剝れて庭師見習いの少年の方を振り返る。


「大丈夫だろ。今日、ジュノの祝日だし」


「そんな日を覚えているなんて、ザクにしては珍しいですわね」


豊穣と結婚を司る女神の日だ。別名、恋人の日。異性へ花とともに愛を告げる習慣がある。近年では、日ごろの感謝を伝える日の一つとしても機能しているが、恋愛への関心のない彼が記憶しているには珍しい。


「いや、乙女ゲーならそういう日は押さえてるだろうと思っただけ」


「おと……？　今、なんて言いましたの？」


庭師見習いの少年のぼやきが聞き取れず、リュディアは首を傾げる。


「なんでもない。あー、チョコ食いたくなったー」


「今日のお茶請けはチョコレイトですわよ」


「え、マジ？　やった」


何故、いきなりチョコレイトを食べたくなったのか、リュディアにはよく解らなかった。だが、お茶請けの品目を聞いて、庭師見習いの少年は素直に喜ぶ。


「そういや、お嬢どうする気だったんだ？」


「何がですの？」


「ほら、犯人分かったとき」


自分が止めなかったら、結局どうなっていたのか。気になって庭師見習いの少年が訊くと、リュディアは一度閉口して、それから悩み始めた。


あの時は怒り心頭に発してただじゃおかない、とは思った。だが、どうするつもりだったかと訊かれても、具体案などなかった。


「……えっと、まずは叱りますわ」


「それから？」


「それから…………、無視、する……とか？」


それぐらいしか浮かばない。公爵家の権力など使わずリュディア自身だけでできる精一杯を考えたつもりだったが、庭師見習いの少年は身体を震わせ始める。


「どうして笑いますのっ!?」


「いや、お嬢、ほんと可愛いわ」


馬鹿にされたと思ってリュディアが怒ると、可笑しそうに身体を震わせながらそんな感想が零れた。


予想外の科白にリュディアは、頰を上気させる。


「な……っ、やっぱり馬鹿にしてますわね！」


「してないって」


そして、ぽかぽかと痛みのない打撃を、庭師見習いの少年は可笑しそうに受けるのだった。


そんな友人二人の騒ぎに気付いて、カトリンははにかむように微笑んだ。


その日は、カトリン・フォン・レハールの最良の日となった。







    
  
  




「はい、終わりましたよ」


採寸が終わったとの声に、リュディアは上げていた腕を下ろす。


正確に測るため、薄い生地のワンピース型の下着程度しか身に付けていない状態だ。採寸が終わった途端、メイドたちがドレスを用意して彼女に着せ、髪を整える。その傍らで、採寸をした仕立屋の初老の女性は、結果を用紙に記入してゆく。


「リュディア様、大きくなられましたね」


採寸結果を書き終えた仕立屋が沁々しみじみと零した。


「そうかしら？」


以前の採寸からそう変わった実感のないリュディアは小首を傾げ、自身の身体を見下ろした。腕を伸ばして長さを見てみたり、後ろを振り返ったりしてみるが、やはり自分では成長具合が判らなかった。


「ええ」


だが、仕立屋はしっかりと首肯し、クローゼットに近付く。その動きに合わせてメイドたちが、クローゼットを開いてゆく。そして、仕立屋はクローゼットの端に掛かったドレスをとん、と指差し、そのままなぞるように数歩分横へ移動した。足を止めると、またそこでとん、と指を差した。


「この辺りはもう着れないでしょう」


そのときになって初めて、リュディアはサイズ順にドレスが並んでいることを知った。クローゼットを開いたとき、色とりどりの光景が広がるので、色で分けていないとは判っていたが、そんな基準があるとも知らなかった。


小さな新事実にリュディアは内心驚く。そして、眼に見える確かな成長の証にやっと自身の成長の実感を得た。


「ディアは成長したわねぇ」


沁々と母のオクタヴィアが頰に手を当て、感想を零す。娘を見つめるその眼には慈愛の色が滲んでいた。


「少し、背が伸びただけですわ」


「いえ、中身もよ。私たちに何か言われるより前に謝るようになったり、ね」


「む、蒸し返さないでください……っ」


母の眼差しに面映ゆさを感じていたリュディアだが、母が愉たのしげに眼を細めながら着れなくなったドレスを見遣ったことで、完全な羞恥に塗り変わった。着れなくなったドレスはいずれも原色に近い視覚に訴える色合いばかりだ。


過去の自分がありありと判る主張の強い色のドレスたちに、羞恥で頰を染めたリュディアは両手で顔を覆う。その様子を見て、オクタヴィアはふふ、と可笑しげに微笑んだ。


「奥様、リュディア様。ちょうどいいですから、処分なさいますか？」


それならば処分を引き受ける、と仕立屋が申し出る。


「そうね」


「構いませんわ。むしろ、お願いいたしますわ……っ」


ただ頷くオクタヴィアと違い、必死な様子で答えるリュディアに、仕立屋はくすくすと微笑みながら畏まりました、と不要なドレスの処分を了承した。オクタヴィアは空いた分だけ、また新しいドレスを新調しなくては、と愉しげだ。


「カトリン、ちょっと待って」


メイドたちが、処分対象のドレスを仕立屋の部下たちへ渡す様子を見守っていたリュディアは、ふと眼に入った赤を手にするメイドのカトリンを呼び止めた。制止がかかった理由が解らないながらも、カトリンは真っ赤なドレスを手に止まった。


リュディアが彼女の許に近付いて、その真っ赤なドレスに眼を落とす。リボンがたくさん付いたドレスも、赤いドレスも、当時はよく着ていた。しかし、これはその中で一番印象深い一着だった。


彼に初めて出会ったときに着ていた赤だ。


つまり、己の過ちに気付いたきっかけの赤。


「……これだけは、残してほしいですわ」


「はい」


ぎゅっと拳を握り、リュディアが頼むと、カトリンは一度瞠目したあと優しげに微笑んだ。


あのときがなければ、目の前の彼女の微笑みがなかったかもしれない、とリュディアは苦笑を滲ませる。自戒の意味も込めて、忘れてはならないと心に刻む。過去の自分が恥ずかしくないといえば噓になる、だが、このドレスだけは捨ててはならないと感じた。


「ディア、こっちはいいのかしら？」


「え」


振り向くと、オクタヴィアは淡い桜色のドレスをひらめかせていた。気に入っていた一着なので見覚えはあるが、何故母が問うのかには心当たりがなかった。だから、リュディアは首を傾げる。


「イザーク君に初めて似合うって言ってもらったのは、これじゃなかったかしら」


「なっ!?」


その場にいなかったはずの母が何故知っているのか、と動揺しリュディアは頰を上気させた。


確かに、桜色のドレスはリュディアが初めて自分の好きな色合いで着たもので、庭師見習いの少年に似合うと保証をもらい安心したきっかけだ。自身に似合わないのではと感じていた不安を払拭されて、嬉しかったことをよく覚えている。だからこそ、お気に入りの一着だったのだ。


きっとそのすべてを母に把握されてしまっている、とリュディアは先程の指摘で悟った。わざわざ取沙汰にされてしまい大変恥ずかしかったが、オクタヴィアからの揶揄いの眼差しに対抗するため懸命に平静を装う。


「か、構いませんわ……！」


「あら、残念。私も気に入っていたのだけれど」


「そう、でしたの？」


「ええ、初めて着たときのディアが照れていて、とても可愛かったもの」


「お母様！」


恥ずかしがりながらも、庭師見習いの少年の言葉に背を押されて、自分に見せにきたときの娘は大変愛らしかったとオクタヴィアは幸せそうに微笑む。恥ずかしい話題ばかりを持ち出されたリュディアは、とうとう羞恥が極まり、母に怒りこれ以上の言及を止めさせた。


オクタヴィアはころころと笑うだけで、リュディアの気迫などどこ吹く風という様子であったが、呼ぶ名前に込められた懇願を受け、もう桜色のドレスの話題には触れなかった。


「それより、パーティーのドレスを決めないとね」


本日の採寸の目的を提示され、リュディアも気を取り直す。


アーベントロート国の第一王子の誕生日パーティー、彼の婚約者候補であるリュディアは当然招待を受けている。王族主催のパーティーに見合ったドレスを作らねば、と今回仕立屋を呼んだのだ。


「リュディア様、何か希望はございますか？」


身に着けるのはリュディアなので、要望に沿ったものを作りたいと仕立屋は訊ねる。


当然の問いにリュディアは考え込む。今回の誕生日パーティーは、婚約者候補の優劣をつけないために第一王子のロイは誰とも踊らない。なので、ロイと踊ることを想定しなくてもよいが、かといって彼の婚約者候補の一人として、また公爵家の令嬢として立場に相応しい装いをしなければならない。


「アクセサリーに合わせて作ることもできるわよ」


悩むリュディアに、オクタヴィアがそう提案すると、メイドたちがリュディア用の装飾品をいくつか彼女の前に持ってきた。ネックレスもイヤリングも髪飾りも精緻せいちな細工のされた貴金属で、王子のロイと対するに相応しい価値があるものばかりだ。


煌めく宝石の彩りは、リュディアの心を弾ませ公の場に立つ勇気を与えるに充分なものだった。だが、胸に引っかかるものがあり、決断することを押しとどめた。


自身を囲むアクセサリーを端から端まで眺めて、リュディアはここにはない装飾品の存在を思い出した。踵きびすを返し、ドレッサーの近くまでゆく。ドレッサーのすぐ隣のサイドチェストの上には卵型のオルゴールを囲むようにいくつかの小物が置かれている。リュディアはその中から、ネックレスなどを入れるための宝石箱を手に取った。


宝石箱を開くと、青いリボンの中央で白いミニバラが咲きかけのまま時を止めていた。庭師見習いの少年が、お守りだと言ってくれたそれをじっと見つめる。


今回、ロイが誰とも踊らないのでリュディアのダンスの相手は彼だ。自分が無理を言って頼んだ。眩しいものが苦手な彼らしい、華やかだが光を反射するもののない贈り物にリュディアはふっと吐息のような笑みを零す。


「あの……、アクセサリーがなくてもいいドレスって作れます？」


「アクセサリーを着けられないのですか？」


「いえ、その……どちらかというと宝石など光輝くものを除きたいというか……」


「ということは、銀糸や金糸の刺繍や水晶、スパンコールの縫い付けも控えた方がよろしいですね……」


変わった要望をしている自覚はある。だが、リュディアはダンスの代役を務める彼の負担を少しでも減らしたいと思った。


そもそもドレスの新調を母にも付き添ってもらったのは、その彼が自身への期待値を上げたことが原因ではある。普段より綺麗だろうと確定事項にされてしまい、王族主催のパーティーであることや公爵家だからよりも、着飾らなくてはとプレッシャーを感じた。


その彼の期待を裏切るのも居た堪れないが、彼が苦手とする場に同行してくれるのだ。せめて自分は、パーティーの場で彼の苦手な対象にならないようにしたい。


ぶつぶつと呟いて考え込む仕立屋を見て、リュディアはやはり無理な要望をしてしまっただろうかと眉を下げた。しかし、彼女が顔をあげたとき、まるで十年は若さを取り戻したように嬉々とした表情をしていた。


「では、コサージュや刺繍で華やかさを演出してみせましょう！」


レースを大きく使おうか、などと言いながら、仕立屋は助手の用意した用紙にドレスの案を描き始めた。使える素材を制限したことで、むしろ仕立屋の意欲を駆り立てるとは思っていなかったリュディアはその様子に呆気にとられる。


「このチョーカーに合わせてくれるかしら」


リュディアの両肩に手が置かれたと思ったら、オクタヴィアに前へと押され、そんな指定を追加された。母のいうチョーカーが、自身の手元の白いミニバラだと気付き、リュディアは慌てて振り返る。リュディアの動揺に気付いていないのか仕立屋は、お任せください、と意気揚々と返事をした。


「おっ、お母様……！」


「あら、当日着けていくんでしょう？」


抗議のために母を見上げると、当然のような微笑みが返った。自身の考えを読まれてしまい、リュディアはうっと言葉に詰まる。母は人の心を読む能力でもあるのだろうか、それとも自分はそんなに判りやすいのだろうか。後者だった場合、上位貴族として改善すべき課題だと感じた。


だが、もし表情を読ませない術を身に付けたとしても、母には隠せないような気がするのは何故だろう。


そんな脅威を感じつつ、リュディアは抗議の声をあげることを諦めた。オクタヴィアとソファに座り直し、仕立屋のデザイン画ができあがるのを待つ。


これは我儘だろうと感じつつも、リュディアは恐る恐る仕立屋に訊ねる。


「わたくしは、素敵になれるかしら……？」


宝石などの貴金属の力を借りず、誰にも見劣りのしない魅力を得たい、というのは傲慢な願いだろう。けれど、彼の期待に応えたいのもまた事実で、このままではパーティーに集まる着飾った他の令嬢たちに埋もれてしまう不安があった。


彼は自分のことを可愛いとも綺麗だとも言ってくれるが、それは他の令嬢を知らないからではないのか。パーティーでそれらの言葉を口にすることを禁じたが、思うことまでは規制できない。同行してほしいと願ったのは自分なのに、パーティーで他の令嬢の華麗さを目の当たりにして彼が自分に価値を感じなくなったらと思うと恐い。


彼の負担にならず、なおかつ彼の期待に応えるようなドレスを、なんて我儘が過ぎる。


「もちろんです」


自身の傲慢な願いに自嘲しそうになったリュディアに、確信を持った力強い肯定が降る。


仕立屋の顔を見ると、自信に満ち溢れた笑みがそこにあった。


「リュディア様に誰もが眼を奪われるようなドレスをお作りいたします」


デザインを描き終えたらしい仕立屋は、走らせていたペンを置いて、デザイン画を差しだした。受け取った用紙には、華やかと呼ぶに相応しいドレスが何通りも並んでいた。


デザイン画には色が付いており、言葉で補足をされずとも、どんな色になるかも判る。描いている途中に用紙を指で撫でていたが、どうやらパステルを使って色をのせていたようだ。メイドに用意されたフィンガーボールで仕立屋は手を洗い、渡されたナプキンで手を拭いている。


自分が着ることを想定されていることが判るそれらのデザインに、リュディアは眼を輝かせる。スカートのラインが花弁のようなものや、精緻な刺繍で高貴さを感じるものなど、リュディアのどちらの願望も叶えるデザインがそこにあった。


「魔法のようですわ」


庭師見習いの少年は自身のことをあまり語らない。だが、こと園芸に関することだけは饒舌に語る。彼が熱く語る話のなかで、初めて父親の仕事を見たときの感想を思い出した。


魔法を使わない魔法使いだ、と。


そう口にする銅色の瞳が輝いていた理由を、あのときは解らなかったが、今なら意味が解る。確かに、魔力を用いていないのに魔法のようだ。


「最上級のお褒めに預かり、光栄です」


リュディアの感嘆に、仕立屋は、それは満足げに笑みを湛えた。


仕立屋の描いたデザインを見比べ、オクタヴィアの意見を参考にしつつパーティーのドレスを決める。仕立屋たちが下がるのを見送ったあとも、リュディアは期待に胸が高鳴っていた。


「できあがるのが、楽しみね」


「はいっ」


オクタヴィアの言葉に、リュディアは満面の笑みで肯定する。娘の高揚した様子に、オクタヴィアは柔らかに微笑み返したのだった。


そのあと、ドレスに合う髪型と髪飾りも母子おやこで相談して決め、リュディアは想像以上に楽しい時間を過ごした。


第一王子ロイの誕生日パーティー当日、エルンスト公爵邸の正面玄関に出発の馬車が停まる。父のジェラルドにエスコートされ、精緻な刺繍のドレスを纏ったリュディアが馬車へと向かう。


馬車の前で歩みを止め、リュディアは周囲を見回す。


「ディア、どうしたんだい？」


「いえ、まだザクの姿が見えないので」


同行者のはずの庭師見習いの少年の姿が見当たらず、リュディアは心配そうに眉を下げる。


「イザークは引き受けたことを反故にするような子じゃないよ。先に乗っていよう」


「そうですけど……」


「お嬢様、どうぞ」


父に促され、使用人に馬車の扉を開けられ、リュディアは不安が残るものの仕方なく乗り込むことにする。


「ありが……」


が、馬車を乗る際に、手を借りた使用人が思いの外自分と背が近いことに気付き、動きを止めた。エルンスト家の使用人は十歳以上の者がほとんどのため、リュディアの背に近い者は一人しかいない。思わず、手を借りた相手を凝視する。


「ザク……!?」


「はい」


そこにいたのは、普段とは違う静かな表情をして、正装をした彼がいた。外にハネやすい髪も整えられており、ここまできちんと身なりを整えた彼を見るのは初めてだった。


やっと彼の存在に気付いて眼を丸くしているリュディアに、最初から気付いていたジェラルドは可笑しげにくすくすと笑う。


「よくここまで仕上げたな、ハインツ」


執事のハインツは黙しつつ、恭しく頭を下げ称賛を受け取った。


「……師匠、顔がつりそうです」


「気を抜かない」


「はい」


一瞬気を抜き、いつもの表情に戻ったが、ハインツに指摘され彼はすぐさま表情を引き締めた。それを見て、本当に彼だと実感したリュディアは改めて変わりように驚く。


「リュディア様、このように至らない点もありますのでお気を付けて」


「わかりましたわ」


ハインツに頼まれ、リュディアはきちんと眼を光らせる旨を約束した。


「何故、私ではなくディアに頼むんだい？」


「ジェラルド様は面白がっていらっしゃるからです」


そんなことはないさ、と言いつつジェラルドの瞳は楽しげに輝いていた。ハインツは内心、呆れて嘆息を零す。


出発前から驚きを受けつつ、リュディアは馬車に乗り込んだ。移動の馬車の中で、普段と見違えた様子の彼が気になって、ちらちらと隣を盗み見てしまう。そんな娘の様子の愛らしさに、ジェラルドは始終微笑んでいた。


リュディアはこのとき知らなかった、パーティーでさらに心臓に悪い思いをすることになるとは。


そして、最後まで彼の言動に驚かされることになるとも。


その日の夕刻、感情の起伏に疲れ切って眠ってしまった娘を抱き抱えて、ジェラルドは帰宅したのだった。









あとがき






お久しぶりです。玉露です。


読者様のおかげで二巻がでました。ありがとうございます。


挨拶はこれでいいんですかね？　二巻から読まれる方がいるのか……、條えだ先生の絵が素敵なので、それもありえますね。その場合は初めまして。






読者様は凄いです！　文章が読めます。そんな当たり前のことを？、と思われるかもしれません。けれど、違うのです。文章で綴つづられる物語、活字を読めない人が多いのです。


親しい友人も漫画やアニメは好んでも活字になると弱い者もいます。曰いわく、朗読など音があれば理解できるが、文字からイメージへの変換は難易度が高いそうです。俺も活字を読むのが遅かったので、なんとなく解ります。


少し違いますが、昔、夏目漱石の『こころ』が読めて『我輩は猫である』が読めませんでした。あるとき、教授に猫の方は蛇足だと教わってはじめて読めました。若い頃の俺は、文学は必ず意図やメッセージ性があると思い込んでいたのです。それ以降、意味がないものを楽しむ余裕こころを得れました。なので、活字はよいものだと俺は感じます。


モブすらを書くとき、なるべく読みやすいように書けたら、と念じています。けれど、不得意を強制されるのは楽しくないので、俺は読めないならそれでいいと思います。


職場には、たくさんの人がいますが、なろう系のアニメは見ても、原作小説まで読む方はごく稀まれです。ジャンルが範疇外であることも要因ですが、家族もモブすらラノベを読みません。書籍化もコミカライズもした現在でも、俺の書くモブすらを読む知り合いは片手で足りるのです。けれど、日芽野ひめの先生のおかげで、活字苦手な友人がモブすらを面白いと言ってくれ、とても嬉しく思います。


つまり、文章を娯楽にできる読者様は素晴らしい能力をお持ちなのです。人生を楽しむ選択肢が多いのはよいことです。モブすらが、読者様の人生を豊かにする一助になれたら、とても光栄です。


誰かにとってはただの文字の羅列られつを、物語という作品にしているのは読者様なのです。


モブすらがあなたにとってよい作品モノになったなら、それはあなたの能力と心が素晴らしいからに他ありません。モブすらを作品にしてくださり、誠にありがとうございます。


そして、読者様の手元に届けるために力添えくださる、担当さんをはじめとするＴＯブックス様、綺麗な絵で彩いろどってくださる條先生、素敵な装丁をしてくださる久保様、印刷所様や書店様など感謝をしたい方をあげだすとキリがありません。お礼を伝えるしかできませんが、本当にありがとうございます。
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ディアへ


この間は、兎の作り方を教えてくれてありがとう。フローラが本当に喜んでくれて、嬉しかったよ。ハンカチで兎ができるなんて面白いね。


フローラは兎が好きみたいだね。フローラの誕生日に兎の人形を贈ろうと思うんだが、ディアも一緒に選んでくれないか。男の私一人で選ぶより、ずっといいと思うのだけど、どうだろう。色よい返事がもらえることを期待しているよ。


そういえば、白詰草の花冠を被って二人が出迎えてくれた日は、天使か春の化身が降り立ったのかと思ったよ。ディアもフローラも実に愛らしかった。花冠に時止めの魔法を施ほどこしたときは、倒れてディアに心配をかけてしまいすまなかったね。


眼が覚めたとき、涙を湛えるディアに叱られて、本当に反省したよ。ディアの涙に胸が痛んだし、彼にも教えるんじゃなかったと後悔されたよ。


ディアにしばらく口を聞いてもらえないかも、と危惧していたが、まさか彼の方に無視されかけるとは思わなかった。彼にも随分心配をかけてしまったようで、申し訳なかったよ。時止めの魔法を教えてくれた彼に、もう無茶はしないと誓ったから、ディアも安心してほしい。


まだ白詰草は咲いているだろうか。もし咲いているなら、私もヴィアに花冠を作りたいな。そうすれば、三人の花冠姿が見れるだろう。


花冠ができたら、絵師を呼んで絵を描かせよう。どこに飾ればいつでも見られるだろうか。飾る場所に悩んでしまうね。










お父様へ


ハンカチの兎の作り方は、彼に教えてもらいました。わたくしも、ハンカチを遊び道具にできるとは知らなかったのです。


彼は、貧乏性だからあるもので賄うのだ、と言うのですが、わたくしにはそう卑下するものではないと思いました。ある物で工夫できる、というのは柔軟な発想ができるからで、とても素敵なことです。だから、卑下した彼の言い方に、つい怒ってしまいました。彼は、少し驚いて笑っていましたが、もっと良い言い方があったのではないかと反省しています。


フローラの誕生日プレゼントの案には賛成です。わたくしも微力ながら、お父様のお手伝いをしたいと思います。……あと、お父様と一緒に出かける機会が少ないので、楽しみです。フローラのためなのに、自分が喜んではいけませんね。買い物の際は、フローラのために頑張りますね。


お父様はいつも大袈裟おおげさです。確かに、白詰草の花冠をしたフローラは可愛らしいですけど、だからといって一度にたくさんの花に時止めの魔法を使うのは本当に無茶ですわ。彼に誓った通り、もうあんな心臓に悪い思いをさせないでくださいね。


お母様とお揃いは嬉しいので、今度花冠が作れる分だけ摘んできます。花冠の作り方もそのときまでに覚えておきますわ。わたくしがお父様に何かを教えられるなんて、どきどきいたします。今から、とても楽しみです。


……けれど、絵画にするのは少々恥ずかしいです。お母様やフローラと一緒の絵を描いてもらえるのは、もちろん嬉しいです。しかし、わたくしはお父様も一緒がいいです。お父様に白詰草の首飾りを作りますから、家族みんなでお揃いにしましょう。それなら絵師を呼んでもいいですわ。










ディアへ


ダンスの練習は順調かい？　今回は彼の特訓にディアが付き合っている形だが、無理だけはしないようにするんだよ。彼も仕事で体力があるとはいえ、慣れないことで疲れやすいかもしれない。余裕があれば気にかけてあげるといい。


私も、ハインツに加減するように言っておこう。ハインツは真面目だし彼も頑張り屋さんだから、根を詰めすぎないか些いささか心配だね。


しかし、ディアが彼の誕生日を知らなかったのは意外だった。もう彼から聞いているとばかり思っていたよ。でも……、そうだね。彼も意外とデニスと似たところがあるから、あまり自分のことを話さない性質たちなのかもしれないね。


私もデニスの誕生日を知り合って数年してから、ようやく知ったよ。デニスが自分の誕生日を忘れて働こうとするから、そのとき公爵だった父上に使用人たちの誕生日は休日にする提案をしたのは懐かしい話だ。そういった経緯で、我が家の使用人の書類には誕生日が必須項目になっているから、どうしても判らない場合は、書斎までくるといい。


そういえば、青空に見立てたあの遊歩道は素敵だったね。フローラを肩車すると、とてもはしゃいでいた。フローラには空を飛んでいるような気分だったのかな。そうだとすると、心浮き立つ気持ちも解らなくもないね。


しかし、ディアはしなくてよかったのかい？　もし肩車が恐いなら、抱きかかえることもできたよ。私はディアをもっと甘やかしたいが、ディアがあまり甘えてくれないから時々寂しくなるよ。


私のためにも、もっと甘えてくれると嬉しいな。










お父様へ


……エラ先生は、とても熱心に教えてくださいます。ええ、本当に。


お父様のおっしゃる通りですね。わたくしもまだまだ未熟なところがありますが、ダンスに関しては先輩ですものね。彼の先輩として気にかけたいと思います。


現在の使用人の休日の制度はそういった経緯によるものなのですね。そういえば、メイドのリアが、わざわざ休暇願いを出さなくて楽だと言っていました。あれはお父様のおかげだったのですね。


お父様が公爵になる前から、使用人たちのことを慮っていたなんて、素晴らしいです。わたくしもお父様を見習いたいものです。そういえば、カトリンが誕生日なのにむしろ働きたいとメイド長に申し出ていました。デニスのように、カトリンも仕事熱心なのでしょう。働き者なのも困りものですね。せっかくの誕生日ですから、使用人のみんなにはよい日にしてほしいものです。


彼の誕生日は、自分で訊くので大丈夫です。なので、お父様も絶対わたくしに教えないでくださいね。


肩車の件ですが、わたくしは大丈夫です。その……、フローラがとても楽しそうだったので、少し羨ましくはありましたが、わたくしはもうフローラの姉なのです。だから、淑女レディとして恥じない振る舞いを心がけたいのです。


甘える、ですか……？　わたくしは、充分お父様たちに甘えていると思うのですけれど。それに、これでも頑張っているんですよ……っ。この交換日記をお願いするときもそうですが、お父様にお願いをするときはいつも心臓がどきどきしています。甘える、というのはとても勇気がいることなんですね。


得意不得意の差かもしれませんが、わたくしには大変なことなのです。だから、どうぞご容赦ください。なるべく、頑張ります、ので……










ディアへ


そこまで構えずとも、彼ならちゃんと教えてくれると思うよ。けれど、ディアが頑張るというのなら、私はそれを応援しよう。


ダンスの練習も、よく頑張ったね。キューネルト夫人も鍛え甲斐がいがあると喜んでいたよ。


練習のときにも見たが、彼の踊り方は本当に面白いね。彼のおかげで、ディアがダンスホールで大輪の花になるところを見れて、今年の殿下の誕生日パーティーは楽しかったよ。私のディアがどれだけ美しく可愛らしいか、皆に知らしめることができただろう。


しかし、彼は正装もなかなかに様になるね。本人は生地が良すぎると嫌がっていたが。まさか生地の良さを嫌がる者がいるとは思わなかったよ。本当に面白いコだ。また私の昔の服を着てもらいたいものだ。ヴィアが、彼には他の髪型も似合うと思うから試したいと言っていたよ。私が同伴できる機会は少ないだろうから、ディアが様子を教えてくれると嬉しいな。


ヴィアからお茶会でディアは人気者だと聞いたよ。ディアは、私とヴィアの宝物だから元々素敵だけれど、これはきっとヴィアのようになりたいと頑張っている成果だろう。本当にディアは偉いね。


友達も増えたらしいじゃないか。本当によかったよ。ディアの魅力が解るコが増えるのは大歓迎だ。今度、挨拶をしたいな。










お父様へ


ロイ様のパーティは、想像以上に疲れましたわ……


けれど、お父様やお母様に恥じない振る舞いができたのならよかったです。それにしても、お父様の褒め言葉は過剰すぎではありませんか？


彼の正装は、その……、びっくりしました。いつもと雰囲気も違ったので。


えっと、似合わなくはないと思います。ダンスの練習のときにお父様の服を着ていたのも、悪くはなかった、かと……、お父様の服ですからお父様しか似合わないと思っていましたけれど、華美な装飾が少ないので彼でも合うのですね。


従者としての正装も黒を基調としていて、立ち振る舞いが洗練されたように見えましたわ。いつもハネている髪も整えられていましたし、黙っていればかっ…………、いえっ、何でもありません。お茶会の際は、お母様の指示で前髪をあげたり、片方に流したりしていましたが、見れなくはない出来映できばえでしたわ。


そうです！　彼のことより、友人のことです！　トルデリーゼ様とも変わらず親しくさせていただいていますが、伯爵家のシュテファーニエ様や男爵家のザスキア様とも一緒にお茶をするようになりました。お二人とも、とても可愛らしい方で話していて楽しいです。


それに、お互いを愛称で呼び合うようになりました。家族以外の人と愛称で呼び合うのは、まだ少し恥ずかしくて、照れてしまいます。けれど、愛称で呼ばれるとなんだか距離が近くなったようで、嬉しいく思います。呼称一つで、と思うかもしれませんが、わたくしにはとても大事に、胸に響くのです。


今の目標は、照れずにトルデリーゼ様たちを愛称で呼べるようになることです。シュテファーニエ様たちはわたくしが目標だと言いますが、わたくしは気軽に愛称で呼んでくれるシュテファーニエ様に憧れますし、婚約者の方のために努力されるザスキア様の可愛らしさを羨ましく感じます。


挨拶の件についてですが、トルデリーゼ様たちに心の準備がいるので、もうしばしお待ちください。家族の俗眼を抜きにしてもお父様は素敵すぎるので、トルデリーゼ様たちのような謙虚な令嬢はお父様を前にすると委縮してしまうのです。どうぞご理解ください。










ディアへ


そうか。ディアも、彼が格好いいと思うか。それはよかった。


普段、素朴なコを磨くのは楽しいね。ヴィアも、髪型とタイとの組み合わせを考えるのが楽しいと言っていたよ。私もまた直じかに見たいから、ディアの参加する茶会に同伴できるようスケジュールを調整しよう。ヴィアのセンスは良いから、楽しみだ。そのときは、カフスを彼と揃いのものにしてもらおうかな。


友達のために目標をもって向き合うディアは素敵だね。恥ずかしがり屋さんなディアも可愛らしいよ。早く愛称に慣れて、より親しくなれる日がくるよう、応援しているよ。


ディアにそこまで言ってもらえるなんて、光栄だ。すぐに挨拶できないことは残念だが、我慢しよう。彼女たちの許可が出た際は、ぜひ挨拶をさせてほしい。待っているよ。


そういえば、もう一人友達が増えたみたいだね。ルードルシュタット伯爵家のコだったか。とても面白いコだと、ヴィアが言っていたよ。彼にも会ってみたいから、紹介してくれると嬉しい。


ちょうど、昨日、ルードルシュタット伯爵に会ったが最近頭痛がするらしい。働きすぎだからじゃないかと、忠告しておいたよ。彼も私のように、ちゃんと帰って家族に癒されるといいのにね。今、仕事終わりにこれを書いているから、家に帰るのが楽しみだよ。










「わたくし、一言もそんなことは言っていませんわ！」


リュディアは思わず声にだし、否定をした。反射的に、今しがた開いていた日記を閉じてしまう。その頬は赤い。


「リュディア様、どうかされましたか？」


寝巻の用意をしていたメイドのカトリンが心配そうに声をかける。それで、声を荒げてしまったことに気付いたリュディアはびくりと肩を跳ねさせる。


「なっ、なな何でもありませんわ……っ」


「けれど、日記を確認されて、そのように声をあげられることは今までありませんでしたし」


「お父様が、少し驚くことを書いてらっしゃっただけですわ……！」


「そう、ですか」


主人の珍しい反応が気がかりだったが、日記の内容を訊く訳にもいかないのでカトリンは頷き、それ以上の言及を避けた。


カトリンが寝巻の用意に戻ったことを確認して、リュディアは机に向き直る。そして、頭を抱えた。日記の返事を書かなければならないが、日記をもう一度開くには心臓への負担が大きい。


彼は使用人なのだ。ダンスの代役として一時的に仮で従者を装っているにすぎない。だから、そこまで彼の容姿について言及する必要はないと、リュディアは思う。だというのに、父のジェラルドは嬉々として話題にあげるので避けづらい。何故、母といい、そんなに彼の話題に対して楽しそうなのだ。


父に、自身が避けていた単語を使われてしまい、リュディアは内容を読み返す踏ん切りがつかない。栞を挟んだ該当の頁ページに指を差し入れ、そっと持ち上げてみるが、少し浮かしただけで、またぱたりと閉じてしまう。


「……カトリン、落ち着く香りのするお茶を淹れてくれないかしら」


しばらく葛藤して、リュディアはカトリンにそう頼むのだった。


今夜は寝付きが悪くなりそうだ。
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「運命」を素で「さだめ」と読みました。厨二病を治す予定はありません。一病息災。
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お嬢が赤面するシーンがほんとに可愛くて可愛くて、パッションをしこたま叩きつけました。挿絵でも素晴らしいシーンを沢山指定して頂いたので、少しでも素敵な世界観が伝わりますように努めて参ります！
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